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    人物紹介


    



    ネロ


    鍛か冶じ職人の息子。妹思いの少年。14歳。


    



    アーシェ


    魔女の娘。城の外の世界に憧れている。15歳。


    



    ミドナ


    アーシェの母親である魔女。娘を溺愛している。


    



    アルベルト


    ネロの父親。鍛冶職人。


    



    アンゼリカ


    ネロの妹。６歳。


    



    モーガン


    王国の軍人。常人を越えた身体能力を持つ、《角つの人びと》という種族の女。
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    　壊れた日常


    



    　　　　　　　　　　１


    



    　ネロは森の中をひたすらに駆け抜ける。


    　背中に妹のアンゼリカを背負って。


    　兄の背中にしがみつきながらアンゼリカは無言で震ふるえている。


    　ネロもアンゼリカも見てしまったのだ。


    　父親が殺される、その瞬間を。


    



    　事が起こったのは今から少し前のことだ。


    　ネロはアンゼリカと家の台所にいた。近所のおばさんがクッキーを焼いて、ネロたち兄妹に分けてくれたのだ。それをおやつの時間に二人で食べていた。


    　まだ六歳のアンゼリカは、ふとした拍子に牛乳の入ったコップをひっくり返してしまった。お気に入りのワンピースに牛乳がこぼれ、アンゼリカの瞳ひとみにみるみる涙が溜たまっていく。ネロは慌ててふきんで拭いて、すぐに洗うから脱ぐようにと言おうとした。


    　そのとき、鍛か冶じ職人である父親の仕事場から怒鳴り声が響いてきた。尋常でない空気を感じ、アンゼリカと様子を見に行く。


    　仕事場に入って、驚いた。


    　兵士の制服を着た数人の男たちが、父親であるアルベルトと対峙していた。


    　ひとりの兵士の口から、アルベルトが罪人となったことが告げられる。その兵士によって述べられた罪状は、言いがかりも甚だしい、とんだ濡ぬれ衣だった。


    　だが、続いて兵士の語った言葉にネロは自分の耳を疑った。


    「今この場で一家全員の死刑を執行する」


    　兵士たちが短剣シヨートソードの柄つかに手をかけた瞬間──


    　アルベルトは、手近に置いてあった長剣ロングソードに手を伸ばす。


    　そして、ネロに向かって叫んだ。


    「逃げろ!!」


    



    　森の影に紛れ、木々の合間を縫い、ネロは妹を背負ってひた走る。


    　視界がぼやけた。涙が[image: ]あふれていた。


    （父さんが、父さんが、死んでしまった……！）


    　涙でかれた喉のどは、呼吸をするたび、炎を吸い込んでいるようだ。


    　しかし、息をして、走って、逃げる。早くしないと兵士たちが追いかけてくる。


    　ネロは十四歳の少年としては華きや奢しやな体つきをしていた。


    　それでも、自然に囲まれた村で生まれ、森や草原で遊ぶのが日常の子供だ。決して貧弱ではない。小さな妹を背負って、猛然と走り続ける。


    　この森はネロにとっては庭だ。それほど大きくはないし、危険な獣けものは滅多に現れない。自生する野の苺いちごをおやつ代わりに食べたり、湖へ行って釣りや水遊びもした。なにがどこにあるのかは熟知している。自分が森のどの辺りにいるのかも、景色を見ればだいたいわかった。


    　そのはずだった。


    　しかし、今ネロが走っている森は、以前とまるで様子が変わっていた。


    　初めて来た森のように勝手がわからなくなる。ここはどこだ？　どっちへ進んでいる？


    　だが、森はなにも変わっていない。変わったのはネロの心だ。父親を失い、自身の命も狙ねらわれた今日、ネロの世界は大きく歪ゆがんでしまった。


    　前方に苔こけむした特徴的な形の倒木が見えた。ネロもよく見慣れた木だ。


    　倒木の前で右に曲がり、あとはまっすぐ進めば、森の外に出られる。その先には街道がある。


    　だが、それでいいのだろうか。


    　街道は見通しのいい広野を突っ切っていた。追っ手が来たら、あっという間に見つかってしまうだろう。それなら森の中で息をひそめて隠れたほうがいいのではないだろうか。
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    　どうする？


    　悩んでいる時間はなかった。


    　突如、背後で声が上がった。


    「いたぞーっ！」


    　はっと振り返ると、後方の木々の隙すき間まに二つの人影が見えた。あれは──さっきも見た兵士の制服だ。ネロたちを追いかけて走ってきたのだ。


    　彼らは弓を持っていた。息を合わせるように同じタイミングで弦げんに矢をかける。


    「撃て、撃て、逃がすな！」


    　兵士の一人が仲間に呼びかける。


    　彼らの声には、荒々しく駆ける足音には、ぞっとするような殺気が感じられた。


    　兵士は〝一家全員を処刑する〟と言っていた。捕まったら、その場で殺される。


    　矢が仮に急所を外はずしても、それでネロが動けなくなったら、悠々と近づいて腰から提げた短剣シヨートソードでとどめを刺すだろう。子供だろうと容赦なく。


    （殺される……殺される……僕も……アンも……!!）


    　心臓が破裂しそうに拍動する。


    　子供の脚で屈強な兵士たちからいつまでも逃げられるはずはない。なにも考えずに走っていても追いつかれるのは時間の問題だ。それなら──


    　ネロは倒木を乗り越えた。その先の、やや急な斜面を駆け下りる。河原かわらに出た。大小の岩が川の流れに洗われているのが見えた。岩を足場にして川を渡り、目の前の茂みの中へと一直線に突っ込んだ。


    　アンゼリカが小さな悲鳴を上げる。ネロは構わず、茂みの細い枝に身体からだのあちこちをひっかかれながらも突き進んだ。


    「待て、小僧！」「畜生、どこだ！」背後で苛いら立だちの叫び声が上がる。ネロは茂みを抜け、乱立する木と木の間を縫うように走った。


    　苔こけむした倒木、川の中の岩──それらはいわば道しるべのようなものだった。


    　ネロは知っている。道しるべをたどった先には谷がある。


    〝不ふ帰きの谷〟が。


    　決して近づいてはいけないと、村の大人たちに言われてきた場所だった。もちろん父親からもだ。しかしネロは幼い頃ころに一度だけ、好奇心に駆られて谷の入り口まで行ったことがある。


    　そのときの記憶を呼び戻しながら走った。


    　そう、確かにこんな上り坂があった。息を切らしながらも全力疾走を維持する。


    （……このまま進めば、もうすぐ見えてくるはず）


    　前方の木々の隙間に茶色い岩肌が見えてきた。森をさえぎるように巨大な崖がけが天高くそびえ立っている。


    　崖がけは右にも左にも、見渡す限り延々と続いていた。


    　その壁面の一箇所に、人が一人通れるくらいの裂け目が走り、奥へと続いている。


    　ここが不ふ帰きの谷の入り口なのだ。


    　この先に進めばどうなるかわからない。不帰の名のとおり、かつてこの谷に入った者のほとんどが行方不明の帰らぬ人となったという。込み上げる不安がネロの脚に絡からみつく。立ち止まりたい衝動に駆られる。


    　だが、そのとき、空くうを切る音がネロの耳元をかすめた。


    　びゅっ、こんっ。


    　目の前の大きな木の幹に矢が突き立つ。


    　振り向くまでもなかった。ネロが茂みの中に逃げ込んだくらいで、兵士たちが諦あきらめるわけがなかった。刺さった矢が、びーんと音を立てて震ふるえている。


    「あッ……？」息を呑のむように叫び、アンゼリカの身体からだがびくっと跳ねる。


    　もはやほかに逃げ道はない。ネロは鞭むちを入れられた馬のように走った。次々と矢は射られ、木に突き刺さり、岸壁に弾はじかれる。あのぞっとする、空気を切り裂く音が、風圧が、何度もネロの身体をかすめた。


    「兄にいちゃん……兄ちゃん……！」


    　アンゼリカがうわごとのように繰り返す。


    　ネロは喉のど元もとまで迫せり上がってきた悲鳴を必死に呑み込み、己おのれに言い聞かせるように叫んだ。


    「大丈夫！　絶対に兄ちゃんが守ってあげるから！　兄ちゃんを信じて！」


    　勢いよく谷の入り口に飛び込む。そこは左右を切り立った崖に挟まれ、日の光は届かず、ひんやりとした空気に包まれていた。


    　アンゼリカはすがるように、ネロの背中にぎゅっとしがみつく。


    　谷の奥へと続く裂け目は細く曲がりくねっていて、ネロたちの身体は外からの死角に入った。それと同時に矢の雨はやんだが、ネロはなおも走り続けた。


    　狭苦しい谷間を、岸壁に身体をぶつけないよう注意しながら走り続けると、やがて視界が広がっていく。左右の崖の間隔が、馬車が余裕を持って走れるくらいになる。


    　そして道は──道と呼べるようなものではないが──行く先で二手に分かれていた。ネロはここでようやく足を止めて振り返る。額ひたいから吹き出した汗が顎あごの先へと流れ落ち、硬い岩の地面に滴したたった。


    　追っ手の気配は──ない。


    （あいつらも、ここが不帰の谷だと知っているんだろう）


    　しかし、いずれは覚悟を決めてやってくるかもしれない。ぐずぐずはしていられないが、ネロはなにを置いても確認しなければならないことがあった。


    「アン、怪け我がはない？　大丈夫？」


    　ネロはアンゼリカを背中から下ろして、その身体からだをチェックする。


    「……あのね、ここ、ちょっと痛い」


    　アンゼリカの目がかすかに潤んでいた。衣服の右肩部分に裂け目があった。矢がかすったのだろう。裂け目から覗のぞいた皮膚に、小さな切り傷が走っている。少しだけ血が滲にじんでいるが、たいした怪け我がではない。


    「ほかは？　あとは平気？」


    「うん」と、アンゼリカは頷うなずいた。


    　ネロは心の底からほっとした。


    　父親のアルベルトはネロを信じてアンゼリカを任せたのだ。


    　その信頼を裏切ることはできない。


    （父さん……）


    　ネロの脳裏に父親が死んだときの光景が蘇よみがえる。


    



    「逃げろ！」


    　そう叫んだアルベルトは、摑つかんだ長剣ロングソードで兵士たちを牽制すると、売り物として仕入れていた煙幕爆弾を爆発させ、その隙すきにネロたちと一緒に裏口から逃げだした。


    　裏通りを駆け抜けようとすると、煙の中から飛び出してきたひとりの兵士が、涙目になりながら短剣シヨートソードを抜く。


    　アルベルトは剣士ではなかったが、いわゆる喧けん嘩か慣れしていた。長剣ロングソードを振るって牽制し、兵士の一瞬の隙を衝ついて蹴けりを入れる。兵士は脇腹を強烈に蹴られ、口から吐と瀉しや物を吐き出して崩れ落ちた。


    　アルベルトは振り返り、妹を背負ったネロに叫んだ。


    「先に行け！　森に逃げ込むんだ！　父さんもすぐにお前たちのあとを──」


    　その言葉は、煙の中から突き出した短剣シヨートソードにさえぎられた。


    　もう一人の兵士が現れ、その切っ先をアルベルトの分厚い胸板に突き入れたのだ。


    　ネロは目を見開いて、立ち尽くした。


    　短剣シヨートソードは深々と突き刺さり、切っ先が背中から飛び出した。貫通したのだ。血が飛び散った。目の前の光景に呆ぼう然ぜんとなったネロは、「森へ逃げろ」という父親の言葉も忘れてしまっていた。


    「ネロ────ッ！」


    　現実から遠のきそうになっていた意識を、父親の叫び声が呼び戻す。


    　アルベルトは目の前の兵士に長剣ロングソードを叩たたきつけた。兵士の短剣シヨートソードはアルベルトの胸に刺さったままなので防御できない。長剣ロングソードの刃が兵士の上腕部に食い込み、骨までえぐる。悲鳴を上げる兵士のみぞおちにアルベルトの蹴りが叩き込まれた。兵士は白目を剝むいて後ろへ吹き飛び、煙の中に逆戻りとなった。


    　アルベルトは振り返り、かすれた声を精一杯振り絞った。


    「ネロ……行けッ……！」


    　口からも血が噴き出す。


    　ネロはまだ動けない。


    　膝ひざが震ふるえて、思うように動かないのだ。


    「父さん……父さんがいないと……僕だけじゃ……」


    　すると──アルベルトは微笑ほほえんだ。


    　優しい笑顔だ。彼の家族への愛がそこにあった。


    「大丈夫……お前なら……。アンを、頼んだ……」


    　そしてアルベルトは地に倒れ伏し、動かなくなった。


    　煙の向こうから声が聞こえてくる。「……こっちだ！　奴ら裏口から逃げたぞ！」


    「う……うわぁああああああああ──────ッ!!」


    　ネロは叫んだ。足が動いた。走りだした。


    　背中のアンゼリカが、ネロの耳元に必死に呼びかける。


    「兄にいちゃん、お父さんが、兄ちゃん、ねぇ、お父さんが倒れたままだよ……！」


    



    　ネロは、あのときのアンゼリカの声が忘れられない。


    （僕が父さんを見捨てて逃げたと思っただろうか……）


    　胸が痛くなる。あのときはしょうがなかったと、自分ではわかっていても、それを幼い妹に説明できるか自信がなかった。


    　心に負荷が重くのしかかってくるのを感じて、ネロはそれを振り払うように頭を振る。


    （今は落ち込んでいる場合じゃないんだ）


    　そして、これからどうするかを考える。


    　容赦なく矢の雨を降らせたあの兵士たちは、今もまだ谷の入り口に張りついて、ネロたちが出てくるのを待ち構えている可能性が高い。つまり、ネロには後戻りするという選択肢はないのだ。目の前の、右と左に分かれた道のどちらかを選ばなければならない。


    　どうする？　どっちがいいと判断する材料もないが、かといって闇やみ雲くもに進んでいいものか。


    　再びアンゼリカを背負い、左右を見比べながら呼吸を整えていると、不意にどこからか声のようなものが聞こえた。


    　先ほどの兵士たちの声とは違う。地の底から響いてくるような、野太く、耳に障さわる──その声が、今度はしっかりと聞こえた。


    　出ていけ……。


    　ネロははっとして前方の壁を見上げる。


    　相変わらず、この場所には日の光が届かず薄暗い。凹おう凸とつの激しい岩壁にはいくつもの濃い影が染みついている。そのうちの一つが、ゆっくりとふくれ上がった。


    　影の中からなにかが出てこようとしていた。


    　黒く艶つやのある軟らかいものが、母胎から産み落とされるように地面に落下する。


    　びちゃっと、濡ぬれた音がした。


    　ネロの指先から肘ひじまでと同じくらいの長さがあり、太さは手首の三倍ほどだろうか。


    　その物体から八本、にょきにょきと脚が生えた。


    　蜘く蛛ものように細長く、胴体部分をまるで支え切れていない。八本の脚を規則正しく動かして、ずるずるとネロのほうに[image: ]はい寄ってくる。


    （な……なんだ、この生き物……!?）


    　それは、影から出てきた虫──影カゲ虫ムシ。


    　その胴体の先端に亀き裂れつが走り、ぱくっと開く。口だ──と、ネロは瞬時に理解した。


    「出ていけ……」


    　口が動く。人と同じ歯が見える。舌が見える。煙に似た黒い気体を吐き出しながら、しわがれた老人のような声を発する。そして、こちらに向かってさらに接近してきた。


    　ネロは寒気を覚えながら後ずさりする。


    　出ていけ……。


    　出ていけ……。


    　声が何重にも響きだす。岸壁の影のあちこちから奇怪な虫がいくつも産み出されようとしているのが見えた。その光景のあまりのおぞましさに、無意識のうち、足がさらに後ろへと下がる。


    　突然、足に痛みが走った。


    「……ッ!?」


    　足首に影虫がかじりついていた。


    　影虫は、ネロの足首から口を離すと、白い歯をカチカチと鳴らして言う。


    「出ていけ……」


    「うわあああああああああああっ！」


    　もう悲鳴をこらえることはできなかった。足をめちゃくちゃに動かして振り払う。影虫は岸壁に叩たたきつけられ、べちゃっと落ちた。


    　地面にひっくり返り、死にかけの虫のように、うぞ、うぞ……と足を蠢うごめかせる。


    　ネロは右も左もなく走りだした。こいつらはどんどん集まってくる。一箇所に止とどまっていると、足元から身体からだ中によじ登られ、影虫の群れに呑のみ込まれてしまう！


    　地面にはすでにかなりの数の影虫が[image: ]いずっていた。よけようと思ってもよけきれない。


    　足の裏に不快な感触が広がった。


    　次々と押し寄せてくる影虫の一匹を、ついに踏みつけてしまったのだ。


    　動物の排はい泄せつ物のような柔らかさが足の裏でぐちゃっと潰つぶれた。表皮が裂け、体液が飛び散る。


    　ぐあぁぁぁ……。


    　老人の苦く悶もんのような断末魔が上がる。あまりのおぞましさにネロは全身が総そう毛け立だつ。


    　しかし立ち止まるわけにはいかない。


    　破れかぶれになって走り続けた。


    　踏み潰して、踏み潰して、影カゲ虫ムシの悲鳴も、足の裏の感触も、全部知らぬ振りをして。


    



    　　　　　　　　　　２


    



    　不ふ帰きの谷の入り口では、二人の兵士が話し合っていた。


    「……どうする？」


    「どうするって、追うしかないだろ。逃がしたとあっちゃあ、俺たちただじゃすまないぜ」


    「だけどなぁ……。よりにもよって不帰の谷に逃げ込まれるとは。あいつらきっと生きては出られないぜ。そう報告すればいいんじゃねぇかな」


    「そうはいかないさ。〝生きたまま捕らえる必要なし。一家全員の首を刎はねて、必ず持ち帰れ〟というのが王の命令だからな」


    「だからって、俺たちだけで不帰の谷に入るのか？　俺はごめんだぜ」


    　二人はやれやれとばかりにため息をこぼす。


    「しょうがねぇ、とにかく隊長に報告しよう」


    「そうだな。きっとドヤされるだろうが、このまま谷に入るよりかはマシだ」


    　そして、一人の兵士が見張りとしてこの場に残り、もう一人は走っていった。


    　不帰の谷が、不帰の谷と呼ばれるようになったのは、今より遠い昔からのことだった。


    　谷間の道は複雑な迷路のように入り組んでいて、不用意に足を踏み入れた者は、ほぼ間違いなく迷うことになる。多くの者が帰らぬ人となって、自然とその名がついた。


    　そういう場所だからこそなにかあるに違いないと、腕のいい冒険者が谷の探索に挑んだことは何度もあった。彼らの中には正確な地図を作成する技術を持っている者もいた。だが、探索はすべて失敗に終わった。


    　谷の内部には、不気味な黒い霧が日夜を問わず立ちこめていたのだ。霧の濃いところでは数歩先の距離でも見通せなくなる。視界を奪われては地図の作りようがない。ほかにも様々な方法が試されたが、どれも失敗に終わった。失敗の数だけ命が失われた。


    　今では、足を入れれば十中八九帰ってこられなくなる場所として、この国のほとんどの者が知るところとなっていた。
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    　ネロはもう走っていなかった。


    　これ以上は体力が続かなかったのだ。


    　おぞましい影カゲ虫ムシは不ふ帰きの谷のどこへ行っても現れ、どこまでも追いかけてくる。


    　瀕ひん死しの動物のように、ずるずると胴体を引きずって。


    　ネロが足を止めたら追いつかれてしまう。周囲に気を配りながら、早足で延々と歩き続けなければならない。それはじわじわと体力を奪い、精神力を削り取る拷問だった。


    〝出ていけ〟の耳みみ障ざわりな声たちが谷底に木こ霊だまし、それもまたネロを苦しめる。


    　いつしか影虫たちの声が頭の中で響いているような気がしてきた。


    　意識が朦もう朧ろうとしつつある。


    　息が切れ、犬のように舌を出して喘あえぐ。


    　枷かせをはめられたように足が重たく、ズキズキと鈍い痛みを訴えかけてくる。この足は、あとどれくらい持ってくれるのだろうか。動けなくなったらおしまいだ。


    　かくも酷ひどい状況のなか、しかし、幸いと思われることもあった。


    （村で聞いていた話だと、真っ黒な霧で辺りが見えなくなるらしいけど……）


    　確かに霧は出ていた。


    　だが、視界を曇らせる程度で、〝月のない夜を歩くほど〟と言われていたくらいではない。


    　不帰の谷は複雑に入り組んだ迷路で、足元が急に途切れ、さらに下の谷底を眼下に見ることが何度もあった。この霧がもっと濃かったら、とうの昔に真っ逆さまに落ちていたに違いない。実際、そういうところには白骨化した死体がいくつも散乱していた。かつての犠牲者、帰らぬ人たちだろう。


    　ネロたちもいつ彼らの仲間入りをするかわからない。


    （僕も、アンも……最後はあんなふうに……）


    　そう思うと背筋がぞくっとした。


    　仮に運がネロに味方をしているとしても、現状はとても楽観できるものではなかった。


    　見上げれば、崖がけと崖の狭間はざまに見える空はだいぶ明るさを失っていた。


    　不帰の谷に入って、いったいどれくらい歩いたのだろう。


    　ネロにはもうわからないが、いずれは夜になる。


    　月明かりも届かぬだろう谷の底で、どうやって歩けばいいのか。


    　でこぼこした地面で転ばぬよう、足元に[image: ]はい寄ってくる奴やつらをどうよければいいのか。


    （日が暮れるまでに、なんとか外へ出なければ……）


    　これだけ広い谷に出入り口が一つしかないとは考えられない。きっとほかにも外へと通じる道があるはずだ。今はそれを信じてひたすら歩くしかなかった。


    「あぁ……喉のどが渇いた……」


    　不安から目をそらすように、わざと声に出してみる。


    　走って、歩いて、大量の汗をかいた。喉のどがからからだった。


    「ねぇ、アン。アンも喉渇いたろ？」


    　しかし聞こえてくるのは影カゲ虫ムシの声ばかり。


    　いつまで待っても返事はない。アンゼリカはネロの背中で静かに揺られている。


    　寝てしまったのだろうか。


    　だとしたら今は起こさないでおこう。


    　無事にこの谷から出られたとして、その先に待ち構えているのは、おそらく過酷な旅だ。誰だれの力も借りずに、二人だけでこの国から脱出しなければならない。休めるうちに休んでおくべきだ。


    　ネロだって当然疲れている。休みたい。だが、弱音は吐けない。


    （だって僕は〝兄にいちゃん〟なんだ）


    　ネロの母親は二年前に病に倒れ、帰らぬ人となった。そのときネロは十二歳だった。


    　当時、鍛か冶じ職人の父親は仕事に手一杯で、アンゼリカの面倒はほとんどネロが見た。辛つらいことも多かったが、〝自分は、亡くなった母ができなかったことを代わりにやっているんだ〟と思うと頑張ることができた。抱っこしたアンゼリカが、ネロにぎゅっとしがみついてくると、胸の奥がなんともいえず暖かくなる。うずうずする。それはきっと、母がネロを育てているときにも感じたことなんだろうと、亡くしてしまった人との心の繫つながりを感じる瞬間でもあった。


    （だから僕は……どんなことがあってもアンを守る）


    　誓いと共に、ネロは歩み続ける。


    　と、そのとき、変化が起こった。[image: ]はい寄ってくる影虫たちの言葉が変わったのだ。


    「……行くな……」


    　はっと振り返る。


    　ネロの背後で、影虫たちは見えない壁に行く手をさえぎられているように、ある場所から先に進もうとしない。


    　一匹、また一匹と見えない壁かべ際ぎわに寄り集まり、折り重なり、揉もみくちゃになりながら、蠢うごめく黒い絨じゆう毯たんが谷底を埋め尽くしていく。


    　行くな、行くな、行くな……。


    　口々に吐き出す言葉が谷の狭間はざまに反響する。


    　それは怯おびえた声のようにも聞こえた。


    　ネロは前を向いて、行く手を見据える。だんだんと道が細くなっている。人が一人通れるくらいだ。曲がりくねっていて、その先がどうなっているのかここからではわからない。


    　ふと、風の流れが強くなったような気がした。


    　この先になにかがあるような予感がした。ただ単に道が広がっているだけかもしれないが、それでもなにかしら期待してしまう。ネロの足取りが速くなる。


    　くねった道を駆け抜けると、突然視界が開けた。


    　出口ではなかった。まだ谷の中だ。


    　しかし目の前には、谷間と呼ぶには巨大すぎる空間が円形状に広がっていた。


    　ネロは言葉を失う。


    　そこには石造りの古びた城がそびえていた。


    　城を見るのは初めてだったが、ここまで大きいものとは思わなかった。正面の城郭に開いた堂々たる構えの正門を見ていると、自分が小人になってしまったかのような錯覚に陥おちいる。


    　そして城のところどころに、天まで届きそうな塔がいくつも立っていた。


    　見上げていると首が痛くなってくる。


    「これが城か……。でも、なんでこんなところに……？」


    　この目で見ても、にわかには信じがたかった。多くの遭難者の墓場となったこの場所になぜ？　なんの目的で建てたのか。誰だれが住んでいるというのか。


    　村の老人は、不ふ帰きの谷は死者の国に繫つながっているのだと子供たちに語った。黒い霧は、死者たちの吐き出す瘴しよう気きが谷にまで流れ出てきているのだと。その話を聞いたときは半信半疑だったが──。


    （まさかこれは、死者の国の入り口を守る砦とりでなのか……）


    　砦というには大きすぎるような気もするけれど。


    　もしそうだとしたら、うかつに中に入っていいものだろうか。


    　ネロは辺りの様子を見る。周囲の崖がけから伸びた影は、この丸い大きな谷底をほぼ呑のみ込んでいた。日の光はほとんど真横から差しているようである。すでに日没が始まっているのかもしれない。夜は近い。


    　冬から春へと移り替わりつつある今の季節、日中はだいぶ暖かくなったが、夜はまだ冷える。目の前に城があるのに野宿をするというのはいかがなものだろうか。自分はともかく、妹は？　風邪でも引かせてしまったら大変だ。


    （ここまで来てしまったら、城の中だろうが外だろうがおんなじか。別に、死者の国の城だと決まったわけでもないし）


    　誰が建てた城かはわからないが、誰かが住んでいるなら食糧や水があるはずだ。頼んで分けてもらえるかもしれない。


    　ネロは心を決める。


    　だが、中に入る前に、城の周りの様子を確かめておこうと思った。


    　そしてさらにその前に──一休みしたかった。もう足が棒のようだ。


    「アン、ごめんよ、いったん下ろすからね」


    　ゆっくりとしゃがんで、背中の妹を地面に寝かせようとする。そして気づく。


    　アンゼリカの顔が真っ青だった。


    　額ひたいには玉のような汗がびっしりと浮かび上がっている。


    　ネロはひざまずいたまま彫像のように固まった。


    　なんだこれは？


    　アンゼリカの身になにが起こったんだ？


    「アン、アン、どうしたの……!?」


    　しかし、呼びかけてもアンゼリカは答えず、虚うつろな瞳ひとみでネロを見上げるだけだった。


    　思いもよらぬ事態に、ネロは放心状態になる。


    　不意に苦しくなった。


    　息をするのを忘れていた。


    　慌てて呼吸しようとするが、吸って吐くだけのことがうまくできない。息の仕方を忘れてしまったかのようだ。


    　必死に意識して肺を動かす。吸って吐く。吸って吐く。吐く──。


    　突然、嘔おう吐と感が込み上げた。


    　めまいと共に、世界がぐるんと渦を巻く。


    　転がるように倒れ、四つん[image: ]ばいになってゲホゲホと咳せき込んだ。


    （あのときの兵士の撃った矢が原因か……？　で、でも！）


    　ほんのかすり傷だったはずだ。アンゼリカの肩を確認する。すると、先ほどは血が滲にじんでいただけの傷口の周囲が、血管を浮き上がらせ青黒く腫れ上がっていた。


    （これは、まさか…………毒!?）


    　兵士の放った矢は、矢や尻じりに毒が塗ってあったのだろうか。いや、そうとしか考えられない。


    　殺意のこもった矢に塗られた毒だ。幼い子供の命を脅おびやかすに足るのは容易に想像できる。


    　このままではアンゼリカが危ない。


    　しかし今のネロにはなにも手立てがなかった。


    　薬はおろか、包帯すら持っていない。


    　ああ、どうしよう。


    　思考が空回りする。


    　誰だれか、誰か、アンを助けてくれる人はいないのか？


    　誰か──。


    　ネロはアンゼリカを両腕で抱きかかえて立ち上がる。目の前の城に向かって走りだした。


    　石でできた階段を駆け上がり、城郭の巨大な正門を潜くぐる。


    　階段を上りきると、すぐ目の前に城の入り口があった。ネロは迷わず飛び込んだ。


    「誰かいませんかッ!?」


    　広々としたエントランスホールにネロの声が響く。


    　巨大な石の柱が無数に立ち並んでいる。その柱のひびの一つ一つにネロの声が染み込んでいく。


    　答えてくれる者はいない。


    　薄暗い城内には、ほんのかすかな人の気配もなかった。


    「誰だれかいませんかッ!?」


    　もう一度、声を限りに呼びかけてみる。


    　だが、結果は同じだった。


    　ぞくっと寒気が走る。ここの空気は冷え切っている。


    　熱を持っているのはネロだけのようだった。気がつけば、腕の中のアンゼリカも、この場所の冷たさになじんでいっている。


    「……ダメだ、アン、死んじゃダメだッ!!」


    　懸命に呼びかけると、アンゼリカの口がかすかに動いた。


    　か細い呼吸の中に紛れた言葉の、ほんの一言だけ聞き取ることができた。


    「……ごめんなさい……」


    　なんで謝るんだよ……!!　ネロは泣きそうになりながら走りだす。


    　ここが朽ち果てた廃城でないことを祈りながら、彷徨さまよって、城内を駆け抜けた。


    　いくつもの扉を開けた。


    　階段を上る。下る。また上る。また下って繰り返す。


    　しかし、どこにも人の気配はない。


    　人が住んでいる気配すらなかった。


    「誰か……誰か……ッ」


    　声がかすれて出なくなる。


    　足も思うように動かない。


    　もはや体力の限界だ。逸はやる気持ちに身体からだが追いつかなかった。


    　ぜえぜえと喘あえぎながら足を引きずり、一歩一歩進んでいく。


    　混濁する意識の中では後悔の嵐あらしが吹き荒れていた。


    　なぜ、気づかなかった。


    　なぜ、気づいてあげられなかった。


    　自責の念に駆られる。


    　ネロは影カゲ虫ムシの群れに追われて心の余裕を失っていた。


    　それに、もしアンゼリカが毒に犯されていると気づいていたとしても、ネロにはなにもできなかった。手当をするための知識も道具も持ち合わせていない。


    　捕まれば処刑されるのだから逃げるしかなかった。


    　どうしようもなかった。


    　それでも、気づいてあげたかった。


    「アン……どうしてなんにも言ってくれなかったの……？」


    　アンゼリカは病気などで具合が悪くなると、いつも「ごめんなさい」と謝った。


    　子供のネロが母親代わりを務めるのがいかに大変か、幼おさな心ごころに察していたのだろう。ときには、熱を出したり、頭が痛かったりしても、黙ったまま我慢していた。


    （いや、待て）


    （違う。それだけじゃない。僕はアンゼリカになんて言った？）


    　ネロは──大丈夫だ、と言った。絶対に守るから、僕を信じろと言った。


    　アンゼリカがネロを疑うわけがない。


    　だから信じたのだ。


    　兄の背中にすがりながらじっと耐え続けたのだ。


    　ネロの視界がぐちゃぐちゃに滲にじむ。涙がこぼれて、アンゼリカの身体からだに滴したたる。


    　父さん！　父さん！


    「僕は……！　僕は……なんて馬ば鹿かなんだ……ッ！」


    　声を振り絞って叫ぶ。でも、どうにもならない。


    　アンが、アンが死んだら、僕はどうすればいいんだ──ネロの心は今にも折れそうだった。アンゼリカが死んだときのことを想像してしまっている。そんなことを考えてはいけないと自制する理性が消えかかっている。


    　曲がりくねる廊下を、地上に迷い出た幽鬼のようにのろのろと歩いた。


    　と、不意に景色が変わる。


    　開けた空間に、綺き麗れいな三さん角かく錐すいに刈り込まれた木々が見えた。地面には芝しば生ふが模様を描くように生えていた。その周囲を回廊が囲っている。


    　これは中庭だ。


    　ここには、この城のどこにもなかった命のぬくもりがあった。


    　そしてネロの目は一点に釘くぎ付づけになる。


    　中庭の中央に井戸があった。


    　その井戸で、水を[image: ]くんでいる少女の姿があった。


    「あッ……！」


    　思わず声を上げると、少女もこちらの存在に気づいた。


    　暗くて表情はよくわからないが、向こうも驚いているようだ。


    　ネロの心に希望の火がともる。


    　やっと、ついに見つけた。人が、いた！


    「あ……あのっ！」


    　近づこうとすると、少女は持っていた水みず桶おけを放ほうり出し、ネロに背中を見せて走りだす。


    「あ、待って、待ってください！」


    　不審者だと思われたのか、少女は城の中へ逃げ込もうとしている。


    　ネロは追いかけようとするが、しかしもう、走るだけの体力は残っていなかった。


    「お願いします！　僕の妹が死にそうなんです！　どうか助けてください！」


    　よろよろと歩み寄りながら必死に呼び止めた。


    　少女の足が──止まる。


    　振り返って、ネロと、ネロの腕の中のアンゼリカを見る。


    　やがて、警戒心の強い野良猫のように、恐る恐る、ゆっくりと近づいてきた。


    　少女の年はネロより上かもしれない。身長はネロより高いみたいだ。そして、こんな寂れた城には場違いなほど美しかった。


    　一定の距離を保つようにして立ち止まり、恐る恐るネロに尋たずねてくる。


    「あなたは……人間……なの？」


    　ネロには少女の質問の意味がわからなかった。だが、今はその意味を考えている暇ひまはない。


    「妹が、妹が死にそうなんです」


    「……妹って、その子？」


    　ネロは何度も頷うなずいた。「はい、そうです」


    　少女はアンゼリカをじっと見据えながら、さらに尋ねてくる。

  


  [image: ]



  
    「その子が死にそうで、あなたは怖いの？　その子が死んだら悲しいの？」


    　ネロは一瞬戸惑った。質問の意図がわからない。


    　ただ、その答えははっきりしている。


    「もちろんです！」


    　すると少女は、今度はネロを見つめてきた。


    　顔の、左目の辺りに、特に視線を感じる。


    　品定めをされているような気がした。ネロは誠意を込めて精一杯見つめ返す。


    　少女はネロに背中を向けて城の中へと入っていく。


    「あ、あの……」


    「ママならなんとかできるかもしれない」


    　こっち、ついてきてと言って、広く長い廊下を先に歩きだす。


    「あ……ありがとうございます！」ネロは急いであとを追った。


    　廊下をまっすぐ進むと、やがて両開きの扉に突き当たる。


    　扉の片方が開いたままだった。少女は中へと入っていく。ネロもあとに続く。


    　その部屋の入り口から奥に向かって、ふかふかの赤い絨じゆう毯たんが延々と続いている。絨毯が終わるところに、豪ごう奢しやな作りの席が二つ並んで備えられていた。


    　それを見てネロは理解した。昔読んだ、遍歴の騎士の冒険物語に出てきたのを覚えている。


    　これは──玉座だ。


    　二つ並んでいるのは、王様と王妃様のためのもの。どうやらここは〝謁えつ見けんの間〟のようだ。


    　少女は無人の謁見の間を進んでいく。玉座を回り込んで、その後ろにある扉を潜くぐり抜ける。


    　そこは正方形の広い空間だった。


    　吹き抜けの天井が遥はるか上のほうにあった。


    　これは塔だ。壁の内周に沿って螺ら旋せん状の階段が上へと延びている。ほかにはなにも置かれていない、がらんどうの塔だ。「上よ」少女は階段の前でネロを待っている。


    　ネロは延々と続く階段を見上げて、その高さに愕がく然ぜんとした。


    　大おお雑ざつ把ぱな目測だが、建物八階分の高さまで、この階段は続いているようだった。そんな高い建物をネロは今まで見たことがなかったが。


    　それは妹を助けるための試練の階段のように思えた。


    　彼女の母親がなんとかできるのかもしれないというのなら、どこまでだって行ってやる。


    　両腕に妹を抱かかえたネロは、少女のあとに続いて一歩一歩階段を上り始めた。
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    　その頃ころ。


    　不ふ帰きの谷の入り口を見張っていた兵士の元に、同じ隊の仲間たちが全員集合していた。


    「おい、どうなってるんだ？」


    　見張りの兵士が声をひそめて尋たずねると、苦々しい言葉が返ってくる。


    「今から不帰の谷を捜索することになった」


    「今から!?　本気かよ、もう日暮れだぜ？」


    　あの不帰の谷に入るというだけでも充分に常軌を逸している。


    　それをこんな暗くなってから──冗談じゃないと思った。仲間たちが自分をからかっているんじゃないかと疑うたぐる。しかし、そうではなかった。


    「なにか文句があるのか？　あるなら言ってみろ」


    　見張りの兵士はハッと振り返る。


    　彼の後ろに、兵士たちとは違う軍服を着た男が立っていた。


    　男の頭からは四本の短い角が生えていた。角つの人びとと呼ばれる、人を超えた存在の証あかしだ。


    「あ……た、隊長……いえ、な、なんでもありません！」


    　見張りの兵士は慌てて直立不動の姿勢を取った。


    　隊長と呼ばれた角人は、ふんと鼻を鳴らす。「そもそも貴様らが無能だから、こんな場所に重罪人の息子むすこたちを逃がしてしまったのだ。余計な手間をかけさせおって。任務が終わったら、それなりの処分があると覚悟しておけよ」


    「も、申し訳ありません……」


    　見張りの兵士は顔色を失い、ぶるぶると震ふるえてかしこまった。


    　隊長は兵士たち全員に向かって号令をかける。


    「いいか、重罪人とその家族、すべての首を持ち帰れというのが、国王陛下の下された厳命だ。すべてと言うからには全員だ。重罪人とその息子、その娘──必ずその首を集めるのだ。いくら不帰の谷に逃げ込まれてしまったとしてもな。私自みずから指揮を執る。なんとしても見つけ出すのだ！」


    　はい、隊長！


    　兵士たちの声がそろって轟とどろく。


    「よし、では出発する！　モーガン副隊長、先頭を行け！」


    「──了解です、クルツ隊長」


    　静かに答えたのは顔に大きな傷きず痕あとのある女だった。


    　年は二十代の半ばくらい。


    　隊長と同じような軍服姿だが、腕に籠手ガントレツトを、脚には脛当てグリーブを装備している。


    　ほかの兵士たちが短剣シヨートソードや短弓シヨートボウを携帯しているのに対し、彼女だけはなんの武器も身につけていなかった。籠手ガントレツトと脛当てグリーブだけの武装とは、少々変わった出いで立たちだ。


    　しかし、それよりなにより──


    　彼女の頭にも角が生えていた。


    　ただし、生えている数も大きさも、隊長のそれとは違う。


    　太く、長い、二本の角が隆々と、頭部の左右に屹きつ立りつしていた。


    



    　　　　　　　　　　５


    



    　ネロは歯を食い縛って一段一段上っていく。


    　ようやく塔の中間辺りまで上った。先はまだ長い。


    　案内してくれてはいるが、少女の警戒が完全に解けたわけではないようだった。ネロとの距離がある一定より縮まると、すすっと足を速めて引き離す。かと思うと、時折、ネロのほうを興味深げにチラチラと振り返ってくる。


    「名前、あるんだよね？」


    　唐突に少女から投げかけられた質問に、ネロは一瞬面食らった。


    「名前？」


    「あなたの名前」


    「……ネロです」


    「ネロ……。私は、アーシェ」


    「あの……アーシェさんのお母さんならなんとかできるかもとおっしゃってましたけど、それってつまりお医者さんなんですか？」


    　アーシェは首をかしげる。


    「医者じゃないわ」


    「え……でも、医術の心得があるんですよね……？」


    　アーシェはまた首をかしげる。


    「さぁ、わからないわ。でも、ママはいろんなことを知っているから」


    　いろんなことを知っているとは、学者の先生かなにかだろうか。


    　偉い学者の中には、学問の道を究めんとして、常人には理解できない行為に及ぶ者もいるという。天才を行きすぎてしまった人たち。だから、このような場所に居を構えているのか。


    　あるいは危険な思想の持ち主かもしれない。世間から身を隠して、恐ろしい研究をしているのかもしれない。でも、構わなかった。


    　そもそも、この城はなんなのか。誰だれが、いつ造ったのか。しかし今はどうでもいいことだ。


    　アンを助けてくれるなら。


    　ネロにとってはそれがすべてだ。


    



    　そしてついに長い長い階段が終わる。


    　上りきったすぐのところが曲がり角になっていて、その先は通路になっていた。


    　通路の真ん中辺りの壁面に扉がある。通路の突き当たりは、また曲がり角になっている。


    　アーシェは通路をまっすぐ進み、角を曲がった。


    　その先には、さらに上への階段が続いていた。


    　ようやくたどり着いたと思ったのにまだ上があるのかと、ネロは激しく落胆した。一刻を争う状況だというのに。


    　今にも倒れそうになりながら必死についていくと、上の階は、下とまったく同じ構造だった。通路があり、扉がある。そして──


    「この部屋よ」


    　アーシェは扉を開けて中に入っていった。ネロも続いて入る。


    　そこは明らかに生活空間だった。


    　テーブルが、椅い子すがある。ソファーがある。壁一面に本がびっしりと詰まった造りつけの本棚がある。窓にはカーテンが備えられ、植木鉢の花が飾られている。


    　右手の奥には暖炉があり、左手の奥には天てん蓋がいつきの大きなベッドがあった。


    「ママ、起きられる？　ねぇ、お城に人間が来てたの」


    　アーシェはベッドの横に立って呼びかける。


    　と、上掛けがもぞっと動いた。


    「人が……？　なんですって!?」


    　そこに寝ていた人が起き上がろうとしている。


    　ただ起き上がるだけのことが、とても重労働であるかのように緩慢な動作で。


    　ベッドに寝ていたのは若い──三十歳くらいの──女性だった。ネロを見て、ぎょっと顔をこわばらせる。


    　彼女の顔を目にした瞬間、ネロのほうもまた驚きを禁じ得なかった。


    　女性の左目が赤黒く禍まが々まがしい光を放ち、どくんどくんと脈打つような明滅を繰り返している。


    　その左目の周囲には、薔ば薇らの蔓つるを思わせる文様がいくつも描かれ、顔だけでなく首元や手首にまでびっしりと描かれていた。まるでまぶたの内側から蔓が生え広がっているみたいに──。


    　いや、違う。


    　描かれてはいない。これは化粧や刺いれ青ずみなどではない。文様が、無数の棘とげのある蔓が、女性の肌を[image: ]はうようにざわざわと蠢うごめいている。文様が生きている。


    「魔法使い……魔女だ！」


    　ネロは思わず叫んでいた。


    　目の光、文様──それが魔法使いの特徴であることは誰もが知っている。今は亡き魔導帝国の悪あしき血筋。この女は忌いまわしき〝魔法使い〟の末まつ裔えいだ。


    　ネロは後ずさる。


    　魔法使いに近づいてはいけない。特に女の魔法使い──魔女──は、存在するだけでこの世に災さい厄やくを呼び寄せるという危険な者どもだ。見た目は人間と変わらないが、その身体からだには悪魔の血が半分流れている。人と魔物の中間に属する亜人種なのだという。


    　それがこの大陸、ネロたちの世界の常識だった。


    　ここは魔女の城だったのか。


    　この大陸に住む子供たちは、学校へ通うようになると、歴史の授業として教えられる。かつて存在した、魔女を頂点とする魔導帝国が、魔法を使えぬ人民をいかに非道に支配していたのか。奴ど隷れいのように使役し、逆らう者は強大な魔法の力をもって容赦なく排除する。たった数人の反逆者が隠れ住んでいたというだけで、村ごと殲せん滅めつされた例もあったという。


    　ネロの心に、小さな頃ころから刷り込まれてきた魔女への嫌悪感が湧わき上がる。


    　そして気づいた。


    　アーシェは魔女を〝ママ〟と呼んでいた。


    「……魔法使いでなにがいけないの？」


    　アーシェが怒りをあらわにネロを睨にらみつけていた。


    　その彼女の左目が、仄ほの暗ぐらい蝋ろう燭そくの明かりのように、ぼうっと青く光っている。


    　蔓つるの形の文様が、左目から延びて、蛇か蜥蜴とかげのように頰ほおの上を[image: ]はった。魔女の娘である彼女も、やはり魔女だった。

  


  [image: ]



  
    「あなたが困ってたから、可哀かわい想そうだなって思ったから、ママのところまで連れてきてあげたのに……。やっぱり人間はあたしたちのことが嫌いなのね。だったら今すぐ出てって！」


    　アーシェが叫ぶと同時に左目が閃せん光こうを放つ。


    　瞳ひとみの中で青白い炎がごうごうと燃えさかっているようだった。


    「……アーシェ、落ち着きなさい」


    　ベッドの中の女性が、辛つらそうに、それでも優しさのこもった声でアーシェをなだめる。


    　彼女は少しだけ上体を持ち上げると、ネロと、ネロが抱き抱かかえているアンゼリカをじっと見据えた。そして、娘に向かって告げる。


    「あなたは奥の扉の向こうへ行ってなさい」


    「え？」


    「私がこの人間と話すから、そこでしばらく待っていなさいと言っているのよ」


    「そんな……だってママ、病気がまだ治ってないじゃない。あたしがいない間に、もしもなにかあったら……」


    　アーシェはネロをじろっと睨にらんだ。


    　ネロに対し強い敵意を抱いだいているようだ。ベッドに伏した母親に危害を加えるのではと警戒しているのだろう。


    「ありがとう、アーシェ。あなたは本当に優しい子ね」


    　魔女の母親は嬉うれしそうに微笑ほほえんだ。


    「でも大丈夫。少し寝たら、だいぶ楽になったわ。今なら、こんな子供にどうにかされたりはしない。ね、だから安心して、いい子だから言うとおりにしてちょうだい」


    「ほんとに……？　うん、じゃあ、わかった……」


    　母親に褒ほめられると、少女の左目の光が徐々に鎮しずまっていく。まだ心配そうな顔をしつつも、部屋の隅の、ネロが入ってきたのとは別の扉を開ける。


    「ママに変なことしたら許さないから」


    　そう言い残し、扉の奥へと入っていった。


    　扉が閉まる音がすると、魔女の母親はネロに向かって一言命じる。


    「来なさい」


    　娘に対するのとはまるで違う、冷たい声音でそう言うと、支えていた糸が切れたみたいに彼女の身体からだはベッドに落ちた。


    　ネロの中で二つの心がせめぎ合う。


    　彼女の言葉に従うべきか、今すぐここから逃げたほうがいいのか。


    「どうしたの？　私に用がないのなら、あの子の言っていたとおり、今すぐここから出ていきなさい。さぁ、早く、愚ぐ図ずは嫌いよ……！」


    　刺とげ々とげしい声で魔女が選択を迫った。


    　ネロの心臓が早はや鐘がねを打ち、手のひらから汗が噴き出した。


    　早くしろと急かされているのに、足が思うように動かなくなる。まるで鎖で縛られたみたいだ。こうしている間にも魔女は苛いら立だちを募らせているだろう。怖い、恐ろしい、逃げてしまいたい衝動に駆られる。


    　しかし、逃げたらなんにもならない。


    　アンゼリカはきっと、このまま命を落とすだろう。


    （この魔女は、用がないなら出ていけと言った。それはつまり、用があるなら話を聞いてくれるということなのか……？）


    　話を聞いたら助けてくれることもあるのだろうか？


    　魔女も人助けをすることがあるのだろうか？


    　ほんの気まぐれ？


    　だとしても、アンゼリカを救ってくれるなら、ネロはその気まぐれにすがりたい。


    （信じていいのか……？）


    　期待と不安でネロの心臓はさらに乱れ、壊れんばかりに拍動した。


    　固まっていた足がついに動きだす。ゆっくりと近づいていく。


    　ベッドの中の魔女の顔がしっかりと見えるようになる。彼女もまた娘と同じく、美しい顔立ちをしていた。


    　ただ、その顔色は死人のように真っ青だ。髪は乱れ、荒い呼吸を繰り返している。具合が悪いのは一目瞭りよう然ぜんだった。


    「お前、名前は？」


    「ネロ……です」


    「ネロ、その子をもっと近くに」


    　魔女は横たわったままアンゼリカに向かって手を伸ばした。


    　その手にも棘とげのある蔓つるの文様がびっしりと広がっている。文様に全身を縛られているようだった。


    　時折、文様がざわざわと不気味に蠢うごめく。ネロはいささかぞっとした。


    　あの手に妹を触らせていいのだろうか。


    　自分は助けを求める相手を間違っているのではないかと、振り払ったはずの不安が蘇よみがえる。


    　しかし、


    （今の僕たちに、ほかの誰だれが手を差し伸べてくれるっていうんだ）


    　ネロは魔女への警戒を残しつつも、アンゼリカの身体からだを静かに差し出した。


    　力なく震ふるえる魔女の手が、アンゼリカの腕にそっと触れた。


    　しばしの沈黙をネロは耐える。


    　やがて、彼女の眉み間けんに怪け[image: ]げんそうな皺しわが刻まれた。


    「……この身体からだには命が巡っていない」


    　彼女の手が、もはや興味なさそうにアンゼリカから離れた。


    



    「この子はもう死んでいるわ」


    



    　ネロは耳を疑った。そんな馬鹿な。そんなはずはない。アンゼリカはつい先ほどまで、かすかにだが、ちゃんと呼吸をしていた。少なくとも、あの長い螺ら旋せん状の階段を上っているときまでは間違いなく。


    「う……噓うそだッ！」


    　しかし魔女の言葉は、まさしく魔法の呪じゆ文もんのように、ネロに変化をもたらした。


    　身体が急激に冷えていく。内側から凍りついていくみたいに。膝ひざががくがくと震ふるえた。


    　魔女はさらなる呪文でネロを追い詰める。


    「疑うのなら自分で確かめてみなさい。その子の息を、心臓の鼓動を」


    「…………ッ」


    　ネロは振り返る。先ほど見たソファーがある。おぼつかない足取りでそこに向かう。


    　アンゼリカをソファーに寝かせる。覆いかぶさるようにして、アンゼリカの口元に耳を寄せ、その胸にそっと手を当てる。


    　呼吸は──していない。


    　心臓は──動いていない。


    　その事実がもたらす答えは、冷酷なほど明快で揺るぎない。


    　ネロはほんのわずかにでも望みが残っているうちは決して諦あきらめないつもりだった。


    　だから今こそ力尽き、床に崩れ落ちた。


    （死んでしまった……アンゼリカ……まだたったの六歳なのに……）


    　六年しか生きられない人生ってなんなんだ。


    （もし僕が、お前はあと六年しか生きられないと言われたら……どんなに絶望するだろう）


    　六年とはそれくらいの時間だ。


    　アンゼリカの人生はそれくらいの時間しかなかった。


    　ネロは守れなかった。母が残し、父が託した命を。


    （僕はこれからどうすればいいんだ……）


    　呆ぼう然ぜんとしながら考えても、なにも思い浮かばない。


    「さぁネロ、次はお前が私の問いに答えなさい」


    　ネロが心に受けた衝撃などお構いなしのように、魔女は話を続ける。


    「お前はどうしてこの城に来たの？　今、私の魔力が弱まっているせいで、谷を覆う黒い霧が薄くなり、影カゲ虫ムシたちも本来の力を失っている。だからお前は谷に転がる死体の仲間入りをしないですんだのよ」


    　黒い霧も影カゲ虫ムシも、彼女の魔力で生み出し、魔力を供給されることでその存在を維持しているのだという。


    「でも、谷の守りが弱まっていることは、実際に谷に入ってみなければわからないこと。どうしてお前は、そもそも〝不ふ帰きの谷〟に足を踏み入れようとしたのかしら？」


    　魔女はベッドに横たわりながら、首だけ動かしてネロをひたと見据えた。


    　頭の中の歯車が噛かみ合わず、からからと空回りしているネロには、魔女の質問の真意など考えもできなかった。先ほどの彼女と同様に、事実をありのまま告げる。質問に答える機械と化した。


    「僕とアンは兵士に追われて不帰の谷に逃げ込んだんです。兵士たちは、僕の父さんが罪を犯したと言って、父さんを殺し、僕たちまで殺そうとしました」


    　ネロの答えに魔女の顔色が変わる。


    「なんですって？　兵士が？」


    　驚きの声を上げると、何事か考え込むようにまぶたを閉じた。


    　しばらくして──


    　魔女は瞳ひとみを開き、ふぅとため息をつく。額ひたいにはじっとりと汗が滲にじみ出ていた。


    「意識を飛ばして谷の様子を探ってみたわ……。お前がここまで来られたということは、ほかの者でも大丈夫ということ。調べてみたら、強い殺気を放つ者たちが谷を進んでいるわね。お前たちを追いかけてきた兵士の一団と見て間違いないでしょう。数は、おそらく十二人。いったいなぜ追われているの？　お前の父親はなにをしてしまったの？」


    「父さんはなにもしていません。なにも悪くないんです」


    「正直に答えなさい。だったらなんで十二人の兵士が、お前みたいなただの子供を追いかけるの。しかも、不帰の谷の中まで」


    「父さんは濡ぬれ衣を着せられたんです。そうじゃなければ……これはきっとなにかの間違いなんです」


    　兵士は、ネロの父親が国家に仇あだをなした重罪人だと言った。しかし、そんなわけがない。父親はそんなことをしていないと、ネロは確信している。


    　魔女は、ふんと鼻を鳴らした。


    「お前の追われる理由が断罪だろうと冤えん罪ざいだろうと……困ったことをしてくれたわね」


    「……え？」


    「もしもあの兵士たちがここまでやってきて、アーシェを見つけたら、あの子は捕まってしまう。魔法使いは国にとって危険な存在だということで、最近では兵士に見つかったら、私たちは即収容所送りになってしまうの。すべての自由を奪われ、死ぬまで独房に押し込められるのよ。そうならないために、私はアーシェとこの場所に隠れ住んでいたのに──お前のせいで水の泡だわ」


    「すみません、僕のせいで」


    　ネロが兵士たちをこの場所へ呼び込んでしまったのだ。


    　しかし妹を失ったネロにとって、すべては無意味だった。機械のように質問に答え、機械のようにただ謝った。


    「そんなふうに謝られてもどうしようもないわ」


    　心のこもらぬ謝辞をはねのけ、魔女は顔をしかめて黙り込む。


    　ネロは床に座り込んだままだった。


    　呪じゆ文もんのように呟つぶやく。


    　──アンを守れなかった。


    　──アンを守れなかった。


    　──父さんと約束したのに。


    　──父さんに合わせる顔がない。


    　──それすらもう、どうでもいい。


    　──僕は父さんとの約束をどうでもいいと思ってしまっているのか。


    　──ああ、僕はもう駄目なんだ。


    　──どうでもいいさ。なにもかも。


    　──そのうち兵士たちがこの場所にやってくるだろう。


    　──僕を見つけて、僕も殺すんだ。


    　そのとき、どうでもよくないような気がすることが一つだけ見つかった。


    　ネロの中に新たに湧わき上がった感情。それは憎悪。


    （父さんを、アンを殺されて、僕まで殺されてやるのか。あいつらの思いどおりに）


    （そんなの我慢できない、許せるわけがない）


    （僕が……僕があいつらを殺してやるんだッ……!!）


    　胸の奥にぽっかりと穴が開き、底なし沼のようにネロの理性を呑のみ込んでしまった。


    　真っ黒い穴はみるみる広がり、そこからなにか別のものが顔の覗のぞかせようとしていた、そのときだった──。


    「……蘇よみがえらせることができるわ」


    　それは決して大きな声ではなかった。まるでまだ迷いがあるような、一考の余地を残したまま結論を出したかのような、とてもか細い声だった。


    　だが、ネロの耳にはしっかりと届き、穴の底に沈んでいく意識を力強くつなぎ止めた。


    「…………え……？」


    　ネロはゆっくりと振り向く。


    　魔女はもう一度言った。


    「お前にその気があるのなら、その妹を蘇よみがえらせることができる」


    　私の娘、アーシェにはその力がある──と。


    



    　　　　　　　　　　６


    



    　ネロが絶望と希望に翻ほん弄ろうされていた、ちょうどそのとき。


    　不ふ帰きの谷には兵士たちの悲鳴が木こ霊だましていた。


    　戦うことが仕事である彼らも、影カゲ虫ムシのような魔物を目にしたのは初めてだったのだ。


    「ひ……ひるむなァ！　進め！　早く進めェ！」


    　隊列の後方から隊長が声を荒らげる。


    　先頭を行く副隊長のモーガンは、左手に掲げた松たい明まつの明かりで、目の前の地面の様子を冷静に探っていた。


    　谷底の道は分岐点の連続だった。なにも考えずにただ歩いたのでは、ぐるぐると迷路を彷徨さまようようなことになりかねない。


    　モーガンの目は、自分たちよりも先にこの谷を歩いた者の痕こん跡せきを見逃さなかった。踏み潰つぶされた影虫の死体をたどっていけば、必ず逃亡者に行き着くことができるはずだ。


    　左右へ続く分かれ道の前に立ち、じっと地面を調べる。

  


  [image: ]



  
    　そのモーガンの遥はるか頭上、崖がけの上層から一匹の影カゲ虫ムシが現れ、音もなく落ちてきた。


    「あ……副隊長、危ない！」


    　気づいた兵士の一人が慌てて声を上げる。


    　影虫は狙ねらったようにモーガンの右肩へ向かって落ちてきた。


    　モーガンは籠手ガントレツトに包まれた右手をすっと動かし、肩の上に構えた。


    　そして軽く振る。


    　その手に影虫が弾はじかれた。


    　羽虫を追い払うような軽い動作だったが、影虫は崖の壁面に勢いよく叩たたきつけられた。熟れすぎたトマトのように体液をまき散らし、びちゃっと爆はぜて壁面の染みとなる。


    　その間、モーガンは片時も地面から目を離していない。


    　振り返って、兵士たちに告げた。


    「行くぞ、今度は右だ」

  



  
    　魔女との約束
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    　この世界にはかつて、魔法の力で大陸全土を支配していた帝国が存在した。


    　魔によって導かれる国──ガルディア魔導帝国。


    　もちろん、すべての人間が魔法を使えたわけではない。魔法の力は血によって受け継がれ、その恵みを受けた者たち──魔法使い──は、魔法を使えぬ人間を奴ど隷れいの如ごとく扱った。利用し、搾さく取しゆし、その価値がない者は容赦なく処分した。


    　魔法使いたちは、領土を広げる過程で、さらなる戦力を欲した。力は凄すさまじいが獣けもの並みの知能しかない巨人族と人間をかけ合わせることで、常人の身体能力を遥はるかにしのぐ、万ばん夫ぷ不ふ当とうの兵士──強化人間──を造り上げたのだ。強化人間の力は戦場を圧倒した。魔法使いたちは、自みずから戦場に赴おもむくという危険から解放された。


    　だが、魔導帝国が大陸全土を征服し、その支配体制が盤ばん石じやくなものとなったあるとき、魔法使いの命令に従うことしかできなかった──そのように調整されていた──強化人間たちに突如自我が目覚めた。彼らは、非道な支配者である魔法使いたちに反旗を翻ひるがえし、革命を起こした。


    　戦いを忘れ、弱者から奪うことしかできなくなっていた魔法使いたちは、半年あまりであっけなく敗北し、魔導帝国は崩壊した。


    　皇族・貴族階級の魔法使いはすべて処刑され、それ以外の魔法使いたちは、世間の迫害から逃のがれるように散らばっていった。ある者は素性を隠して辺境の村に移り住み、ある者は森や山奥といった未開の地に隠いん遁とんした。


    　魔導帝国の滅亡から三百年の月日が過ぎたが、人々の魔法使いに対する警戒心は続いた。


    　特に女性の魔法使いは、魔導帝国の皇帝が代々女帝だったこともあり、忌いまわしき存在──魔女──として語り継がれていた。


    



    「なん……ですって……？」


    　はっきり聞き取ったにもかかわらず、ネロはもう一度尋ねた。


    「何度も言わせないで」魔女は険しい眼まな差ざしでネロを睨にらみつける。「あの子を人間たちの恐ろしい世界に送り出すのは不本意だし、あの子のことを人間なんかに託すのも気に入らないわ。でも、ここに兵士が来るというのならやむを得ないのよ」


    　ネロにというより、自分に言い聞かせるように魔女は語る。


    「……なんの、話ですか？」


    「うるさい。もう二度とは言わないからよく聞きなさい。娘のアーシェの魔法で、死者を蘇よみがえらせることができるようになるわ。お前の妹を蘇らせることが可能なのよ」


    　その瞬間、ネロの心に理性の炎がともる。


    「ほ……本当ですか？　本当に、妹を……っ？」


    　ネロは魔女の言葉に一も二もなく食いついた。


    　魔女は横たわったまま頷うなずく。


    「今すぐに──というわけにはいかないけれど、お前が協力してくれれば、きっと蘇らせることができると思うわ。まずはアーシェを呼んできなさい」


    「あ……は、はい」


    　ネロは部屋の奥にある扉を開ける。


    　その先の廊下の隅でつまらなさそうにぶらぶらしていたアーシェを呼ぶ。


    「アーシェ、この子にあなたの魔法を見せてあげなさい」


    「いいの？　あたしの魔法は使わないほうがいいんじゃないの？」


    　アーシェは喜びに目を輝かせる。


    「ええ、だけど今は特別よ」


    　魔女は目顔で、壁際の棚に置いてあったガラス瓶を示した。その棚には数個の瓶が並んでいて、中を見てネロは驚く。最下段の棚だったので今まで気づかなかった。


    　その瓶の中には蝙こう蝠もりの死し骸がいがたくさん詰まっていた。


    　アーシェはあまり躊躇ためらう様子もなく、その死し骸がいを一つ手に取る。


    　手のひらの上に乗せて、ぎゅっと目を閉じた。精神を集中しているみたいだ。


    　すると閉じた左目の隙すき間まから青い光が漏もれ出す。まぶたから蔓つるの形の文様が[image: ]はい出す。


    　そしてネロは我が目を疑った。


    　しなびた蝙こう蝠もりの死骸がヒクヒクと動きだしたのだ。


    　羽を広げて、ついにアーシェの手の上から飛び立った。


    「これは……ッ!!」


    　死骸が蘇よみがえった。これが魔法──アーシェの持つ力なのか。まるで奇跡だ。


    　しかしその奇跡は長くは続かなかった。飛び立った直後、蝙蝠は動きを止めて、ぽとりと床に落ちる。


    　ネロが足元を見ると、蝙蝠はただの死骸に戻っていた。もう動かない。


    「今はこれが精一杯なの」


    　アーシェは気まずそうにネロから顔をそらした。


    　魔女はネロに言った。「これがこの子の力よ。今は小さな命を一瞬だけ蘇らせるだけだけれど、いずれは人間を蘇らせることもできるようになるはず。納得したかしら？」


    　ネロはこくこくと何度も頷うなずいた。確かに死者を生者へと戻す魔法だ。凄い。これならアンゼリカが蘇る。


    　だが問題は、アンゼリカが小さな命ではないということだ。


    　そして、一瞬だけ蘇ってもなんの意味もない。


    「つまり、アーシェさんの魔法が人間を蘇らせるようになるために、僕はなんらかの協力をしなければならないということですか？　えっと……」


    　ネロは魔女の名前をまだ聞いていない。視線で問いかけると、魔女はミドナと名乗った。そして、「そのとおりよ」と頷いた。


    　アンゼリカが蘇ってくれるなら、この命を捧げてもいいと、ネロは本気で思っている。


    　ただ、相手は魔女だ。本当に信用していいものか。なにか企んでいるのではないだろうか。油断は禁物かもしれない。


    「お前が協力する内容を説明する前に、まずはその子の遺体にしかるべき処置をしておかなければならないわね」


    「処置、ですか？」


    「ええ、遺体は放ほうっておけばどんどん腐っていってしまうでしょう？　腐敗が進みすぎると、蘇らせたときに問題が起こるわ」


    　死者を蘇らせる魔法は、肉体の損傷まで修復してくれるわけではないらしい。極端な例を挙げれば、首を切断された者や白骨化した死体は、いくら魔法を使っても、まともな人間として蘇らせることは不可能だという。


    　アンゼリカの身体からだの損傷は、今のところ肩に受けた矢の傷だけだ。だが、死体は時間と共にどんどん腐敗する。身体のあちこちが腐り落ちたままでは、蘇よみがえったとしても普通の生活を送ることはできなくなるだろう。それではアンゼリカが可哀かわい想そうだ。


    「蘇らせるための〝準備〟にはかなりの時間がかかるはずだから、防腐の対策を施ほどこしておく必要があるでしょうね」


    「どうするんですか？」


    「そうね……うん、じゃあ保存庫に安置しておきましょう」


    　この下の階の通路にも扉があった。あの部屋が保存庫だという。


    「あの部屋の中には〝防腐の結界〟が張られていて、あらゆる腐敗を防いでくれるわ。湿度も調整されているから、乾燥による変質や劣化の心配もないの」


    　一年前に入れた肉でも問題なく食べられるそうである。


    　要するに魔法の食糧保存庫だ。


    「アンの身体を食べ物と一緒に……」


    「気分のいいことではないでしょうけど我慢しなさい。あそこなら、この城が存在する限り、たとえ私になにがあっても機能し続けるから」


    「はあ……」


    　ネロは子供の頃に読んだ魔女の童話のことを思い出す。


    　さらってきた幼い子供をバラバラにし、煮えたつ鍋に入れて、大きなヘラでかき混ぜながら不気味な笑い声を上げるその姿を。


    （まさか……な）


    　かすかに疑念が湧わき上がる。


    　しかし、このままアンゼリカの遺体を放置して腐らせてしまうのはネロだって嫌いやだ。


    「……わかりました、そうします」


    　ミドナの提案を受け入れる。


    　保存庫に行く前に、包帯を用意してもらい、ネロはアンゼリカの右肩の傷に巻きつけた。


    　今さらやってもしょうがないが、それでもしっかりと手当をしてあげたかったのだ。


    「じゃあアーシェ、ネロを案内してあげて」


    「え、あたしが……？」アーシェは見るからに嫌そうに顔をしかめる。


    「大丈夫、この子は決してあなたに危害を加えられないわ。あなたの魔法の力が絶対に必要なんだから。心配しないで行ってきなさい」


    「……はーい」


    　アーシェは使っていない適当な毛布を用意すると、促すようにネロを一いち瞥べつした。


    「じゃあ、行くわよ」


    「あ、はい」


    　行ってらっしゃいとミドナに見送られ、二人で部屋を出ていく。
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    　保存庫には窓がなく真っ暗だった。


    　アーシェの持つ角灯カンテラの明かりを頼りに中を進んでいく。


    　基本的には棚しかない部屋で、隅のほうに、中身のぱんぱんに詰まった麻袋が積まれていたり、いくつかの[image: ]たるが並べられている場所があった。かすかに葡ぶ萄どう酒の香りが漂っている。


    「ここがよさそうね」


    　アーシェは床の上に毛布を敷く。「……ほら、早くして」


    「あ……ありがとうございます」


    　ネロは軽く頭を下げて、アンゼリカの身体からだを毛布の上に横たえた。〝この人、不機嫌そうなのに、親切なところもあるんだな〟と不思議に思う。


    　ネロは敷かれた毛布の上に改めてアンゼリカを寝かせた。


    　毛布の端を折って、丁寧にくるんであげる。


    （兄にいちゃんが必ず生き返らせてあげるからね。それまでここで待ってて……）


    　しばしの別れを惜しむように、アンゼリカのぷっくりとした頰ほおを優しく撫なでた。


    　立ち上がって振り返ると、アーシェの後ろにある棚の隅っこに、ガラスの瓶がいくつも並んでいるのに気づく。


    　角灯カンテラの明かりが瓶の中身を仄ほのかに照らしている。


    「蜥蜴とかげ……！」


    　思わず声を上げてしまった。さっきの蝙こう蝠もりの次は蜥蜴か。


    　アーシェがきょとんとしている。「蜥蜴がどうかしたの？」


    「あ、いえ……蜥蜴がどうってわけじゃないんですけど……」


    　角灯カンテラの明かりで、ほかの瓶の中身もちらっと見えた。蛙かえる、イモリ、あと蛇もいたような。瓶の中にびっしりと詰まっていた。


    　童話の中に出てきた魔女が、蝙蝠や蜥蜴をむしゃむしゃと喜んで食べていたのを思い出す。


    「やっぱり魔女は──食べるんだ」


    　つい、ぽろっと呟つぶやく。


    　するとアーシェがムッとした顔でネロを睨にらみつけた。


    「言っておくけど、これらは薬の材料なんだからね。熱を下げる効果があるからって、風邪を引いたときとかに、蝙蝠を黒焼きにしたのの粉末を呑のまされるんだけど、もの凄く苦いのよ。あんなの好きこのんで食べたりなんかしないわ」


    　苦虫を嚙かみ潰つぶしたような顔で、ぶんぶんと首を横に振った。


    「え……じゃあ、人間の子供は……？」


    「子供……!?」


    　アーシェの目が驚きよう愕がくに見開かれる。


    　左目に仄ほのかな青い光が宿る。


    「子供を、食べるのかって？　た、食べるわけないじゃないッ」


    　ざざっと、ネロから離れるように後ずさりした。「え……なに？　もしかして人間は、人間の子供を食べてるの？」


    「た、食べないですよ」


    「じゃあなんで、そんなこと訊きくのよ？　あたしだってママだって、そんなの食べたりしないわ。考えるだけで怖くなるよっ」


    　アーシェはぶるるっと怖おじ気けを震ふるう。


    　ネロは混乱した。


    （あれ……じゃあ、あの童話に書いてあったことは噓うそだったのか……？）


    　子供向けのお話だ。物語に創作が交ざっていても別に不思議ではない。


    　しかし、大人たちの口に上る魔女の[image: ]うわさ話も、童話の中の情報と大差なかった。


    　村の者は皆、魔女が人間の子供を食べると信じていた。


    　だが、本人は食べないと言っている。


    　アーシェが噓をついているのだろうか。いや、とてもそうは見えない。


    　ネロの中の常識に亀き裂れつが走った。


    「あと、あたしは魔女って言われるのが嫌い」


    「……は？」


    「あなたたちが言う〝魔女〟って、悪い意味でしょ。魔法の〝魔〟じゃなくて、魔物とか魔獣とか、そういうのとおんなじ〝魔〟なんでしょ。だから……嫌いなのっ」


    　アーシェは頰ほおをふくらませて、ぷいっとそっぽを向く。


    「あ……はぁ……すみません……」


    　ネロはおとなしく謝った。このアーシェという魔女がアンゼリカを蘇よみがえらせることができるらしいのだ。今、機嫌を損ねるわけにはいかない。


    　ネロたちは保存庫をあとにする。アーシェがあれから黙ったままなのでネロは心配していた。ただ謝ったくらいでは許してくれないのだろうかと。


    　すると階段を上っているときに、先を行くアーシェが振り返った。


    「……ねぇ、じゃあ人間はどんなものを食べてるの？」


    　素っ気ない顔をしながらも、その瞳ひとみは好奇心に満ちていた。どうやらもう怒ってはいないようだ。


    「どんなものって……そうですね、パンとか野菜と豆のスープとか……目玉焼き……牛乳……チーズ……」


    「チーズ？　うーん、あたしチーズはあまり好きじゃないなぁ。ほかには？」


    「あとは、しょっちゅうじゃないですけど、鶏、豚、牛の肉とか……。そうそう、果物を忘れてました。お店で買うんですけど、自分で森で採ってくることも多いですね……。それから猟師のおじさんがときどき分けてくれる森の獣けものもあります。おじさんがくれるので、一番多いのは青アオ森シン林リン蟹ガニですけど……」


    　青森林蟹は誰だれでもわりと簡単に捕まえられるから、わざわざ買おうという人が少ないのだ。さらに、うまく調理しないと美お味いしくないので人気商品にはほど遠い。その分、ネロの家の食卓を潤してくれるのだが。


    「森……！」


    　アーシェの瞳ひとみが一ひと際きわ輝く。


    「森ってあれでしょ、木がたくさん生えているところのことでしょう？」


    「え？　……えぇ、そうですね」


    「見てみたいなぁ、森。あたし、お城の中庭の木しか見たことないから。ねぇ、もの凄く大きい木だったら、木の上に家が建てられるって本当なの？」


    　アーシェが以前読んだ本に、無人島の木の上に家を造って暮らす一家のお話があったという。


    「家が建てられるくらい大きな木となると、この谷に隣接する森の中にも一、二本くらいしかないですね。僕が小さい頃に、ちょっとした秘密基地みたいなのを、友達のみんなと木の上に造ったことはあります」


    「秘密基地……いいなぁ！　あたし、秘密基地を造って、そこでお昼寝してみたいの。すっごく憧れるなぁ」


    　アーシェの左目に青い光が宿りだす。


    　どうやら秘密基地の話をするとかなり心が高ぶるようだ。


    「そうですか？　城の中で暮らすっていうのも凄いことだと思いますけれど。これだけ広い城なら、開いている部屋をいくらでも秘密基地にできるじゃないですか」


    「なにそれ、初めっからある部屋で寝てもつまらないじゃない。それに、普段使っていない部屋は、まず掃除しなきゃいけなくなるから、そんなの全然楽しくないわ」


    　アーシェはそう言って、とうとう階段に腰かけた。


    　ネロとしては用事がすんだのなら早く戻りたい。しかし彼女の機嫌を取るのも大事なことだろうと思い、失礼にならない程度の間隔を保って、隣に座る。


    　アーシェはネロをじっと見て尋ねた。


    「ねぇ、あなたの住んでるところってどう？　綺き麗れい？」


    「え……どうなんでしょう。そんなに普段は意識してないですけれど。……まぁ、綺麗なほうかもしれないですね」


    「ふーん、このお城と比べるとどっちが綺き麗れい？」


    「この城と、ですか？　うーん」


    　一瞬、機嫌を取るためにお世辞を言おうかと思った。


    　しかし、ネロの答えを待つアーシェの顔をとても真剣だった。とても大事なことを聞かれているような気がした。だから正直に答えることにする。


    「綺麗かどうかは人それぞれの感性だと思いますけど……僕は自分の住んでいる村のほうが優しい雰囲気がして好きです。この城は大きくて立派ですけど、ちょっと荒れてるし、なんだか……寂しい感じがします」


    　するとアーシェは悲しげに眉まゆ根ねを寄せてネロを見つめた。


    　しまったかなと思った。


    　と、


    「そうなんだよね。ママがいないときのお留守番してると、すっごく寂しくて、だんだん怖くなってくるの……」


    　アーシェはがっくりと肩を落とした。


    「……あのさ、外の世界って、どう？」


    「どう、とは……？」


    「このお城ってさ、あたしとママが住んでいる塔が一番高いんだけど、それより高い岩壁にぐるっと囲まれてるでしょう？　だから、谷の外の様子が全然見えないの。本で外の世界のことを読むと、とっても気になって、一度でいいから見てみたいんだ。でも、ママは外の世界は危険だからって、連れてってくれないし……。外の世界はそんなに怖いの？」


    「危険……？」ネロは首をかしげる。「いや、そんなに怖いことはないと思いますけれど……」


    「だって、外の世界には人間がいっぱいいるんでしょう？　人間は、魔法使いが嫌いなんでしょう……？」


    「えっ……」


    　ネロは言葉に詰まった。正直に言えば、間違いなく人間は魔法使いが嫌いだ。


    　だが、それを正直に言うのはさすがにまずいと思った。なぜならネロも人間だからだ。


    　ネロがうつむいて困っていると、アーシェはしばらくして寂しげにふっと笑った。


    「……そっか、やっぱりそうなんだ。まぁ、別に知ってたし」


    　語らずとも、ネロの心を悟られてしまった。


    　アーシェはおもむろに立ち上がり、また階段を上り始める。


    　ネロは自分の胸の内にわだかまりを感じながら、黙って彼女の背中を追いかけることしかできなかった。


    　二人はそのまま、なにも言わずに居室へと戻った。
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    　ネロが上の階の居室に戻ったときには、すでに日は沈んでいた。


    　アーシェが部屋の蝋ろう燭そくに火をつけていた。


    　ネロの手には、澄んだ液体の入ったグラスがある。ミドナが言って、アーシェに用意させたものだ。アーシェは「……はい」と、ネロにグラスを差し出した。


    　まさか怪しい薬でも入ってないだろうなと一瞬不安を覚えたが、渇いた喉のどを潤したい衝動は抑えがたく、ぐいっとあおる。


    　うまい。


    　ただの水かと思ったら、仄ほのかに甘酸っぱい。


    　果物の汁のような味つけがしてあった。


    　夢中になって一気に飲み干す。ふぅと一息つくと、不意に異変を感じた。


    　重りのようにのしかかっていた疲労感がすーっとやわらぎ、全身が妙に軽くなったのだ。まるで魔法のようだ。いや、まさしく魔法の水なのかもしれない。


    「少しは楽になったかしら？」


    　ベッドに横たわり、荒い呼吸で、苦しげに眉まゆをひそめながらも、切れ長の目をじっとネロに向ける。


    　ネロは、あ、はい……と、うつむきながら答えた。


    　綺き麗れいな人だなと思った。


    　ネロに対しては冷徹な仮面をつけたままだが、アーシェと接するときは、慈いつくしみ、愛いとおしむ、包み込むような優しさを感じさせる。そういうところは亡き母に似ているような気がした。胸がかすかに高鳴り、ネロはそのことに戸惑う。


    （魔女なのに……魔女が母さんと似ているなんて……）


    　ミドナは言った。


    「じゃあ、先ほどの話を詳しく説明しましょう」


    　ミドナは、自分とアーシェが魔法使いであることを改めて告げた。


    　その証拠はすでに充分すぎるほど目撃しているので今さら驚かない。


    　ミドナの話によると、魔法使いは、誰だれから習わずとも、生まれながらに使える魔法を持っているという。固有魔法という。それらの魔法は、学習や訓練で後天的に覚えることのできない特別なものなのだそうだ。


    　そしてアーシェの固有魔法は、死者を蘇よみがえらせることができる死霊魔法というものらしい。


    「でも、アーシェはまだ魔法使いの血に半分しか目覚めていない。もし魔法使いとして完全に覚かく醒せいすれば、小さな生き物だけでなく、人の死体も完全に蘇よみがえらせることができるはずよ」


    　でも、今はまだ使えない。


    　どうすれば使えるようになるのか。彼女の血は目覚めるのか。


    　ミドナは、アーシェに向かって言った。


    「魔導帝国の皇城跡地に、行きなさい」


    「えっ？」


    「魔法使いの血を目覚めさせることができるのよ」


    「え、えぇえ？　行くの？　私？　わ、私が？」


    　アーシェの左目が輝きだす。まぶたの縁から蔓つるの文様がざわっと広がる。


    「魔導帝国の皇城跡地って……もちろん、この谷の外にあるのよね？」


    「谷の外どころか、この国の外よ。あなたは外国へ行くの」


    「…………！」


    　アーシェは目玉がぽろっと落ちてしまいそうなほど、瞳ひとみを開いた。


    　呆ほうけた顔で、部屋の中をうろうろする。


    　はたと立ち止まって、見ているほうが痛くなるくらい、頰ほおを思い切りつねった。


    　ぼそりと呟つぶやく。「痛くない。やっぱり夢なのかしら……」


    「夢じゃないわよ。あなた、嬉うれしいことがあると、痛いのや苦しいの忘れちゃうでしょう。お腹がどんなに痛くても、ケーキを食べているときだけはけろりとしちゃうし」


    「ほんとに？　ほんとに夢じゃないの？　あたし、谷の外に出かけられるの？」


    「えぇ、本当よ」


    　アーシェの身体からだがぶるっと震ふるえて縮こまる。


    　全身が緊張して、ぐぐっと力を溜ためているのがわかった。


    　ため込まれた力は一気に爆発する。


    「やったァ──────────アアアアアアアアアッ!!」


    　アーシェは万歳をするように渾こん身しんの力で飛び上がった。


    　やった、やったと、何度も飛び跳はねた。


    　ミドナはコホンと咳払いをし、喜びの絶頂にあるアーシェに釘くぎを刺した。


    「アーシェ、私は別に名所見物に行っていいと言ってるんじゃないのよ。あなたの魔法のための試練だと思いなさい。とても辛つらい旅になるかもしれないのよ」


    　アーシェは、うんうんと何度も頷うなずく。


    「わかってる、わかってるわ、ママ。でも旅に出たら、嫌いやでもいろんなもの、いろんな景色を見て回らなきゃ行けなくなるじゃない。だって、ずっと目を閉じて歩いていくわけにはいかないもの。だから、ね、山とか森とか、どうしても目に入っちゃうはずよね。もしかしたら、う、海とかも……ふふふふっ！」


    　アーシェは両の頰ほおを摘つまんで、くにくにと弄いじくり回している。夢か現実か、まだ確かめているつもりなのだろうか。


    「……あなたの言うとおり、たとえ見たくないものでも、嫌いやでも見ることになるわよ」


    　ミドナはため息をこぼした。


    　かつての魔導帝国の首都は、魔法使いたちが断末魔の呪のろいをかけたせいで、どう手を加えても草木の一本も生えぬ荒野となってしまった。場所によっては砂漠と化しているらしい。もはや人の住める場所ではない。


    　そんな忌いまわしい土地の中央に皇帝の居城が残っている。住む者も守る者も失った城は、三百年の月日で荒れに荒れ、おそらく廃はい墟きよと化しているはず。その地下には、様々な魔法の儀式を行うための秘密の部屋が存在していたというのだ。


    　その部屋は特別な結界で守られているため、今でもまだ充分使えると思われる。


    「つまり……その秘密の部屋に行けば、アーシェさんの魔法の血が目覚めるということですか？　なんらかの儀式をすることで……」


    「そのとおり。人間にしては物わかりがいいわね。馬ば鹿かじゃないのは助かるわ」


    　ミドナは初めてネロに対して微笑ほほえんだ。


    　ネロは身体からだの奥が熱くなるのを感じた。


    　もの凄く子供扱いされて、頭をよしよしと撫なでられているような気分だ。


    　でも、不思議と悪い気がしない。


    「あれ？」アーシェが突然我われに返ったような顔をした。「ちょ……ちょっと待って。魔導帝国のお城って、すっごく遠くにあるんでしょう？　ママはどうするの？　ママの病気が治ってから行くってこと？」


    　戸惑うアーシェに、ミドナは小さく首を振る。


    「私はいけないわ。あなたとネロの二人だけで行くのよ」


    「そんな……！　あたし、外の世界は見てみたいけど、でも、ママを放ほうって旅に出るなんて考えてなかった……」


    　アーシェの左目の光が残念そうに収束していった。


    　ネロとしては、確かに今すぐにでも出発したかった。


    　一刻も早くアンゼリカを生き返らせてあげたかったし、なにより、いずれあの兵士たちがここまで追いかけてくるからだ。のんびりとはしていられない。


    　とはいえ、子供が二人だけで旅をするというのも難しい話だ。世間には悪い奴やつがいくらでもいるという。子供をさらって売り飛ばす奴ど隷れい商人という者たちがいるらしい。旅人を狙ねらう山さん賊ぞくにとっては格好の獲物となるだろう。そういう者たちからどのように身を守ればいいのか。


    　それにネロは世の中のことをよく知らない。


    　生まれ育った村の中のことしか知らない。


    　学校で教わった程度の知識だけでは不安があった。


    　一方、このアーシェという娘も、年はネロより上のようだが、ずいぶんと世間知らずのようだ。頼りになるようにはとても思えない。


    　大人が、ミドナが一緒についてきてくれるなら、そのほうがいいだろう。


    「ミドナさんのそれは……病気なんですか？」


    「ええ、これは〝凶星憑つき〟という、魔法使いだけが罹かかる病なの」


    　ミドナは手を伸ばし、ネロに向かって示す。


    　肌に広がる蔓つるの文様は、ぐるぐると彼女を縛り上げる恐ろしい拷問具のように見えた。


    　文様が蠢うごめくと、蔓から生えた鋭い棘とげが柔やわ肌はだにぐいぐいと食い込んでいるようである。ミドナはううっと呻うめき声を上げる。


    「この病のせいで、私の左目が過剰反応を起こしている。魔力が内側に向かって暴走し、私自身を苦しめているのよ」


    　体力を消耗し、もはやまともに歩くこともできない。


    　この状態で旅に出るなど不可能だ。


    「いくらなんでも、こんな辛つらそうなママを置いて旅になんて出られない。ママの病気がよくなるまで、あたし行けないよ……」


    　アーシェは力なく首を横に振った。


    「アーシェ……」ミドナはため息をこぼす。


    　眉み間けんに皺しわを寄せて、思案に暮れるように目を閉じた。


    「……わかったわ。いつ出発するかの話はとりあえず置いておきましょう」


    　アーシェはほっとしたように微笑ほほえむ。


    「でもね、準備だけはしておかないといけないわ。アーシェ、筆記具ペンと筆記帳ノートを持ってきて。そうね、あと、封筒もお願い」


    「封筒も？　わかった」


    　アーシェはすぐに言われたものを用意した。


    　それからミドナのそばに寄り添って、うんうんと頷うなずきながらメモを取る。どうやら旅に必要なものを書き留めているようだ。


    「……火打ち石のセットと水筒……それに携帯用の調理器具ね……お鍋、お玉、ナイフ……。ここにないものは物置部屋にあるから、探してきなさい」


    「えっ」アーシェは露骨に顔をしかめた。「あそこ、寒いし、カビ臭いし、変な虫いるし、それに……」


    「アーシェ」ミドナの声が厳しくなる。さすがにそれは許してくれないようだ。


    「……はい……わかりました」


    　アーシェはすごすごと歩いていった。


    　アーシェは先ほども使った角灯ランタンを手にし、中の蝋ろう燭そくに再び火をともす。


    　部屋の隅の、奥へと続く扉の前に立つ。


    「じゃあ……行ってきまーす……」


    　気のない台詞せりふを残し、扉の向こうに消えた。
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    （ママったら、ほんとにあの子と旅をするつもりなのかな）


    　真っ暗な物置部屋で、角灯ランタンの明かりを頼りに、あっちをごそごそ、こっちをごそごそ。


    　しかし、探し物はなかなか見つからない。どこになにがあるのか、母親はちゃんと把握していたようだが、アーシェはうろ覚えだった。なにかが必要なときは、いつも母にお任せだった。そのつけを払うように、今、悪戦苦闘している。気持ちはときどき空想の旅の空へ行ってしまうので、集中力の欠如は甚はなはだしい。物探しに適した精神状態ではない。


    （そりゃあ、顔はちょっと可愛かわいいけど……可愛いけどぉ）


    　ネロを初めて見たとき、彼が男なのか女なのか戸惑った。顔は中性的で、身体からだもすらりとしている。声を聞いて、ようやく少年であることがわかったのだ。


    　アーシェが本で得た知識によると、男は膂りよ力りよくが強い、身体が頑丈、体格は大きくゴツゴツとしている、あまり綺き麗れい好きではないので汚れてもへっちゃら──これだけだと、なんだか獣けものや魔物と大差ないように思える。そんなのといつか恋をしたり、結婚するかもしれないなんて、ちょっと考えられなかった。


    　ネロは、アーシェが抱いだいていた〝男〟の印象とだいぶ違う。


    　まだ子供だからかもしれないが、全然魔物っぽくはなかった。


    （でも、ダメ。だって、あの子は魔法使いじゃないもの）


    　正直なところ、アーシェは人間のことが好きではなかった。


    　なぜなら、人間が魔法使いを嫌っていたからだ。


    　過去になにがあったか、魔導帝国の歴史については母から教わっていた。


    　それでも、三百年前のご先祖のせいで嫌われるなんて納得いかなかった。だってあたしはなんにも悪いことしてない！


    　アーシェは物心ついたときからずっとこの場所で生きてきた。


    　城を囲む巨大な断だん崖がい絶壁、その内側だけがアーシェの世界だった。


    　どこまでも水があるという海、雲をも貫つらぬくという高い山──外の世界のことは本に書かれた文字でしか知らない。この目で見てみたかった。しかし、


    〝感情を自制できないあなたが外の世界に行ったら、必ず辛つらい目に遭う〟


    　母はそう言って、外に出かけなければいけないときも、絶対にアーシェを連れていってはくれなかった。感情が高ぶれば魔法使いの印が現れる。それを人間たちに見つかったら大変だ。罵ば倒とうされたり、唾つばを吐きかけられるだけならましなほうで、ときには石を投げられたり、下へ手たをすると命を狙ねらわれることもあるというのだ。ただ魔法使いというだけで──無茶苦茶だとアーシェは思った。人間の頭の中はきっと無茶苦茶なんだ。


    　しかし、初めて目にした人間──ネロは、アーシェが想像していたものとは少々違った。


    　唾を吐きかけてくることも、命を狙って襲いかかってくることもなかった。


    （だけど……人間は魔法使いが嫌いなのって訊きいたとき、違うって言ってくれなかった。〝子供を食べるの？〟とか変なこと訊いてくるし、やっぱり、あの子も魔法使いが嫌いなんだろうな……）


    　あんな可愛かわいい妹が死んでしまって、それはアーシェも可哀かわい想そうだと思う。


    　死んでしまうのは悲しい。


    　この城には図書室があり、アーシェが一生かかっても読み切れないほどの本がある。命の終しゆう焉えんである〝死〟が誰だれの元にも訪れる悲劇であることを知ったのは、ある本を読んだときのことだった。あれは確か五歳のときだ。


    　その本の中で、主人公の少年がとても可愛がっていた猫が死んでしまった。


    　最初、アーシェは、死んだしまった猫を哀れに思って泣いた。


    　猫を実際に見たことはないが、とても可愛い生き物らしい。可愛い生き物が死んでしまうのは、幼い子供として、疑うことなく悲しいことだった。


    　次に、その可愛い猫に死なれてしまった少年のことを可哀想に思った。


    　物語を読む者の当然の心理として、もしも自分だったらと考えた。


    　そして気づく。


    　アーシェと繫つながりがあるのは母しかいない。


    　物語の少年は、自分と同じようにその猫を可愛がっていた町中の人たちと悲しみを分かち合うことで救われる。


    　アーシェにはいない。


    　もしも母が死んでしまったら、共に悲しんでくれる者がいない。


    　一人で暮らすには巨大すぎる、この城で──。


    　一生を過ごすにはちっぽけすぎる、この谷の奥底で──。


    　死ぬまで、ずっと、独りぼっちだ。


    　恐ろしくて泣いた。


    　泣き喚わめいて、母の元へと走った。その脚にしがみついて、震ふるえながら泣いた。


    　ママ、死なないで、ママ、死なないで──と。


    　死んでしまうことは悲しい。


    　死なれてしまうのはもっと悲しい。


    　そのことが幼いアーシェの心に深く刻み込まれた。


    　だからアーシェは、〝死〟という悲劇を避けるためなら、どんな相手だろうと手を差し伸べてあげたいと思う。それゆえに、動かなくなった妹を抱かかえて助けを求めるネロを見て、力になってあげたくなったのだ。


    　たとえ母に[image: ]しかられることになったとしてもだ。


    　人間に近づいてはいけないと、母は常日頃から言っていた。人間は危険なのだと。


    　それなのに、よりにもよってその人間と旅に出ろとは、どういう風の吹き回しなのだろう。


    　まぁ、母の気が変わってくれたのは万々歳だ。人間とうまくやっていく自信はないが、でも多少のことは我慢しよう。だって外に出られるのだし。


    　アーシェは頰ほおを摘つまんでくにくにと弄いじる。夢じゃない、この皮膚感覚。笑みが勝手にこぼれ出るとはこういうことなのかと知る。


    　二人旅なんて考えられないが、母がついてきてくれるなら問題ない。


    　つまり、母の病気が治り次第の出発ということだろう。


    （ママの病気、早く、早く治らないかなぁ）


    　そんなことを考えながら、マス目のように引き出しがたくさんあるタンスを角灯ランタンで照らす。水筒は確かこの中だ。鼻歌など歌いながら、片っ端から開けてみる。違う、違う、違う……あった！


    　物置部屋で探すものはこれで全部だ。


    　それらを大きな箱にまとめて、せーので持ち上げようとする。


    　そのとき、天井からなにかが落ちてきた。


    　アーシェの手の上にぽとっと。


    「…………ッ!?」


    　脚が百本くらいある細長い虫が、手首のほうに向かってうぞうぞと[image: ]はい寄る。


    　アーシェは息を呑のんだ。
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    　アーシェが物置部屋へと向かったあと。


    　ベッドの横に立ち、ネロはミドナに問いかけた。


    「あの……僕を追って兵士たちが近づいてきてるんですよね？　ミドナさんの病気が治るまでなんて待ってられないじゃないですか。どうするんですか？」


    　ミドナが快復しないとアーシェが旅に出てくれないという。


    　ミドナは冷静な表情のまま、首を横に振る。


    「治らないわ」


    「え……？」


    「これは病気じゃないの。だから治らないわ。〝凶星憑つき〟だなんていうのは噓うそ」


    　ネロは耳を疑った。


    　治らないのでは、それこそアーシェは永遠に出発してくれないではないか。


    「なんでそんな噓を……！」


    「これはね、病気ではなく呪のろいなの。かつて、ある人物に私がかけた呪いが、形を変えて返ってきたのよ。呪じゆ詛そ返しというのだけれど」


    「呪い……!?」


    「ええ」ミドナは頷うなずいた。「アーシェには、呪いなんていう、魔法の禍まが々まがしい一面を知ってほしくなかった。だから噓をついたのよ」


    　それに、これが呪いだとわかったら、ミドナが死ぬまでこの状態が続くと知ったら、アーシェの絶望は計り知れない。


    〝病気だから、いつかは治る〟


    　娘を悲しませたくないあまり、そんな偽にせの希望を与えてしまったのだそうだ。


    　ミドナが誰だれに、どんな呪いをかけたのか、どうしてそんなことをしたのか、気になることはいくつもある。しかし、今はそれどころではない。


    「そんな……それじゃあ困ります！　ここでぐずぐずしているわけにはいかないんです。早く出発しないと、兵士たちがここまでたどり着いてしまう！」


    「そんなことはお前に言われなくてもわかっているわ。大丈夫、なんとかするから。少し黙っててくれる」


    　それからミドナはしばらくの間、目を閉じて黙考した。


    　ネロはひたすら待つ。忍耐力を試されているような気分だった。


    　まさか目をつぶったまま寝てしまったのではと不安になってきたとき、ミドナはようやく目を開けた。ネロを見た。


    「ネロ、お前が来なければ、あの兵士たちがこの城にやってこようとはしなかったでしょう」


    　静かに、諭さとすように言う。


    「でも、谷の霧が薄くなっているのは、いずれ誰かが気づくこと。この城に人がやってくるのは時間の問題だったのよ。前人未踏の地に向かうのは、冒険者か、調査隊の兵士と相場が決まっているわ。もしも彼らに見つかれば、斬きり殺されるか、捕まるか──結局、悲劇は避けられないでしょう」


    　そう言ってミドナは、悲嘆に暮れるように目を閉じた。


    　実際にそういう悲惨な末路をたどった魔法使いのことを思い出しているのかもしれない。


    「だから……お前でよかったのかもしれない。お前は妹を蘇よみがえらせるために私たちの力が必要。私もお前が必要なの。利害の一致という名の、これは運命かもしれないわね」


    「運命ですか……」


    「ガラじゃないのはわかっているわ。私の人生は、その運命に振り回され続けてきたのだから。でも、もしかしたら今度こそ、生まれて初めて運命が私に味方しようとしてくれているんじゃないかって──なんとなくそんな気がしたのよ」


    　辛つらそうに、ゆっくりと、ネロに向かって右手を差し出す。


    「人間のお前には言うまでもないことでしょうけど、魔法使いはどこへ行っても嫌われる。だから、お前が守ってあげて。皇城跡地に行って、アーシェが死霊魔法を使えるようになったら、お前の妹を蘇よみがえらせる。お前は、アーシェが一人で生きていけるようになるまで、アーシェのことを守り続ける。そういう約束でどうかしら？」


    　ネロは──その手を取ることができなかった。


    　アンゼリカを蘇らせるためならなんでもする、なんでもできると、さっきまでは思っていた。


    　しかし今、自分が背負おうとしているものをはっきりと理解して、ネロは戸惑った。


    　心が、冷たい場所へと、深く、沈んでいく。


    （僕はまた、命を託されるのか）


    　ネロはアンゼリカを守れなかった。


    　絶対に守るつもりがあっても、わずかな判断ミスが、不可避な不幸が、望まぬ結果へと人を追いやる。鋼はがねの決意をあざ笑う。


    （自分に誰だれかを守ることなどできるのだろうか？）


    　しょせんは戦闘経験のない子供である。自分に誰かを守れると思うほうがおこがましいのかもしれなかった。


    　だが、できなければアンゼリカは蘇らない。


    　それだけははっきりしている。


    　それでもやはり、できないかもしれないことを〝できる〟とは言えなかった。それはネロの性格だ。


    　ネロが[image: ]かつ藤とうに苦しんでいると、ミドナの目がみるみる冷えていった。


    　ネロに向かって差し出した手を、すっと下ろす。


    「運命なんかを頼みの綱にするなんて、私も焼きが回ったのかもしれないね」


    　ふっと、自嘲の笑みを浮かべた。


    「あ……あの……」


    　急激に後悔の念が押し寄せるが、しかしもう手遅れだった。これは、さっきのアーシェとの会話と同じことを繰り返してしまったようだ。


    「すみません、僕はアンゼリカのために全力を尽くすつもりです。でも、たとえ全力を出しても、どうにもならないことがあるかもしれませんし……」


    「できるかできないかわからないことを〝できる〟と言い切ることで得られる力もあるのよ。それはお前たち人間にも使える、唯一の魔法なのだけれども」


    「……すみません」ネロはもう一度謝った。


    　ミドナはふっと鼻を鳴らす。しかし今度は自嘲ではなかった。


    「お前は正直だね。できないものはできないと言い続けることも一つの力かもしれない」


    　笑みを浮かべたその顔に、少しだけ精気が戻ったように見えた。


    　今のは褒ほめられたのか、呆あきれられたのか、ネロが判断に迷っていると、部屋の外からもの凄い叫び声が聞こえてきた。それから、なにかが崩れ落ちるような大きな音も。


    　ネロはぎょっとして、音のしたほうに振り向く。


    　その直後、部屋の隅の扉が勢いよく開いてアーシェが飛び込んできた。


    　左目が青い光を放っていた。泣きながらベッドに駆け寄り、母親の身体からだに抱きつく。


    「どうしたの、アーシェ？」


    　ミドナもさすがに驚いていた。


    　母親の胸にすがりつきながら、アーシェは震ふるえる声で繰り返した。


    「虫が……虫が……虫が……」


    「……虫が？」


    「落ちてきたの。手の上に、ぽとっと。長くって、脚がざわざわしてて、うぞうぞっとあたしの腕を上ってきたのよ……！」


    　ネロはがくっと崩れそうになった。蝙こう蝠もりは平気なのに虫はダメなのか。よくわからない趣味だ。


    「あらあら、それは怖かったわねぇ」


    　ミドナはアーシェの頭をよしよしと撫なでる。


    「ところでアーシェ、荷物はどうしたのかしら？」


    「……荷物？」


    「そうよ、ママが言ったものは集まったの？」


    　アーシェは顔を上げて小さく頷うなずいた。


    「うん、全部集めて、箱の中にまとめたわ」


    「その箱は？」


    　見たところ、アーシェはなにも持っていない。


    「箱は……床に落として、置いてきちゃった」


    「そう、じゃあ戻って取ってきて」


    「やだァ！　あの虫、まだ絶対いるもん。あの部屋、行きたくない」


    　肩を揺すってだだっ子のように嫌いや々いやした。


    「──アーシェ」


    　ミドナは厳しい眼まな差ざしでじっと娘を見つめる。


    　しかしアーシェは嫌いや々いやと首を振り、ぽろぽろと涙をこぼした。


    　二人のやり取りを見ていてネロは呆あつ気けに取られた。


    　今のアーシェはまるで十歳くらいの少女のようだ。怖い思いをして取り乱しているのだろうか。それとも、もしかして魔女は人間よりも身体からだの成長が早くて、実は本当に十歳なのではないかと、真剣に考えてしまう。


    　しがみついて離れようとしない娘に、ミドナはやれやれとため息をついた。


    　これ以上厳しく言っても無理だと諦あきらめたのか、態度を一転させる。


    　甘い猫ねこ撫なで声で優しく囁ささやきかけた。


    「アーシェ、あなたが虫を嫌いなのは、ママもよく知っているわ。だけど、あと数年もすれば、あなたも大人の仲間入りなのよ。いつまでも虫を怖がって、泣いてばかりいるわけにはいかないでしょう？」


    「でも……でも……怖いんだもん……」


    　アーシェは唇くちびるを尖とがらせて訴える。


    　するとミドナの手が、今度はアーシェの頰ほおを撫でた。


    　すーっと指先が滑り、涙の筋を拭ぬぐい取る。


    「可愛かわいいアーシェ、私のアーシェ、お願いよ、ママのためだと思って頑張って」


    「……ママの、ため？」


    「そうよ。あなたが頑張ってくれたら、ママはとっても嬉うれしいわ。だから、ね、勇気を出して強くなって。ママを喜ばせて」


    「……うぅっ……」


    　アーシェは悩み苦しむように唸うなり声を上げた。


    　虫への恐怖と、母親の期待に応こたえたい気持ちがせめぎ合っているようだ。


    　だが──やがて左目の青い輝きが収束していく。


    　そして、消えた。


    　ずっと洟はなをすすると、躊躇ためらいつつも、小さく頷うなずく。「……うん、わかった」


    　ミドナの身体から離れ、「じゃあ、行ってくるね……」と、悲壮感を漂わせながら呟つぶやき、何度も振り返りながら、ようやく部屋の奥の扉を開けて、その向こうへと消えていった。


    　扉の向こうは廊下になっていて、どうやらその先に物置部屋の扉があるようだ。


    　扉が閉まり、アーシェの足音が聞こえなくなる。


    　部屋が静寂に包まれる。


    　すると、ミドナの口から息が漏もれた。


    　それは消え入りそうな声の呟きだった。ネロの耳は、かろうじてその呟きを捉とらえた。


    〝ごめんなさい……〟


    　そう聞こえた。


    　なぜ謝るのか。


    （まるで、あのときの母さんのようだ）


    　記憶が蘇よみがえる。病に伏した母の、死の間ま際ぎわの言葉だ。


    　──アンを守ってあげてね、ネロ。


    　──そして、あなたを守ってあげられなくなるお母さんを許して。


    　そう言って母は泣いた。


    　今のミドナの姿が、あのときの母と重なる。


    （ミドナさんの呪のろいは、死に至るほどのものなのだろうか？）


    　ただ、なぜだか妙に気になった。
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    　箱を持ってアーシェが戻ってくると、ミドナは心の底から嬉うれしそうにアーシェを褒ほめた。偉いわ、アーシェ、やっぱりママの子ね──と。アーシェも、えへへと喜ぶ。お使いに行ってきた子供のように、箱の中身を自慢げに披露した。


    「どう、ママ、これでいいんでしょう？」


    「えっと……そうね……うん、問題ないわ。ご苦労さま」


    　箱の中身を確かめて、ミドナはにこっと笑う。


    「じゃあ、あと必要なのは路銀と薬ね。それに荷物をまとめるリュックサックも」


    「えっ、また探してくるの？」アーシェが顔をしかめる。


    「そうだけど、違うわ。残りの必要なものは魔法の道具だから、宝物庫に取りに行きなさい」


    「宝物庫に？　入っていいの？」


    　アーシェの顔がぱっと輝いた。


    　魔法の力を秘めた特別な道具が置いてある場所、それが宝物庫だという。話によると、普段はアーシェが勝手に立ち入ることが許されていなかったそうだ。ミドナに連れられて、ほんの数回、中に入ったことがあるだけらしい。


    　説明を受けながら、アーシェは再び筆記帳ノートに細かく書き留める。


    　取ってくるもの、それが置いてあるのがどの棚で、何段目のどの辺にあるのか、など。


    「ママ、あとは？」


    「あとは武器だけど、どれがいいかしら。ネロ、お前、使える武器はある？」


    「……いいえ、ないです」


    　知識なら多少はある。鍛か冶じ職人である父親からいろいろと聞いていた。


    　ただそれは、作品、あるいは商品としての武器の知識であって、戦い方の知識ではない。


    「そう……。でも、あそこにある武器は、どれも魔導帝国時代の技術で作られた業わざ物ものだから、初心者が持ってもそれなりの力を発揮してくれると思うわ。そうね、お前も一緒に行って、自分の武器を選ぶといい」


    「えぇっ？　ぼ、僕の武器ですか？　でも、僕みたいな素しろ人うとが武器を持っても……」


    　武器を見る目には一応自信がある。


    　鍛か冶じ職人の父親は武器の類たぐいを主に作っていた。


    　生まれたときから毎日それらに囲まれ、目にし、触れてきたネロは、よい武器を見分けることが自然とできるようになっていた。父親は、この子には天てん賦ぷの才があると大喜びした。炎と鍛冶の神様からのお恵みを持って生まれてきたのだと。


    　なぜならネロには見ることができた。


    　優れた武器だけが放つ、オーラのようなものを。


    　だが、優れた武器を持てば誰だれでも強くなれるわけではない。ネロは多少の武器の知識を持っているからこそ、素人が武器を持つのはむしろ危険なのではと思ってしまう。


    「お前の言うこともわからなくはないけれど、子供が丸腰で旅をするのも、それはそれで危険なのよ。どうしても使いたくなかったら、腰に差しているだけでも持っている意味はあるからね。いいから持っていきなさい」


    　ミドナのなかば強引な説得に、結局武器を持つこととなった。


    （それなら、まぁ、確かに自分自身で選びたいな）


    　自分を守るための武器は、自分の命を預けられる武器は、自分の目で選びたいと思った。武器は、苦難を乗り越え、目的を果たすための大事な相棒なのだと──それが父親の教えだった。


    「よろしい、じゃあ、二人で行ってきなさい。アーシェ、鍵かぎの場所はわかるわね？」


    「えっ……う、うん、知ってるけど……」


    　アーシェは気まずそうにネロを一いち瞥べつし、窓まど際ぎわにある机の前へと向かう。


    「それから、筆記帳ノートはサイドテーブルの上に置いていって。あとで使うから」


    「……はーい」


    　今書き留めたページを、アーシェはびりっと破り取った。


    「アーシェ、宝物庫でのことはあなたが詳しいんだから、ちゃんとネロに教えてあげるのよ」


    「う、うん」


    　机の引き出しをまさぐっていたアーシェが、あまり自信なさそうに返事をした。


    　しばらくして、あった！　と、声を上げたアーシェの手には鍵束が握られている。


    「えっと、じゃあ、あの──行くわよ」


    「あ……は、はい、わかりました」


    　ネロが返事をすると、アーシェは鍵束と角灯ランタンを持ってミドナに告げる。「じゃあ、行ってきますっ」


    　そして早々に部屋から出ていってしまった。


    　ネロは慌てて追いかけようとする。


    　しかし、ミドナが呼び止めた。ネロは足を止めて振り返った。


    「ねぇ、ネロ、最後にもう一つ、これは注意でもなんでもないし、お前と私の〝約束〟とも関係ないけど、聞いてほしいの」


    「……はあ」


    　まだ、なにかあるのかと、ネロは怪け[image: ]げんな顔をした。


    　こうしている間にも兵士たちがネロを追ってやってきている。ぐずぐずしてはいられない。


    　しかしミドナは、これも大事なことなのとばかりに落ち着き払った声で言った。


    「あの子と、アーシェと仲良くしてあげて」


    「は？」


    「あの子はずっとこの城の中で生きてきたから、私以外の人を知らないの。同い年の友達もいないし、年下の弟や妹もいない。だから、人づき合いなんて当然うまくできないし、ときどきもの凄く幼くなるわ。さっきのアーシェを見て、お前は呆あきれていたでしょうね」


    「いや……まぁ……」


    　まるで十歳くらいの女の子のようでした──とは言わないでおいた。


    「ああ見えて、あの子十五歳なのよ。私もいけないの。あの子のことが可愛かわいくて、可愛くて──それでつい、甘やかして育ててしまったのかもしれない。あの子はちょっとわがままなところがあるし、見ていたらわかると思うけれど、もの凄く甘えん坊でしょう？」


    「はい」


    　ネロは即答し、それから、「あ、す、すみません……」と謝る。


    　ミドナは、いいのよ気にしないでと言い、苦笑いを浮かべた。


    「でもね、根はとってもいい子なのよ。親の欲目と思われるかもしれないけれど、優しくて、とても純真なの。仲良くなれば、きっとお前にもわかると思うわ。人間が、私たち魔法使いをどう思っているのかは知っている。でも私たちは、人間が思うほど邪悪な存在ではないわ。少なくともあの子は違う。だからお願い──仲良くはできなくても、せめて嫌わないであげて」


    　ミドナは懇願するような眼まな差ざしでネロを見上げた。


    　ネロとしても、先ほどのようなギクシャクした関係のままではまずいと思っている。


    　これから共に旅をしようというのだ。


    　辛つらく、厳しいことが、いくつも待ち受けているだろう。


    　力を合わせていかなければ、とても目的地まではたどり着けない。


    「……わかりました、努力してみます」


    　この件は、自分の努力次第でなんとかなる問題だ。嫌うか嫌わないかはネロ自身の問題だからだ。最初は怖かったミドナも、アーシェを溺愛する姿を見ていると、世間で言うような忌いまわしい存在ではないように思えてくる。もし本当にそうなら、仲良くすることになんの障害もない。


    「ありがとう、ネロ。じゃあ、お願いね」


    　ほっとした顔でミドナに見送られ、ネロはアーシェのあとを追った。
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    　ネロが部屋から出ていく。


    　その背中を見送るミドナは、扉が閉まり、足音が走り去っていくのを確認すると、激しく息を吐き出し、また荒々しく吸い込んだ。


    　ぜはーっ、ぜはーっ。


    　水の中で息を止めるように、ミドナはずっと耐えていた。


    　激痛！


    　[image: ]やけた釘くぎを体中に打ち込まれているようだった。


    　いったい何度、泣き声を上げそうになったことか。


    　しかし密ひそかに歯を食い縛り、じっと我慢した。


    　アーシェを不安にさせたくない。悲しませたくない。


    　そのためなら地獄の苦しみもだろうとも──


    　あああああああああああああああああッ!!


    　獣けもののように吠ほえる。


    　押し寄せる苦痛の波に、身体からだがビクビクと戦慄おののく。


    　今までよりもさらに激しく、呪のろいはミドナを責めさいなむ。


    　まるで炎が消える間ま際ぎわの蝋ろう燭そくのように──最期のときが近づいている。


    　それでもミドナは救いを求めなかった。


    　これは罰だ。


    　自分はかつて多くの罪を犯してきた。


    　そして今もまた、新たな罪を重ねている。


    　なにも知らない少年を巻き込んで、利用しようとしている。


    　ネロにしおらしい言葉を投げかけて、その実、まだ彼を信用していない。


    　運命に裏切られ続けた自分が、最後の最後にその運命に助けられるのか──ミドナは確かめなければならない。つまり、ネロは信頼に足る人物なのか？


    　その確認作業は、ネロにとって試練となるだろう。


    　あるいは彼は、試練によって命を落としてしまうかもしれない。


    　しかし、信頼できぬ人物に娘を託すならば、兵士に捕まって収容所送りにされたほうがましかもしれないのだ。収容所では自由を奪われても、命までは取られない。


    「やっぱり、私、魔女ね……」


    　唾つばを吐かれても、石を投げられてもしょうがない、世界に嫌われた忌いまわしい女だ。


    　アーシェには自分のようになってほしくない。


    　あの子の幸せのためなら、なんだってやる。


    　ミドナは宝物庫の〝番人〟たちに、心の声で指示を送った。


    〝番人〟たちにこの試練の試験官となってもらうため──。
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    「待ってください、アーシェさん！」


    　ネロの声が、がらんどうの塔内部に反響する。


    　すでに日は没していたが、塔の壁面にいくつも設けられた、明かり取りの小さな窓から、月星の光が差し込んでいた。おかげで足元の段差もかろうじて見て取れる。


    　ネロは左手を壁に当てて、慎重に、急いで階段を下りていった。


    　螺ら旋せん状なので、ぐるぐる回る間に、角灯ランタンの明かりで薄うす闇やみの中に浮かび上がったアーシェの姿が、見えたり見えなくなったり、また見えたり。


    　手に持った鍵かぎ束たばをかちゃかちゃ鳴らして、アーシェはどんどん先に行く。


    　待つ気配はまったくない。


    「一人で先に行かないでください。僕は宝物庫の場所を知らないんですから」


    　ようやくそばまで追いつくと、アーシェはびくっと震ふるえた。


    　ネロが近くにいると緊張するのだろう。背筋を不自然なほど伸ばし、さらに足を速めて階段を下りていく。振り向こうとはしない。


    （まぁいいさ。今は時間がないからな。急ぐのは悪いことじゃない）


    　ネロも早足であとに続く。


    　コツコツ、コツコツ──二人の慌ただしい足音が響いた。


    　それ以外に音がない。黙々と階段を下りていく。


    　謁えつ見けんの間を通り抜け、まっすぐ進むと、ネロが初めてアーシェと出会った中庭に出た。


    　外はほんのりと明るかった。


    　石造りの壁に反射して、月の光が中庭へと静かに降り注いでいる。


    　木々や芝しば生ふが、夜の帳とばりの中からぼうっと浮かび上がっていた。


    　少したてば、月は天のもっと高い位置まで昇る。そうすれば、さらに明るくなるだろう。


    　向かって右手の入り口から、また城の屋内へ入る。こっちのほうはネロがまだ足を踏み入れていない場所だ。


    　広い廊下をどこまでも歩いた。


    　何度も角を曲がる。廊下の壁には無数の扉があったが、アーシェはそれらに目もくれず、ひたすら先へと進んだ。やがて廊下は終点を迎え、突き当たりには見覚えのある扉があった。


    （これは……謁見の間と、あの塔を繫つなぐ扉に似ている）


    　扉を潜くぐると、そこもやはり塔の中だった。


    　内部の構造は、アーシェたちの居室がある塔とほぼ同じだった。


    　なにもない広々とした空間。


    　壁に沿って、上へと向かう螺ら旋せんの階段。吹き抜けの天井。


    　角灯ランタンの明かりが天井まで届かない。こちらの塔も相当の高さがあるのだろう。


    　二人は延々と続く階段を上がっていった。階段は上りと下りでは大違いだ。ネロは額ひたいに汗を浮かべながら懸命に上る。アーシェは日々の生活で慣れているのか、その足取りはほとんど変わることがなかった。ただ、呼吸が少し荒くなっているのが聞こえた。


    　やがて階段が終わり、通路に出る。


    　ここの造りも居室の塔に似ていた。


    　しかし、通路はすぐに行き止まりとなっていた。突き当たりの左手に扉がある。アーシェは扉の前に立ち、一瞬だけネロのほうを向いて言う。


    「ここよ」


    　保存庫の扉と大まかな造りは似ていた。


    　ただ、こちらのほうは精せい緻ちを極めた細工模様が、両開きの扉の全面に彫り込まれていた。


    　明らかにこの部屋は、ほかの部屋とは格が違う。


    　扉の取っ手が鎖で縛られ、大きな錠がかかっていた。アーシェはこれでもない、これも違うと、何度も鍵かぎを差しては抜く。「あれ、えっと、どれだったっけ……」


    　やがて、ガチャッと小気味のいい音がした。


    　鎖を外はずして扉を潜ると、二メートルほどの短い通路があった。その奥に部屋が広がっている。窓のない、真っ暗な部屋だ。アーシェは中に入って、天井から鎖でぶら下がっているフックに角灯ランタンの取っ手をひっかけた。部屋の全容が見渡せるようになる。


    　想像していたほど大きな部屋ではなかった。


    　きっと、壁が分厚いせいだろう。


    　部屋の右側の壁は、手前から奥までが一面の飾り棚となっていて、高価そうな装飾品や、ただの日用品に見えるようなものまでが、所狭しと展示されている。左側の壁かべ際ぎわには、十箱を軽く超える量の〝宝箱〟が、規則正しく二列に置かれていたり、数体の女神像が仲のよい姉妹のように向かい合わせで並べられていた。


    　部屋の四隅に燭しよく台だいが立てられていたが、今のところは必要ないだろう。


    「……あたしはママに言われたものを探すから、あなたは武器を選んでて」


    　ミドナの指示を書き留めた紙切れを見ながら、アーシェは飾り棚の前に向かった。


    　武器は奥の壁際だった。ネロはまっすぐ部屋を横切る。


    　様々な種類の武器が壁にかけられていた。長い剣、短い剣、斧おのや[image: ]つち、弓──長い槍やりは、スタンドのような器具で立ててある。


    　ネロはじっと目を凝らす。すると見えてきた。


    　それらの武器がぼうっと光を放っているのが。


    　オーラだ。


    　かつてネロは、父親の作業を見ていて気づいたことがあった。


    　真っ赤に[image: ]やけた鉄と金かな[image: ]づちに全神経を集中する父親の身体からだが、かすかな光を帯びていたのだ。


    　その光は腕に集まり、金[image: ]を通って、一振り一振りごとに[image: ]けた鉄へと流れていった。優れた職人の念が、こうして武器に宿る──それがオーラの正体だと、ネロは思っている。


    　ここにある武器はすべてオーラを持っていた。


    　魔導帝国時代の業わざ物ものという話は本当のようだ。


    （さて、どれにしようか……）


    　だが、ネロの目は、すでに一本の剣に釘くぎ付づけになっていた。


    　この中で一ひと際きわ明るいオーラを放っている剣。壁の真ん中の、一番上にかけてある細剣レイピア。


    「〝ストームブレイド〟は、やめておいたほうがいいわよ」覚え書きに目を落としながらアーシェが言った。


    「え、ストームブレイド……？」


    「その細剣レイピアのこと。それは危険な剣だから触らないほうがいいって、ママが言ってたもの」


    「危険というと……いわゆる魔剣ですか？」


    「さぁ、よくわからないけど、その剣はそもそも魔法使いのための武器なんだって。あなたが使うには向いてないんじゃないかな」


    「そうなんですか……」


    　よくはわからないが、やめろと言うなら従っておいたほうがいいのだろうか。


    　でも気になった。あれはきっと、ここにある中で一番いい武器だ。触ってみたい。[image: ]さやから抜いて、刃の輝きを確かめてみたい。見るだけでも──と、手を伸ばす。


    　ふ……ひひっ……。


    　奇妙な声が聞こえた気がして、ネロはハッと振り返った。


    　飾り棚の前のアーシェも振り返っていた。


    「……今の……あなた？」


    　目が合うと、怪け[image: ]げんそうな顔で見つめてくる。ネロは違う違うとかぶりを振った。


    　不安に駆られながら部屋中を見回す。


    　今の声は、確か──。


    　そして気づいた。アーシェの真上の天井に不自然な影が映っている。


    　丸い形の大きな影がゆらゆらと揺れている。おかしい。光をさえぎるものがあって初めて影は生まれるのだ。だが、あの位置に影を映し出すようなものは、この部屋のどこにもない。


    　あの影は、影だけで存在している。


    　奇妙な影に亀き裂れつが走り、ぱくっと割れた。


    　亀裂の中に、白く光るものと、赤く濡ぬれたものが見えた。


    　すぐにわかった。歯だ、舌だ。


    　あれは〝口〟だ。


    「アーシェさん、危ない！」


    　天井の影からなにかが出てこようとしていた。丸みを帯びた、長く、黒いものが。


    　ぶらりと垂れ下がって、〝口〟が薄ら笑いを浮かべて、アーシェ目がけて──


    　ネロは反射的に走りだしていた。ネロの声にびっくりしているアーシェの腕をつかみ、勢いよく引っ張った。直後、アーシェが立っていた場所に巨大ななにかは落下する。激しい音と共に床が震ふるえる。


    「……え……これは……」


    　アーシェの口からようやく出てきた言葉はそれだった。


    「知ってるんですか？」


    「えぇ、王オウ影カゲ虫ムシさんよ。宝物庫の番をしてくれているんだけど……」


    　アーシェは困惑するように呟つぶやく。


    　ネロも覚えがあった。しわがれた老人のようなさっきの声を、黒く艶つやのある胴体の質感を、そこから生えた八本の脚を。


    （こいつが、宝物庫を守る〝番人〟ってことか）


    　不ふ帰きの谷で見た影カゲ虫ムシだ。


    　ただ、こちらのほうが遥はるかに大きい。黒く濡れ光る胴体は、大人の男の身長と同じくらいある。谷に現れた奴やつらとは比べものにならない。


    　ま……。


    　ま……。


    「魔力の……匂においがするぅう……」


    　黒い煙を吐き出しながら、王オウ影カゲ虫ムシは歓喜の声を上げた。


    　胴体をひねって、口しかない顔をネロたちのほうに向ける。


    　ずりずりと、下腹を擦こすって近づいてくる。


    「あいつが宝物庫の〝番人〟だとしたら、なんで僕じゃなくてアーシェさんを狙ねらったんだろう。変ですよね？」


    「そんなの……あたしにだってわからないわ。でも、王影虫さんがあたしを襲うなんて信じられない」


    　アーシェはそう言うが、さっきの王影虫は確かにアーシェを狙っていた。


    　じゃあ、相手に直接確かめるしかないか。話が通じればいいのだが。


    「あの……お、王影虫さんッ？　僕たちは盗賊じゃないです。この人は、えっと、この城の主あるじの娘ですよ！」


    　う……ぉお……？


    　王影虫の動きが止まる。


    　アーシェのほうを向いて、〝はて？〟と考え込むように首をひねった。


    「お……おぉ、これはこれは、お嬢様でしたか。人間と一緒にいるから、勘違いしてしまいましたぞ。どうかお許しを……」


    　少々くたびれてはいるが、品のいい老紳士のような声を出し、王影虫は頭を下げる。


    「お嬢様がお越しくださるのは、ちょうど一年ぶりでしょうか？　またお美しくなられましたな。それで、今日もお宝のご鑑賞ですかな？」


    「え……ううん、違うわ」アーシェはほっとため息をついた。これが彼女の知っている〝王影虫さん〟なのだろう。「今度、旅に出るかもしれないから、必要な道具を取りに来たの」


    「ほほう、旅ですか。それはようございますな」


    　王影虫は笑っているみたいにゆさゆさと体を揺らす。


    「お探しのものはなんでしょうか？　わたくしどもにお役に立てることがありましたら、なんなりとお申し付けください。ただその前に一つ、わたくしどもの苦境を聞いていただけますでしょうか」


    「え……苦境？」


    　と。


    　王オウ影カゲ虫ムシの口が左側にずずっと移動し、その隣、右側に、もう一つの口が現れた。


    　気味の悪い声で、ふひひひひと笑う。


    　アーシェは目を見開き、ネロも驚きを禁じ得なかった。なんだ、こいつ、口が二つ？


    「これこれ、急に出てきちゃいかん。お嬢様がびっくりされるじゃないか」最初からある口が、二つ目の口をたしなめる。「申し訳ありません、お嬢様。しかし、わたくしがお話ししたいのは、まさにこのことなのです」


    　影カゲ虫ムシ、そして王影虫は、ミドナによって作られた魔法の生命体だ。


    　日々、ミドナから発せられる魔力を受けることで、その命を維持している。


    　それなのに、ミドナから送られてくる魔力の量が、三日前から急激に減少した。


    「三日前……ママが凶星憑つきで倒れた日だ……」アーシェが呟つぶやく。


    「なるほど、ご病気になられていたのでございますか。ご主人様の発せられる魔力が突如として減少しましたので、これはただ事ではないと心配いたしておりましたが……。ご心痛、お察しいたします。しかし、充分な魔力を得られなくなったわたくしどもも死の危機に瀕ひんしました。それで昨日、やむを得ず、最後の手段を執ったのでございます」


    「最後の手段……？」


    「お互いの体に残された魔力を奪うため、殺し合ったのでございます。殺して、生き残ったほうが、相手の体を食べたのでございます」


    　アーシェの顔がこわばる。


    　化ばけ物もの同士が共食いする様を想像し、その凄せい惨さんさにネロも言葉を失った。


    「すると信じられないことが起こりました。食べた相手が、己おのれの一部となって生き長らえたのでございます。これは思いもよらぬことでございました」


    　それが、口が二つある理由ということか。


    　そのときの衝撃を思い出したかのように、左の口はしばし黙り込む。


    　右の口が代わりに動きだす。


    「左の、左の、聞いておくれ……」


    「む……どうした？」


    　右の口は内緒話をこっそり教えるみたいに言う。


    「わしら、もうすぐ死んじまうよ」


    　ふひひひひと笑った。


    　アーシェの顔が困惑に染まる。もうすぐ死ぬのに、なぜ笑うのか？　理解できないようだ。


    「……お嬢様、右の奴やつめは、このような状態になってから少々おかしくなってしまいました。どうか気にしないでやってください」


    　王影虫はぺこりと頭を下げる。


    　どうやら、最初からある左の口が、体を操る主導権を持っているようだ。


    「しかし、右の奴やつめの言うとおりなのでございます。このままではわたくしどもはひからびてしまいます。お嬢様、どうかわたくしどもに魔力をお恵みください」


    「魔力をって……あ、あたしが？」


    「ご主人様がご病気である以上、ほかに頼れる方はございません。よろしくお願いいたします」


    「で……でも……」


    　アーシェはおろおろとして、返事に詰まる。


    　と、右の口がまたしゃべりだした。


    　なにを考えているのかよくわからない、飄ひよう々ひようとした口調でこう言った。


    「左の、左の、聞いておくれ……」


    「うん？　なんだ？」


    「もうすぐ、みんな死んじまうよ。みんな、みんなだよ」


    「……ああ、谷の仲間たちも、じきにそうなるだろうな。だが、わしらにはどうすることもできんよ」左の口が嘆息をこぼす。


    　右の口は、それでもやはり、ふひひひひと笑った。


    　ネロはなんだかこの王オウ影カゲ虫ムシが可哀かわい想そうに思えてきた。


    「アーシェさん、こいつらに魔力を与えてあげませんか？　このままじゃ、いつまで経たっても目的が果たせないですし」

  


  [image: ]



  
    　しかしアーシェはぶんぶんとかぶりを振る。


    「あたしもそうしてあげたいけど……魔力をあげる方法なんて知らないわ」


    「問題ございません、お嬢様」


    　左の口は言った。


    「お嬢様が魔力の送り方をご存じなくても、代わりの方法がございます。ただ、お嬢様には少々我慢していただかなければなりませんが」


    「え……」


    「お嬢様の血には、間違いなく魔力が満ちております。どうかその血をお与えください。わたくしどもに飲ませてください」


    「血を……!?」


    　アーシェは色を失って、逃げるように一歩退ひく。


    　血を与えるとなれば、当然身体からだを傷つけなければならないだろう。たとえば、あの壁にかかっている短刀ダガーを使って、手首を切り裂くなどして。


    「恐れるお気持ちはわかります。しかし、このままではわたくしどもは死んでしまいます。わたくしどもは今日まで、ご主人様の命めいに従い、ひたすらにこの場所を守り続けてきました。しかし、賊がこの場所に侵入してきたことは一度もございません。だから、わたくしどもは用なしなのでございますか？　〝必要ない〟と、見殺しにされるのでございますか？　それはあまりにむごい仕打ちではございませんか。どうかお慈悲を……」


    　左の口が、哀れを誘う声で懇願する。


    　ふひひひひ。


    　右の口は相変わらず笑っていた。


    　アーシェは苦悩に満ちた顔で「うぅ……」と唸うなる。[image: ]かつ藤とうしている。


    　だが、やがて観念したように目を閉じた。「死んじゃうのは可哀かわい想そうだもの。……我慢する」


    「おお、血をお与えくださいますか、ありがとうございます……！」


    　アーシェは覚悟を決めて頷うなずいた。


    　その方法は、やはり刃物を使うことになった。武器のかかった奥の壁へと、アーシェが足を向ける。ネロも、自分の武器を選ぶために、同じく壁かべ際ぎわへと向かった。


    　数々の武器を前にして、一つ一つに視線を巡らせながら思案にふける。


    　やはり細剣レイピアが気になったが、アーシェの忠告に従って諦あきらめた。


    　一番近くにある戦[image: ]ウオーハンマーを手に取る。


    　柄が一メートルほどある、戦闘用の巨大な金かな[image: ]づちだ。鍛か冶じ職人の息子むすこである自分にふさわしい武器のような気がした。


    　不意に右の口がまた囁ささやく。「左の、左の、聞いておくれ。いいことを思いついたよ」


    　ネロは背中を向けながら、なんとはなしに聞いていた。


    　右の口は言った。


    「あの娘を食べてしまえばいいんだ。わしらの中に取り込むんだ。そうすれば、わしらはもう、魔力の渇きに二度と苦しまなくてすむよ」


    　ネロはぎょっとして戦[image: ]ウオーハンマーを落としそうになる。


    　恐る恐る、壁にかかった短刀ダガーに手を伸ばしていたアーシェも、石像のように固まった。


    「なにを言う。ご主人様のご息女であらせられるぞ。そのようなこと、許されるわけがないではないか」


    　左の口が、右の口に言い聞かせようとする。


    　だが、右の口は言った。


    「そのお嬢ちゃんは魔法使いだ。魔法使いは息をするだけで魔力を溜ためられる。わしらの中に取り込めば、一生、いや永遠に、魔力には困らないよ。もう、ご主人様の命令に従って、こんな狭い場所に居続けなくてもすむよ。わしら、自由だ」


    　その言葉に、一瞬の沈黙が走った。


    「王オウ影カゲ虫ムシさん、冗談だよね……？」


    　アーシェは振り返り、恐怖に引きつった顔で王影虫を見る。


    「も、もちろんでございます！　み……右の！　なにを馬ば鹿かなことを！　我われらはご主人様によって生み出された生命いのちだぞ。そのご恩も忘れて、ご主人様の大切なご息女に手をかけようというのか。貴様、血迷ったか！」


    　怒気を含んだ非難の言葉が、左の口から吐き出された。


    　怒りの感情の奥に狼ろう狽ばいが見え隠れしていた。永遠の自由という誘惑に、一瞬でも心を動かしてしまったのかもしれない。


    　右の口は、ふひひひひと笑い、そして言う。


    「うるさい、黙れ」


    　飄ひよう々ひようとした口調は変わっていない。


    　しかし、その声には確かな凶暴性が滲にじみ出していた。


    「この体は元々わしのものだったんだ。お前は引っ込んでいろ」


    　その一言で左の口がぴたっと閉じた。跡形もなく消えてなくなる。


    　残った口がふひひひひと笑った。


    「さぁお嬢ちゃん、あんたも〝わしら〟になれ」


    　腹部を床に擦こすりつけながら接近してくる。


    　ずるぅ……ずるぅ……と、その不気味な音にネロは戦せん慄りつした。


    　一歩一歩、ゆっくりと、だが着実に危機が迫ってくる。その足音のような気がした。


    　左の口が消えてしまった今、王影虫は理性を失い、見た目どおりの恐ろしい魔物と化していた。


    （まずい、こいつ、本気でアーシェさんを食う気だ……！）


    　そんなことになったらアンゼリカを蘇よみがえらせることができなくなる。


    　ネロの頭の中が真っ白になった。


    　正しい思考が動きだすまで時間がかかる。


    　ネロは手にしていた戦[image: ]ウオーハンマーの柄をぎゅっと握り締めた。


    　自分たちは今、壁かべ際ぎわに追い詰められている。なんとかここから脱出しなくてはいけない。


    「ア……アーシェさん！」


    　アーシェにはネロの言葉が耳に届かないようだ。


    「アーシェ……さんッ！」


    「…………ッ」


    　もう一度の呼びかけに、アーシェはようやく反応した。


    　ネロは己を鼓舞するために、むやみな大声を出す。


    「僕が！　あの……僕が、奴やつを右側に引きつけます！　隙すきを見て、左側から、に、逃げてください……!!」


    「えッ……？」


    　血の気の引いた顔をしたアーシェが、虚を衝つかれたようにネロを見る。ネロはただ、頷うなずくことで気持ちを伝えた。


    　しょうがない。


    　自分が囮おとりになる以外、ましな方法が思いつかない。


    　今、アーシェを失うわけにはいかないのだ。


    　幸い、奴の動きは牛より遅い。部屋の外まで逃げるのは、そう難しいことではないはずだ。


    　アーシェはまだ、目的のものを回収していないようだが、こうなってはやむを得ない。


    　おそらく、階段のところまで逃げることができればなんとかなる。王オウ影カゲ虫ムシのこの体で、まともに階段を下りることは難しいだろう。


    　うまくすれば勝手に転がり落ちて自滅してくれるかもしれない。その際は、転落に巻き込まれないように注意しなければならないが。


    　ネロの頭の中で考えがまとまる。


    　震ふるえる脚に気合いを入れる。


    「アーシェさん、い、行きます！　機を、逃のがさないでくださいよ！」


    「あ……う、うんッ……！」


    　ネロは、右から相手の側面に回り込むよう駆けだした。


    　心が初めての戦闘に高ぶった。心臓はドクンドクンと脈打つ。呼吸も荒くなる。戦[image: ]ウオーハンマーを握る両腕に、不思議なほどの力がみなぎってきた。これは──この武器の持つ特別な力だろうか。きっとそうに違いない。


    「でやあアアアアァッ！」


    　ネロは戦士のように叫んだ。そうやって少しでも自分の心を強く保とうとした。


    　遠心力、突進の勢い、そして渾こん身しんの力で王オウ影カゲ虫ムシの横っ腹に打ち込んだ。


    　気持ちの悪い手て応ごたえだった。


    　不愉快ではなく、不可解という意味で。


    　ネロが持っている戦[image: ]ウオーハンマーは、鉄製の甲冑プレートアーマーを着込んだ相手にも致命傷を与えることができるという、純然たる武器である。


    　それを両手で振り回して、思いっ切り叩たたきつけたのだ。


    　なのにこの手には、予想された衝撃の半分も伝わってこなかった。


    （打ち消された。あの軟らかい体に吸収されたのか……!?）


    　ネロは自分が素しろ人うとであることを思い知らされた。武器の選択を間違えたのだ。奴に対して打撃武器は効果が薄い。


    　だが後悔しても始まらなかった。壁かべ際ぎわに退ひく。奴を引きつけて、アーシェが走り抜ける空間を確保しなければならない。「さぁ、こっちに……こ、来いッ！」


    　王影虫は動かなかった。


    「どうした、化ばけ物もの！　こっちに──」


    　真っ黒い胴体の背部から細長いなにかが飛び出す。あれは──触手。


    　狙ねらいを定めた蛇のように襲いかかってくる。ネロの身体からだはあっという間に巻き取られ、宙に浮く。


    　高いところから落ちるみたいな加速感。


    　視界がぐるっと一周した。


    　ネロは振り回された。


    　勢いをつけて──


    「……ッ!?」


    　背中に凄すさまじい衝撃を受けた。叩きつけられた。壁か、床か、天井か。息が止まり、口から〝ぐえっ〟という変な声が出た。触手はネロを解放する。落ちる。ドサッと衝突する。ネロは倒れ伏していた。


    （やっぱり、ダメなのか……僕みたいな素人じゃ……）


    　起き上がろうとすると背中に激痛が走った。相当強く打ったようだ。早く、早く起きなくては。次にあの触手に捕まったら、もっと酷ひどい目に遭うかもしれない……。


    「嫌いやァアアアアアアアアアアッ!!」


    　悲鳴が鼓膜を貫つらぬく。


    　王影虫の胴体から無数の触手が伸びて、アーシェを絡からめ取っていた。


    　もがいても、暴れても、どうにもならない。蜘く蛛もの糸に囚とらわれた蝶ちようのように、なすすべもない。逆さまの状態で宙ちゆう吊づりにされる。


    　王オウ影カゲ虫ムシは小刻みに揺れながら、ふ、ひ、ひ、ひ──と、喜悦の声を上げた。


    　頭の右側についていた口の、唇くちびるの両端がぱくっと裂けていく。


    　胴体の半分ほどまで裂けると、今度は縦に広がった。王影虫の口が、アーシェを丸ごと呑のみ込めるくらいの大きさになった。あんぐりと開けて待ち構える。


    



    　ベッドに伏したミドナは、宝物庫に意識を飛ばしながら、激しい後悔と焦しよう燥そう感に襲われていた。彼女は宝物庫の〝番人〟である王影虫に、アーシェを襲う演技をするよう指示をしていた。そのとき、ネロがどう対応するのか確かめたかったのだ。


    　アーシェを守ってくれるのか、見捨てるのか。


    　だが誤算が生じた。王影虫が共食いすることで、その片方が常軌を逸してしまったのだ。


    　ミドナの指示など無視して、アーシェを自分の中に取り込もうとしている。


    　娘を助けにいけない我が身を、そしてこの展開を予測できなかった愚かさを呪のろった。


    　だが、どうにもならない。


    　もはやミドナには、ネロが頼りになることを祈るしかない。


    



    　ネロの背筋が凍りついた。アーシェが王影虫の一部と化してしまったら、すべてが終わってしまう。ネロの生きる意味が失われてしまう。


    （ダ、ダメだ、そんなの……ッ）


    　手足はまだ痺しびれていた。


    　必死に歯を食い縛った。


    　そのときネロは気づいた。目の前になにかが落ちている。


    　壁にかかっていた武器が、ネロがぶつかった衝撃で外はずれて一緒に落ちたのだろう。


    　それは細剣レイピア──あのストームブレイドだった。


    　一瞬、躊ちゆう躇ちよに心を奪われる。


    　しかしネロはストームブレイドをつかみ取った。


    　あなたには適していない、危険だと、アーシェは言った。その剣が、すぐにも触れられる距離に転がっている。ほかに落ちた武器はなかった。これだけが、さぁ手に取れとばかりにそこにある。できすぎた話だ。神の助けではなく、悪魔の目もく論ろ見みを感じる。


    　だが今は、なにより時間がなかった。


    　戦[image: ]ウオーハンマーは振り回されたときにどこかへ落としてしまったようだ。どのみち、王影虫が相手ではたいして役に立たないだろうが、素手では話にならない。代わりの武器が必要だ。それなら剣がいいだろう。打つよりも斬きるほうが、王影虫の軟らかい体には効果が高そうだ。


    　そして剣が目の前に落ちていた。選択の余地はない。


    　ネロの父親はこう言っていた。


    　危険じゃない武器などない。


    　どんな武器も使い方を誤れば持ち主を傷つける、危機に陥れる──と。


    　武器を手にするものには覚悟が必要なのだ。


    　ネロは腹をくくった。自分は子供で、ただの素しろ人うとだ。歴戦の冒険者とはわけが違う。あんな化ばけ物ものから自分とアーシェの命を守り抜くためには、それ相応の危険を冒さぬわけにはいかないのだ。


    （魔剣くらいじゃなきゃ、今の僕には役に立たない……！）


    　王オウ影カゲ虫ムシの触手が動き、今にも獲物を呑のみ込もうとしてする。


    　アーシェは恐怖に凍りつき、悲鳴も忘れたように硬直していた。


    　ネロは吼ほえる。


    「うおぉオオオオオオオオオオッッ！」


    　吼えるのをやめた瞬間、身体からだがすくんで動かなくなるような気がした。


    　全身に気合いを入れて立ち上がり、走りだす。


    　ストームブレイドの柄つかを握り、[image: ]さやから刀身を走らせた。


    　細身の刀身の長さはネロの身長の半分ほど。細剣レイピアとしては少々短いほうだが、ネロの身体にはこれくらいが使いやすいだろう。切っ先から刃渡りの三分の一辺りまで両もろ刃はになっている。刺し突とつ斬ざん撃げき両用の細剣レイピアだ。


    



    　そのとき、異変が起こる。


    　ネロの感じたとおりに表わすと、突如、世界がゆっくりになった。


    



    　王影虫の触手の動きが、すぐに食べるのをもったいぶるように遅くなる。


    　放ほうり投げた[image: ]が、鳥の羽のように緩やかに落ちていく。


    　フックで吊つられた角灯ランタンの揺れも、〝ゆらゆら〟から〝ゆら……ゆら……〟に。


    　すべてがゆっくりになったなかで、ネロだけは速さを失わなかった。


    　先ほどの戦[image: ]ウオーハンマーは両腕に不思議な力をくれた。この剣は違った。


    　身体中のすべてに力が満ち[image: ]あふれる。


    　湧わき上がる高揚感をぶつけるように、思いっ切り床を蹴ける。ネロは加速する。


    　剣を持つ手が、足が、信じられないくらい軽かった。


    　奇妙な浮遊感すら覚えつつ、飛ぶように宙を駆ける。


    　カーンッ。


    　先ほど放り投げた[image: ]が床に当たって跳はねた。


    　放たれた矢のように迫り、魔剣を思いっきり横に振った。その一振りで、アーシェを縛っていた触手は根元から一気に切断された。


    （うっ……）


    　その瞬間、ネロの心が醒さめる。


    　軟らかく、強い弾力を持った〝肉〟を切り裂く感触に胸が悪くなった。


    　料理を作るときの、牛や豚、鶏の肉に包丁を入れたときの感触が手のひらに生々しく蘇よみがえったのだ。美お味いしい料理を作るときの感触が、おぞましい化ばけ物ものを切り裂いたときの感触と同じだという事実に吐き気すら覚えた。しかし弱音を吐いている場合ではない。


    　斬きられた触手は力を失い、アーシェの身体からだは落下を始めた。すぐ下では、王オウ影カゲ虫ムシの口がばっくりと開いている。体の一部を断ち切られた王影虫は、間延びした奇妙な悲鳴を上げるが、その口は相変わらず、獲物が落ちてくるのを今か今かと待ち構えている。


    　ネロはくるりと身を翻ひるがえし、ただ思いっ切りストームブレイドを振り下ろした。気をつけることは、アーシェの身体に傷をつけないことだけ。無我夢中だ。


    　王影虫の下した顎あごが胴体から一瞬で泣き別れた。肉の塊かたまりと化し、床に落ちる。どちゃっと音を立て、血と粘液をまき散らす。


    　アーシェの身体も落ちた。もはや閉じることのできなくなった王影虫の顎あぎとをすり抜け、真っ逆さまに床に叩たたきつけられる。


    「…………グォ……ウォアア…………ッ」


    　王影虫は体をよじって苦く悶もんの叫びを上げた。だが、下顎を失ったせいで、まともな声にならない。切断面から血を噴き出してビクビクとのたうち回る。ネロは幼い頃ころ、誤って芋いも虫むしを踏みつけてしまったことがあった。体の半分を潰つぶされて、残った半分がぐねぐねと蠢うごめいていた。そのときの光景が脳裏をよぎった。


    「ギザ……バァア……!!」


    　王影虫の背中から新たな触手が大量に飛び出す。


    　触手は部屋いっぱいに広がって、ネロの右、左、上、果ては後ろまで、あらゆる角度から包囲する。一気に襲いかかってくる。


    　しかし、今のネロにはそれも〝ゆっくり〟だった。


    　ストームブレイドを横に一振りする。王影虫の体を撫なで斬ぎりにすると、触手の三分の一が切断される。もう一振りする。さらに三分の一が胴体から離れる。


    　もう一度繰り返すと、ネロを包囲していた触手はすべてバラバラと床に落ちた。


    「……バッ…………!?」


    　王影虫は驚いただろう。


    　ただの子供だと思っていた。だからネロを触手で捕らえたときに、壁に一発打ちつけて、それで終わりにしたのだ。あとは放ほうっておけばいい、それより今は魔法使いの娘のほうだ──そう考えたのだろう。


    　あのときとどめを刺していれば、身体からだ中の骨が砕け血だるまになるまで石の壁に叩たたきつけていれば、こんな結果にはならなかったのに。悔やんでも、あとの祭りだ。


    　ネロはストームブレイドを構える。


    　すーっと一息吸って──王オウ影カゲ虫ムシの頭部に無数の突きを入れた。


    　雨のように。


    　嵐あらしのように。


    　ネロは思った。自分は戦士には向いていない。


    　たとえ化ばけ物ものが相手でも、誰だれかを傷つけることは、恐ろしくて、気持ち悪かった。


    　こんなことはもう終わらせたい。だから死ね。早く死んでくれ。死ね、死ね、死ね！


    「うああああああああああああああああッ!!」


    　一方的に攻撃しているネロが悲鳴を上げた。


    　目には涙が滲にじんでいた。


    　やがて穴だらけとなった頭部から、血と体液の混じり合ったどす黒い粘液が噴き出して、王影虫は倒れた。八本の脚がビクンビクンと痙けい攣れんしていたが、しばらくするとそれも収まった。死んだ虫のように内側に折り畳まれていく。


    「ああ……ああぁ…………」


    　荒々しく肩で息をして喘あえぐ。


    　死んだか。


    　やっと終わったのか。


    　ネロはもう一度だけストームブレイドの切っ先を王影虫の胴に深く突き刺した。


    　なんの反応もないのを確認し、がくっと崩れ落ちた。


    



    　　　　　　　　　　２


    



    　宝物庫の顛てん末まつを見届けたミドナは、ベッドの上で大きくため息をついた。


    　アーシェが無事だった。


    　ネロは思いのほか頼りになった。


    （ストームブレイドに手を出してしまったのは心配だけれど……）


    　まぁ、使い方をわきまえて、魔剣の力に呑のまれなければ、なんとかなるかもしれない。


    （それよりも、今は、喜ぼう）


    　ミドナを弄もてあそび続けた運命が、最期の時の間ま際ぎわに、ようやく味方になってくれた。


    　命懸けで娘を守ってくれる者と巡り合わせてくれたのだ。


    　ネロにしてみれば、妹を蘇よみがえらせることのできる人物だから助けただけかもしれない。


    （それでもいい。利害のためでも、いや、利害があるからこそ信頼できる）


    　それにネロは、「アーシェが一人で生きていけるようになるまで守ってあげてほしい」というミドナの願いに、「はい」と確約しなかった。噓うそをつけば簡単なのに、ミドナに対して誠実に応こたえようとした。人間が忌いみ嫌う、この〝魔女〟に対して。


    （面白い子だ。人間にもあんな子がいたのだな……）


    　あの子なら信用できる──ミドナは心に決めた。


    　ネロにアーシェを託そう。


    （そして私は、あの二人のためにできる最後のことをしよう）


    　ミドナは精一杯呼吸を整えて、意識を集中させた。


    　息を吸って吐く。大気中のマナを体内に採り入れ、魔力へと練り上げる。


    　マナを魔力へと導く、魔法使いだけが持つ、魔導の能力。


    　しかし呪のろいに[image: ]むしばまれ、精も根も尽きかけた今の状態で、ミドナの魔導の能力はほとんど消えかけていた。ミドナの命は放ほうっておいても残りわずかだったのだ。


    　残された魔力のすべてを使って、どこまでできるのか、ミドナにもわからない。


    　ただ、わからなくてもやる。


    　できうる限りのことをするだけだ。


    　言葉に魔力を乗せて、兵士たちが進む谷底へと送り出す。


    〝影カゲ虫ムシよ、私の最後の力を与えよう〟


    〝強大なる影虫の王となり、侵入者を退けなさい〟


    　禍まが々まがしく赤く輝く左目が、雷のような閃せん光こうを放つ。


    　その後、左目の輝きは静かに失われていった。まるで炭火が燃え尽きるように。


    　体中に絡みついていた蔓つるの文様がみるみる短くなっていく。


    　左目のまぶたの内側に、音もなく吸い込まれていった。


    　それが終わったとき、ミドナの瞳ひとみに精気は残っていなかった。


    　曇ったガラス玉が虚こ空くうを見上げている。


    　しかし、そこにはほんのかすかな光が未いまだ宿っていた。


    　ミドナの右手が小さく震ふるえた。


    　自分には、まだ、やらなければならないことがある。


    　まだ、死ねない。


    　だから、最後の魔力のひとしずくを残しておいたのだ。


    　ベッドの横にはサイドテーブルがあり、その上に、アーシェが用意してくれた筆記具ペンと筆記帳ノート、封筒が置いてあった。


    　ミドナはかすむ視界のなか、必死に手を伸ばした。
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    　ネロが今までに経験した一番の戦いは、アンゼリカをいじめた男の子を[image: ]しかったら、その子の兄が出てきて大おお喧げん嘩かになった──というくらいだ。


    　ネロは喧嘩などしたくなかった。しかし相手の少年は、ネロとアンゼリカに、地面に額ひたいを擦こすりつけて土下座をしろと要求してきたのだ。自分だけならともかく、アンゼリカにまでそんな理不尽な辱はずかしめを受けさせることは絶対にできなかった。


    　ネロは痣あざにもならないような軽い一発を相手の身体からだにかすらせただけで、あとは一方的に殴られた。ネロは最後まで相手の要求を呑のまなかったので、ボロ雑ぞう巾きんのようになるまでそれは続いた。力の差は歴然としていた。動けなくなったネロに、相手の少年は嗤わらいながら小便を浴びせかけた。忘れたくても忘れられない屈辱の記憶だ。


    　ネロは決して貧弱ではないが、すでに大人の体格を得つつある少年たちに言わせれば〝女同然〟だった。


    　そんなネロが、王オウ影カゲ虫ムシを倒した。


    （今日初めて武器を使った僕が……あんな化ばけ物ものを……）


    　ミドナは危険だと言ったが、もしこの剣がなかったら、ネロもアーシェも王影虫に殺されていたかもしれない。少なくともアーシェは無事ではすまなかっただろう。


    　つまり魔剣に救われたのだ。


    　戦いの緊張が途切れると、まるで蝋ろう燭そくの火を〝ふっ〟と吹き消すように、全身に満ちていた力の充実感が一瞬で消えた。


    　そして世界が〝ゆっくり〟ではなくなった。すべてが元の速さに戻った。魔剣の力は、ネロの戦う意思と連動しているようだ。


    　軽い疲労感に襲われ、額に汗が滲にじみ出す。魔剣の力を使うことで体力を消費していくのだろう。長時間の戦闘は危険かもしれないと、ネロは心に留とどめる。


    　そのとき、


    



    　──────。


    



    「ん？」


    　ネロはハッとなって、きょろきょろと視線を巡らせた。


    　甲かん高だかい奇妙な音が、ほんの一瞬、聞こえたような気がしたのだ。


    　まるで耳元に蚊がまとわりついているような音だった。だが、周りに蚊などいない。


    　音はもう、それっきり聞こえなかった。


    　気のせいか？


    　それともただの耳鳴り？


    　ネロは首をかしげつつ、それ以上は考えるのをやめた。


    （……そんなことより、そうだ、アーシェさんは？）


    　ぐるりと部屋を見回す。


    　アーシェは、いつの間に移動したのか、部屋の隅にうずくまって震ふるえていた。


    「アーシェさん、大丈夫ですか？　さっき、頭から落ちてたみたいだけど、怪け我がは──」


    　そこまで言って気づいた。


    　アーシェの様子がおかしい。


    　王オウ影カゲ虫ムシの死し骸がいを見ているようで、その瞳ひとみはなにも映していない。


    　呆ぼう然ぜんとしているようだが、左目は青く強く光っている。


    　彼女の心の中で、なにかしらの感情が高ぶっているのは間違いなかった。呼吸も荒々しく乱れている。アーシェは自分で自分の肩を抱き抱かかえながら震えていた。まるで震える身体からだを懸命に押さえつけようとしているみたいだった。


    「アーシェさん、アーシェさん、どうしたんですか？」


    　膝ひざをついて、彼女の耳元に何度も呼びかけると、その瞳にようやくネロが映る。


    　唇くちびるがわなわなと震えながら動いた。


    「……た…………」


    　よく聞こえない。


    　ネロは耳を寄せる。


    　と、アーシェの手がネロの胸元をつかんだ。


    　苦しげな呼吸の中にかすかな声が交ざる。


    「食べられてた……」


    「……え？」


    「……あたし……もう少しで……あいつに……」


    　ネロの胸元をつかむ手に、必死にすがりつくように、ぎゅうっと力がこもる。


    　アーシェは怯おびえているのだ。


    　生きたまま、化ばけ物ものの腹の中に呑のみ込まれそうになった。右の口の話では、死ぬことはなかったらしい。だが化け物と同化し、魔力を供給する器官として永遠に生き続けることは、死より恐ろしいことではないだろうか。アーシェはその恐怖に囚とらわれている。逃げることもできないくらい取り憑つかれている。


    「アーシェさん、あいつはもう倒しました。落ち着いてください」


    　しかしアーシェは首を横に振る。


    「やだ……もう、こんなの嫌いや……怖い……怖い……」


    　震えはいっこうに収まらない。


    　消え入りそうな声と一緒に吐き出される息は冷たかった。なんだか凍えているようだった。誰だれかが温めてあげなければならない。ミドナの真似はできないかもしれないが──。


    　ネロはストームブレイドを床に置いて、手を伸ばす。


    　アーシェの頭の上に手を乗せて、そっと、撫なで下ろした。


    　胸の中でアーシェの身体からだがびくっと跳はねる。


    　しかし、拒みはしなかった。


    「あんな目に遭ったんだ。怖かったでしょう」


    　ネロはもう一度、アーシェのなめらかな頭髪に手のひらを滑らせた。


    「僕も怖かったです。アーシェさんがいなくなったら、僕の唯一の希望が消えてしまう」


    　アーシェが王オウ影カゲ虫ムシの口に呑のみ込まれそうになったときの恐怖を思い出した。心臓がドクドクと乱れる。その鼓動は、おそらくネロの胸をつかむアーシェの手にも伝わっているだろう。


    　アーシェは──なにも応こたえなかった。


    　ただ、震ふるえは少しずつ収まっていった。


    　左目から[image: ]あふれ出ていた青い光は、もはや燃え尽きる炭火のように仄ほのかで、やがて消えた。


    　無言のまま、アーシェの手は、ネロの胸を押し返す。


    　立ち上がって言った。


    「もう平気」


    　ネロのほうは見ない。その横顔は少し怒っているようでもあり、恥ずかしいところを見られて面おも映はゆく思っているようでもあった。


    「ママに言われたものを集めるから、ちょっと待ってて。……あなたはその剣でいいの？」


    「え？　あ、そうですね……」


    　武器が放つオーラから察すると、ストームブレイド以外の武器はどれも、あの戦[image: ]ウオーハンマーと同程度の強さだろう。


    　もちろん、武器の強さとは誰が使っても同じというわけではないので、オーラだけで単純に優劣を決めることはできない。一応、ほかの武器も試してみたほうがいいだろう。


    　ネロとアーシェはそれぞれの作業を始めようとした。


    　しかし、突然予想外のことが起こる。


    　アーシェの左目が輝きだしたのだ。


    「えぇ……なにこれ？」


    　本人が戸惑っている。きっと感情の高ぶりなどないのだろう。それ以外で左目が光るのは魔法を使うときだけだ。まさか、王影虫に襲われたショックで魔法が目覚めた？


    　いや、そんなことではないことは、一目でわかった。


    「アーシェさん、その目の色……！」


    　アーシェの左目は赤い輝きを放っていた。


    　アーシェの目の光は青だった。赤は──ミドナだ。


    　赤い光はほんのいっときだけのものだった。


    　みるみる収束していき、やがて消えた。


    「なんだったの、今の……？」


    　うろたえるアーシェ。


    「赤はミドナさんの色ですよね」ネロは思いついたことをつい口に出してしまった。「ミドナさんになにかがあったのでは……」


    　親子として、同じ魔法使いとして、二つの物体が共鳴するように、アーシェの瞳ひとみにミドナの光が現れたのではないだろうか。


    　たとえば──なんらかの虫の知らせとして。


    　アーシェの顔が色を失う。「あたし、ちょっとママの様子見てくるッ」


    　宝物庫から飛び出そうとするアーシェを、ネロは呼び止めた。


    　旅に必要な道具の覚え書きをアーシェから受け取る。


    「ここに書かれているものは僕が探します。アーシェさんは先に戻って、ミドナさんの様子を見てください」


    　ネロは天井からぶら下がっていた角灯ランタンの炎を、部屋の隅にある燭しよく台だいの蝋ろう燭そくへと手早く分けた。角灯ランタンをアーシェに渡す。「さぁどうぞ。居室への道順は覚えていますから、僕一人でも戻れると思います。あとは任せてください」


    「う……うん、ありがとう！」


    　アーシェは走って出ていった。
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    　ネロが王オウ影カゲ虫ムシを倒した頃ころ、闇やみに呑のみ込まれた不ふ帰きの谷でも激しい戦闘が行われていた。影より産み落とされた影虫のうちの数匹が、ミドナの最後の魔力を受けて王影虫へと変化したのだ。


    　隊長の号令の下もと、兵士たちは二つの命令に従わなければならなかった。


    　まず第一に、隊長の身を守ること。


    　そして第二に、王影虫を倒すこと。


    　兵士たちの半分が円陣を組むように隊長を取り囲み、残りの者たちは短剣シヨートソードを懸命に振るって、触手が隊長に届かない距離まで王影虫を追い払う。


    　彼らにはそれで精一杯だった。第二の命令を遂行することはできなかった。


    　そんななか、二本の角を持つ副隊長のモーガンだけは、王影虫を倒すことに専念するのを許されていた。実質、彼女が孤軍奮闘していたと言っていい。


    　モーガンが籠手ガントレツトに包まれた拳こぶしを打ち込めば、王影虫の艶つや々つやと光る表皮が弾はじけて、腐臭を放つ粘液が飛び散る。


    　脛当てグリーブで蹴けりつければ、人を丸呑のみできるほどの巨体が宙に浮き上がって吹き飛ぶ。


    　頭に角を持つ〝角つの人びと〟の、凄すさまじい身体能力がなせる業わざだった。


    　腕力、脚力、どちらも人間のそれを遥はるかに凌りよう駕がしている。


    　その力で王オウ影カゲ虫ムシを圧倒し、瞬く間に二体を仕留めた。打撃に耐性があるはずの王影虫の胴体が、水の詰まった革袋のように破裂して、血と体液の混じったどろりとしたものが噴き出る。


    　モーガンは息も乱さず、すぐさま三体目にかかろうとした。


    　だが、一人の兵士の叫び声により、モーガンの動きが止まる。


    　兵士たちを襲う王影虫が、触手を鞭むちのように振るって攻撃していた。兵士たちは、武器を持たぬほうの手を松たい明まつに奪われていて、盾を装備していなかった。短剣シヨートソードではとても防ぎきれず、打たれるがままの状態である。守りの最前線が崩れ始め、隊長が焦りを帯びた怒鳴り声を上げた。「モーガン副隊長、なんとかしろ！」


    　モーガンは先にそちらの王影虫を倒そうと、身体からだの向きを変えて走りだす。


    　しかし、地面を蹴ったその足に、別の王影虫の触手が絡からみついた。


    　バランスを崩して転倒しそうになるモーガンに次々と触手が襲いかかる。触手が幾重にも巻きつき、上半身を腕ごと縛り上げられてしまう。脚や腰にも巻きつき、モーガンの身体を持ち上げる。モーガンを捕らえた王影虫は、笑えみを浮かべるように口を広げた。一口で人を丸呑みできるくらいに。


    　逆さまに吊つり下げられたモーガンは、眉まゆをぴくりとも動かさない。


    　王影虫の口内に今にも呑み込まれそうになると、〝ふッ〟と軽く気合いを入れた。


    　両腕に力がこめ、左右に広げる。


    　巻きついていた触手が一瞬で引きちぎれた。


    　自由になった両手でモーガンは王影虫の上うわ顎あごと下した顎あごをつかんだ。力ずくでこじ開けるように、両側に思い切り引っ張る。欠片かけらの容赦もなく。


    　ブチブチという音と断末魔の叫びが重なった。


    　王影虫の体は真っ二つに引き裂かれた。


    　モーガンの身体に絡みついていたすべての触手が力を失って解ほどける。


    　くるりと回って足から着地し、汚物のような残ざん骸がいと化したものを投げ捨て、モーガンは兵士たちを襲う王影虫に向かって再び走りだした。


    



    　モーガンに対し、数匹程度の王影虫ではろくな足止めにはならなかった。


    　すべての王影虫が駆逐され、部隊はまた前進を始める。


    



    　　　　　　　　　　５


    



    （ミドナさん、なにもなければいいけれど……）


    　ネロは不安を抱いだきながら、燭しよく台だいの明かりを持って動きだす。


    　紙に書かれたとおりの場所を探せば──あるいは、探すまでもなく、ただ見るだけで──必要なものは次々と見つかった。


    　ガラス製と思われる小さな瓶。


    　およそ宝物庫に安置されるものとは思えない、やや薄汚れた袋。


    　裏地に奇妙な模様が刺し繍しゆうされているリュックサック。


    　ほんの十数分で、すべて集まった。


    　本当にこれだけでいいのだろうか。部屋中にさっと目をやれば、ほかにも役に立ちそうなものがあちこちに見受けられる。


    （まぁ……ミドナさんが決めたことだ。きっとこれだけで充分なんだろう）


    　長旅になるだろうから、荷物は必要最小限に抑えるべき──という判断かもしれない。


    　ただ、武器に関してはネロの判断だ。


    　これは自分が決めていい。ゆえにネロは悩んだ。


    　ストームブレイドはやめたほうがいいよ──アーシェの言葉が蘇よみがえる。


    　しかしストームブレイドではなかったら、あのとき違う武器を選んでいたら、おそらくネロは王影虫を倒せなかっただろう。


    　旅に出たら、またあのような化ばけ物ものと出くわすかもしれない。


    　そのときストームブレイドがなかったら、今度こそ、自分かアーシェの命が失われるだろう。そう考えると、この魔剣を手放せなくなってしまう。


    　あるいは、自分はすでに魔剣に取り憑つかれているのだろうか。


    （わからない……。そもそも、ストームブレイドがどのように危険なのか、具体的なことは全然聞いてなかったな）


    　だからネロは、ストームブレイドともう一本の武器を選ぶことにした。


    　結局それは、あの戦[image: ]ウオーハンマーになった。戻って、もしまだミドナと話ができて、やはりストームブレイドは危険だということになったら、そのときはこの戦[image: ]ウオーハンマーで頑張ろうと決めた。


    （よし──やるべきことは以上だ。僕も早く戻ろう）


    　ありがたいことに、ストームブレイドの[image: ]さやには帯剣用のベルトも付属していた。早速装着し、腰から吊つり下げる。片手に戦[image: ]ウオーハンマーを、もう片方の手に燭台を持つ。例のリュックサックで残りの入手品を背負って、宝物庫をあとにした。


    　塔の中は静かだった。


    　コツコツと、階段を下りる足音だけが鳴り響く。それが妙に心を騒がせた。


    　得体の知れぬ焦りが募る。脚が逸はやり、足音も乱れる。


    　ようやく下までたどり着くと、扉は開けっ放しだった。


    　そこからあの、長く曲がりくねった通路を進む。一本道なので迷うこともない。しばらくすると、やがて中庭に出た。廊下を通り、謁えつ見けんの間を経て、居室の塔の階段を上る。


    　ぐるぐると階段を上っていると、頭の中にまで渦が巻いているような気がしてくる。


    　思考がかき乱され、心に不安が込み上げた。


    （ミドナさん……まさか、呪のろいが悪化したとか……？）


    　ネロは階段の先を仰あおぎ見る。終わりが見えてくる。


    　かすかな、音とも呼べぬ空気の振動が、耳の中へと忍び込んできた。


    　気のせいかと思ったが、階段を五段、十段と上るうち、それははっきりとネロの鼓こ膜まくを震ふるわせるようになった。


    　ネロの脚は重くなる。


    　上るのが辛つらくなる。


    　立ち止まった。


    　座り込んでしまいたくなった。


    （あぁ……でも、行かなきゃ）


    　一つ息を吸い込んで、また上りだした。階段が終わり、通路に出る。通路を進んで上の階に上がる。開いたままの扉が目に入った。自分は行かなければならない。あの扉の奥へ。あの──アーシェの泣きじゃくる声が聞こえてくる部屋の中へ。


    〝早く来て、ネロ、アーシェを慰めてあげて〟


    　ミドナがそう言っているような気がした。


    　部屋の中へと入り、そっと扉を閉める。


    　アーシェが立っていた。


    　扉の音に気づいて振り返る。その顔は涙と洟はなでぐちゃぐちゃに濡ぬれていた。それでもまだ、涙は次から次へと[image: ]あふれてくる。止めどなく頰ほおを流れ、滴したたり落ちていく。


    　左の瞳ひとみは、青く、冷たく、冴さえ冴ざえと光り輝いていた。あまりのまぶしさにネロは目を細める。光る瞳の周囲を、蔓つるの文様が激しくざわめいている。


    「ママが……ママが……」


    　ネロはアーシェの隣に立ち、ベッドを見下ろした。


    　直前までなにかをしていたように乱れた上掛け──それとは対照的に、ミドナは静かに横たわっていた。


    　彼女の身体からだに絡からみつき、[image: ]はい回り、縛りつけていたあの文様は、跡形もなく消えてなくなっている。


    　禍まが々まがしいほどに赤く輝いていた左目も、まるで炎が燃え尽きたかのよう。


    　柔らかく閉じたまぶたの隙すき間まからは、ほんのわずかな光すら漏もれてこない。


    「あたしが戻ってきたとき……ママはまだ生きてた」


    　アーシェは指でそっと母の美しい顔に触れる。


    「ママはあたしを見て……ふぅって……ため息をついたの。ねぇ、どうして……？」


    　嗚お咽えつ交じりの声がわなわなっと震ふるえた。


    「あたしがなんにも持ってなかったから……手ぶらで戻ってきたから……この子ったら、また言いつけを守らないでって……ママ、あ、呆あきれちゃったのかな……？」


    　涙がボタボタとシーツにこぼれ、無数の染みとなる。


    　おそらく、物置部屋に道具を取りに行った、さっきのことを思い出しているのだろう。


    　アーシェは虫に驚き、荷物を放ほうり出して部屋に逃げ帰った。


    　あのときのミドナもため息をついていた。


    　あなたって子は最後の最後までママの期待を裏切るのね──そう思われたのではないかと、アーシェは怯おびえている。大好きな人に、二度と解くことのできない誤解を与えてしまったのではと、我われを忘れている。


    　ネロはゆっくりと首を横に振った。


    「違うでしょうね」


    「じゃあ、どうしてママはため息をついたの……あなたにはわかるの……？」


    　すがるような眼まな差ざしがネロを見つめた。


    　アーシェは答えを求めている。救いを求めている。


    　ネロはそのときの状況を見ていたわけではない。


    　人の気持ちなど、そう簡単にわかるものではない。


    　それでもネロは、ある種の確信を持っていた。彼女ならきっと──


    「きっと、死ぬ前にもう一度、アーシェさんの顔が見たかったんですよ。それまでは死ねないって、必死に耐えて、頑張って……でも、もうダメだって諦あきらめかけた。だから、アーシェさんの顔を見て……ほっとしたんです。よかった、間に合ったって」


    　そして、ふぅっと、ため息をついたのだ。


    　アーシェの目が、これ以上ないほどに大きく見開かれる。


    　その目でネロを見つめる。


    「……ほんとに？　ほんとにそう？　なんでそこまでわかるの？」


    　ネロは頷うなずく。


    　慰めるための優しい噓うそをついたつもりはない。


    「だってほら、ミドナさんの顔を見てください」


    　ミドナの顔はとても安らかだった。


    　文様の消えた彼女の顔を初めて見て、ネロは心から思う。


    　あぁ、ミドナさんはやっぱり綺き麗れいだ。


    　本当に、本当に──。


    「この顔を見たら、僕にはそうだとしか思えません」


    　アーシェの瞳ひとみから再び大粒の涙がこぼれ落ちる。


    　ベッドの上に身を乗り出し、動かなくなった母親の身体からだを何度も揺すった。


    「やだ……やだよ、ママ……もう一度目を開けて……あたしを見て……！」


    　必死に呼びかけるも、返ってくるのは静寂のみ。


    「お願い……一人にしないで……一人はやだよ……怖いよ……ママ、ママ…………うわあああああああああ……!!」


    　左目が爆発するように輝きを増し、醒さめた青い光が噴き出す。


    　アーシェは母親の胸にすがりついて、幼おさな子ごのように泣きだした。


    　ネロは保存庫で眠っているアンゼリカのことを考える。


    　小さな子特有の、びっくりするほど温かい身体も、今ではすっかり冷えてしまったことだろう。ぷにぷにとした気持ちいい手触りの頰ほおも、石の如ごとく硬直してしまったに違いない。


    　呼吸もせず、心臓も動かず、命のぬくもりもなくなってしまったそれは──まるで人の形をしたものだ。人形だ。


    　アーシェが魔法使いの血に覚かく醒せいすれば蘇よみがえらせることはできるという。


    （でも……いくら、あとで生き返るからって……大切な人がものになってしまって、悲しくないわけがない……そんな簡単に割り切れるもんじゃない……）

  


  [image: ]



  
    　ネロの目め頭がしらも、火がついたように熱くなる。


    　と、滲にじんだ視界の中で、なにかが見えた。


    　なにかがミドナの身体からだから煙のように立ち上っている。


    　最初はぼんやりとしていて、しかし次第に形を成していった。ネロはそれが人の形をしているような気がした。


    　煙のようなそれは、泣きながら母親の亡なき骸がらにすがりつくアーシェの上へ、ゆっくりと降りていく。二本の腕を伸ばして、震ふるえるアーシェの頭を、後ろからそっと抱き締めた。


    （……え……!?）


    　ネロは目を擦こすり、濡ぬれた瞳ひとみを拭ぬぐう。


    　急いで目を凝らした。


    　しかし、煙のようななにかは消えてしまっていた。


    （今のは……ミドナさん……？）


    　ネロにはわからなかった。


    　アーシェを哀れに思う心が、都合のいい幻を見せただけかもしれない。


    　だが、ミドナなら──娘を愛してやまなかった彼女なら──死んでもなお、悲しみに暮れるアーシェを抱いてなだめようとするのではないだろうか。


    　そんな気がした。
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    　アーシェはいつまでも泣きやまなかった。


    　本当なら、心が多少なりとも落ち着くまでそっとしておいてやりたかった。


    　しかしミドナが死んでしまったことで、谷の守りがすべて消えてしまった可能性は高い。黒い霧も、影カゲ虫ムシもだ。もはや〝不ふ帰き〟の谷ではない。いつ、兵士たちが城にたどり着いてもおかしくないのだ。


    　ネロは、一刻も早くこの城から逃げださなければならないことをアーシェに伝えた。


    　だが、アーシェは母親の胸にしがみついたまま動こうとしなかった。


    「……やだ、やだ、やだ。あたし、どこにも行かない。ずっとママと一緒にいる」


    　涙にかれた声でそう言い、嫌いや々いやと何度も首を振る。


    　アーシェの心は悲しみの淵ふちにあった。


    　ただ話しかけても言葉が届かないところまで沈み込んでいた。


    　ネロは彼女の肩をつかんで強引に振り向かせ、何度も揺すった。


    「ずっと一緒にいられます！」


    　ネロは力強く言った。


    　現状の危機をいくら説いても、アーシェの心には響かない。


    　悲嘆の涙に瞳ひとみが曇り、目の前の希望が見えなくなっている。まずはそのことに気づかせてあげなければならなかった。


    「アーシェさんが魔法を使えるようになれば、ミドナさんは蘇よみがえる。また一緒に暮らせる。今は悲しくても、すべて元どおりになるんです。だから大丈夫。安心してください。でも、そのためには今すぐ行動しなきゃ！」


    　辛つらいのはわかる。ネロも父親と妹を亡くしたのだ。


    　だが、このままここで嘆き悲しんでいるだけでは、唯一残された希望まで失ってしまうことになる。ネロは焦しよう燥そう感に追いたてられながらも、努めて優しく、懸命に説得を続けた。


    「ママを……蘇らせる……」


    　やがて、アーシェの左目から光が少しずつ薄れていった。


    「……うん、そうだよね……ごめん」


    　アーシェはようやく理性を取り戻した。


    　涙にまみれた顔をゴシゴシと手で擦こすり、決意を込めて頷うなずく。


    　ネロはほっとして、これからやらなければならないことを考えた。最低限必要なことを最速でこなさなければならない。まずはミドナの身体からだを保存庫に移すことにした。


    　女性とはいえ、大人の身体は軽くない。ネロは自分がミドナを運ぶと言ったが、アーシェはそれを断った。「ママは、あたしが連れてく」


    　ベッドの上掛けを使ってミドナの身体を包み、両手で抱き抱かかえるように持ち上げた。アーシェは意外なほど力があって、少しよろけながらも、しっかりとした姿勢で歩くことができた。階段も問題なく下りていく。毎日、あの長い螺ら旋せん階段を行き来して、鍛えられているのかもしれない。


    　ネロはそばについて、扉を開けてあげた。アーシェが保存庫に入ると、あとは任せて、一人居室に戻った。旅に出るために集めた道具を、宝物庫で取ってきた例のリュックサックにまとめていく。不思議なリュックサックで、外から見るとたいした大きさではないのに、内側を覗のぞき込むと、大人の身体が優に入りそうなくらいの広さがある。そして、いくら荷物を詰めても、ほとんど重さが変わらない。このリュックサックも魔法の道具なのだと知る。


    　作業を終わらせたとき、おや？　とネロは気づいた。


    　ベッドの横のサイドテーブルに封筒が二つ置いてあり、そして筆記帳ノートが床に落ちていた。


    　片方の封筒には、魔導帝国の皇城跡の場所が記された紙が入っていた。ほかに、城跡の地下にあるという〝儀式の部屋〟に着いてからの細かい指示が書かれた紙もあった。


    　もう一つの封筒には、蠟ろうで封がしてあり、次のような文が書き添えられていた。


    〈アーシェの儀式が終わるまで、決して見てはならない〉


    〈見れば、すべてが無駄になる〉


    　とても気になる。しかし同時に、とても恐ろしい警告文だった。


    　すべてが無駄になる──それは、アンゼリカもミドナも蘇よみがえらせることができなくなるということかもしれない。つまらない好奇心は捨てたほうがいいだろう。


    　この封筒はあとでアーシェに渡そうと思った。アーシェが好奇心の誘惑に耐えられるのか少し心配だったが、アーシェの母親であるミドナが書いた最後の手紙である。アーシェが自分で持っていたいと望むだろう。


    （そういえばアーシェさん、遅いな……）


    　ミドナの身体からだを寝かせるだけにしては時間がかかりすぎている。


    　別れが辛つらくて、悲しみがまたぶり返しているのかもしれない。ネロは様子を見に行くことにした。居室を出て、下の階への階段を下りる。


    　そのとき、甲高い悲鳴が響いた。


    　アーシェの声だ。それから荒々しい男の声も上がる。


    　ネロの心臓がドクンと騒いだ。

  



  
    　求めよ、さらば求められん
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    　階段を下り、息を殺して通路を覗のぞき込む。


    　悪い予感のしたとおり、松たい明まつを持った兵士がそこにいた。


    　見覚えのない顔だ。ネロとアンゼリカに矢を放った兵士たちとは違う男だ。


    　保存庫の扉が開いていて、その前にアーシェが立っていた。顔を真っ青にし、震ふるえる足で一歩、また一歩と退ひく。アーシェは目の前に短剣シヨートソードを突きつけられていた。


    「やめろ！　抵抗するな！」兵士が叫ぶ。


    　アーシェは何度も首を横に振り、必死に訴えた。「ち……違う……あたし、なんにもしないわ……」


    「噓うそをつくな！　知っているぞ。魔女は魔法を使うときに目が光るんだろう。俺を[image: ]だまそうとしたってそうはいかんぞッ！」


    　兵士の男は唾つばを飛ばして怒鳴り散らした。


    　アーシェの左目が青い光を放っている。その目の周りに文様が現れている。だが、それは恐怖によるものだ。この男も、魔法使いの証あかしが出現する、もう一つの条件は知っていた。


    　だが──男の目は異様なほどに血走っている。


    　よく見れば、短剣シヨートソードの切っ先がカタカタと震ふるえていた。


    　この男も怯おびえているのだ。


    　きっと生まれて初めて魔法使いに出会ったのだろう。子供の頃ころから教えられてきた魔女の恐ろしさが脳裏に[image: ]あふれ出し、そのせいで自分を見失っている。


    「可愛かわいらしい女の子の格好なんかしたって[image: ]だまされんぞ。本当は何百年も生きた婆ばばあなんだろう。魔法で化ばけて、人間をたぶらかそうとしているんだ」


    　男は引きつった顔でぶつぶつと呟つぶやく。


    「お前らは子供を食うんだろうが、俺は子供じゃない。俺を食べないのに、魔法で俺をどうするつもりだ。殺すのか。それとも、蜥蜴とかげや蛙かえるに変えちまう気か。そ、そんなこと、させるものか……!!」


    　男はついに短剣シヨートソードを振り上げた。


    　ネロの腰には帯剣用のベルトでストームブレイドが提げられている。手を伸ばせばいつでも抜剣できる。だが、心の準備はまだ整っていなかった。化ばけ物ものと人間を殺すのではわけが違う。自分には人を殺す覚悟がない。しかし、悩んでいる時間もなかった。このままではアーシェが殺されてしまう。


    （ダメだ……アーシェさんを殺されては……！）


    　ネロはストームブレイドを抜き放ち、通路へと飛び出した。


    「や……やめろッ……！」


    　一声叫ぶと、兵士の男の動きが止まる。はっとした顔でネロのほうへ振り向いた。


    「なんだ小僧……そうか、鍛か冶じ職人アルベルトの息子むすこだな」


    　振り上げた短剣シヨートソードをこちらに向ける。


    　ネロの心が戦いの緊張感に高ぶった。


    　あの感覚が来る。


    　あの、世界がゆっくりになる感覚が。


    　その直後、蚊の鳴くような耳鳴りがまた聞こえた。


    　先ほどと同じように一瞬で消えた。いったいなんなのだ。少し不安になる。だが今は、初めて人間と戦うことのほうがネロにとって重大なことだった。王オウ影カゲ虫ムシのような化け物を殺すのと、人間を殺すのではわけが違う。殺人──ネロの呼吸は大きく乱れ、膝ひざはがくがくと震えた。手も震えている。ストームブレイドを落としそうになり、慌てて握り直す。


    　ネロは叫んだ。叫んで理性を麻ま痺ひさせ、男に向かって駆けだす。


    　男はぎょっと目を剝むいた。


    　今のネロの動きは、ゆっくりの世界にいるこの男には、目で追うことも難しいだろう。


    　構えていた短剣シヨートソードを振り上げる間もなく、ネロの体当たりが男の腹部を直撃した。ストームブレイドで男に斬きりつける覚悟はまだなかったのだ。


    　ふわりと宙を舞うように、男は後方へと吹き飛ばされる。


    　煉れん瓦がの床に叩たたきつけられ、それっきり動かなくなった。


    　ネロはそっと近づき、ストームブレイドの先で軽く突いてみる。しかし反応はない。


    　気絶したのだろう。


    　ネロの緊張が緩ゆるむ。ふぅとため息をつくと、魔剣の力が解除され、ゆっくりの世界が終わりを告げた。


    「アーシェさん、大丈夫ですか？」


    　保存庫の入り口に立ち尽くしていたアーシェに声をかける。アーシェはまだ怯おびえた顔をしていたが、それでもうんと頷うなずいた。左目の光も文様も収まりつつある。


    「あの人が、兵士なの……？」


    「そうです」


    「……そう。あの人、人間だよね。人間はやっぱり、魔法使いが嫌いなんだね……」


    　アーシェの表情が陰る。


    　少なくとも昨日までのネロも、あの兵士の男と同じように思っていた。だから、そんなことはないと言ってあげることができなかった。


    「……とにかく逃げましょう。やってきた兵士は、あいつ一人じゃないようですから」


    　ネロたちはいったん居室に戻った。リュックサックにまとめた荷物と戦[image: ]ウオーハンマーをアーシェに持たせる。なぜ自分ばかりと、アーシェは不満を顔に出したが、また兵士と出会ったら戦わなければならないのはネロだ。魔剣を持てば全身に力がみなぎるとはいえ、できるだけ身軽でいたかった。そして、戦[image: ]ウオーハンマーは万が一のための護身用である。


    　二人は居室を出た。


    　下の階の通路には、先ほどの兵士がまだぐったりしていた。通路の端に、兵士の持っていた松たい明まつが落ちている。ネロはそれを拾い上げた。火はまだついていた。せっかくなので、もらっていくことにする。アーシェに向かってそっと囁ささやいた。


    「奴やつを起こさないように気をつけて行きましょう」


    　兵士の横を静かに通り抜け、螺ら旋せん階段へと足を踏み入れた。


    



    　松明の明かりが遠ざかり、通路が薄うす闇やみに浸食されていく。


    　明かり取りの窓から差し込む月光が、倒れた兵士の右腕だけを皓こう々こうと照らした。


    　その手が、指先が、ぴくっと動いた。


    　すでに螺旋階段を下りているネロたちは、当然そのことに気づかない。


    



    　ネロとアーシェは、回廊状の螺ら旋せん階段をぐるぐると駆け巡る。


    　階段の四分の一ほどを下りたところで、アーシェがあっと叫んだ。下に誰だれかいる！


    　ここからだと、まるで地の底のようにも見える地上階で、小さな明かりが揺れていた。向こうもこちらの明かりに気づいたようである。〝おーい、いたか？〟と呼びかけてきた。仲間の兵士だと思っているようだ。しかし、ネロたちは当然返事ができない。


    〝おい、どうしたァ！〟


    　いぶかる声がさらに聞こえてきた。


    　下にいる兵士が不審に思ったのは間違いない。


    　きっと確認しに上ってくるだろう。


    （あぁ……また、人と戦うことになるのか）


    　ネロ一人なら、魔剣の力を使えば、いくらでも逃げることができるだろう。


    　しかし、ゆっくりの世界に取り残されたアーシェは置き去りになってしまう。


    　いざとなったら、アーシェを背負って走るという手もあるが、そうすると戦うよりもずっと体力を消耗することになるかもしれない。少々、危険な[image: ]かけだ。


    （ミドナさんは確か、兵士の数は十二人だと言っていた）


    　倒して、兵士の数を減らせば、それだけ逃走が楽になる。だから戦うべきだ、やるしかないんだと、ネロは弱気な自分に言い聞かせる。


    　地上階の松たい明まつの明かりが、案の定、階段を上り始めた。ネロも迎え撃つべく、アーシェを連れて下りていく。松明の明かりが螺旋を描き、上と下から互いに接近する。


    「アーシェさん、松明を持っていてください」


    　腰からストームブレイドを抜いた。


    　ネロたちと兵士の距離がどんどん縮まっていく。兵士は螺旋階段の反対側から上の様子をうかがい、細剣レイピアを手にしたネロを見て、驚きの声を上げた。そして彼も抜剣する。


    　四角い塔の内側に沿った螺旋階段には、角ごとに踊り場があった。このまま行けば、次の踊り場でネロと兵士たちは激突する。


    　ネロは立ち止まって、怯おびえる心に鞭むちを入れ、戦う意思を高ぶらせる。


    　ゆっくりの世界が始まる。魔剣の力を発動させるコツのようなものが、だんだんとわかってきた。その間に、兵士が先に踊り場へたどり着く。ゆっくりの世界で兵士の姿をじっと見ていると、無我夢中で戦った先ほどには感じられなかった感情が湧わき上がってきた。怒りだ。あの兵士の制服を着た者たちが、ネロの父親とアンゼリカを殺したのだ。


    　ネロは怒号を上げて階段を勢いよく駆け下り、踊り場を前にして跳んだ。


    　戦闘の理屈など欠片かけらもなく、ただ敵意の塊かたまりとなって身体からだを丸め、自みずからを砲弾と化す。


    　兵士は、ネロの素早さと予想外の行動に虚を衝つかれ、かわすことができなかった。ネロの膝ひざが兵士の顔面に叩たたき込まれる。後ろの壁に激しくぶつかり、力尽きたように倒れた。


    　ネロは、鳥の羽根の如ごとく、ふわりと着地した。


    　こんっ。なにかが音を立てて落ちる。


    　ズボンに食い込んでいた兵士の前歯だった。


    　喘あえぐように息を吐き出し、緊張を解いて、ネロはゆっくりの世界を終わらせる。


    （魔剣の力を使うと、身体からだが軽くなるけれど……）


    　あの浮遊感は尋常ではない。


    　魔剣の力が尋常でないのは当たり前かもしれないが、ネロがまだ理解していない、なんらかの現象が起こっているような気がして、それが少々不気味だった。


    　そんな気持ちを[image: ]あおるように、また耳鳴りが聞こえる。


    



    　──────。


    



    　思わず耳を押さえる。音は今度もすぐにやんだ。


    　なんなんだろう、これは。


    　胸の内に不安が広がった。


    （もしかして、なにか取り返しのつかないことになりつつあるんじゃないだろうか……）


    　背筋をぞっと冷たいものが駆け抜ける。


    　そのとき、ネロの思考を、アーシェの悲鳴がさえぎった。ネロはぎょっとして振り返る。


    「やだ！　こ、来ないで！」


    　アーシェが戦[image: ]ウオーハンマーを振り回していた。


    　手にしている松たい明まつが、彼女の先にいる男の姿を照らし出す。先ほどアーシェを襲った兵士だ！


    　アーシェの持つ戦[image: ]ウオーハンマーが、唸うなりを上げて兵士の頭を襲う。しかし、初めて武器を持ったと思われるアーシェと、日々訓練を積み重ねている兵士とでは、戦闘能力に大きな差があった。戦[image: ]ウオーハンマーはかわされ、壁を打ちつける。その隙すきに、先端をあっけなく兵士につかみ取られてしまう。


    　兵士は嗤わらった。


    　アーシェが本当に怯おびえていることをようやく理解したようだ。


    　自身の優位を悟り、凶暴な愉悦に理性が溶ける。


    「悪あしき魔女め、この俺が退治してやる！　地獄へ落ちろ！」


    　短剣シヨートソードを後ろに引いて構えた。アーシェを突き殺す気だ。


    　その姿がネロの記憶を呼び起こす。アルベルトの胸を無残に貫つらぬいた、あの兵士の姿と重なった。身体を内から焦がすような怒りが瞬間で噴き出す。だがこの距離では、ネロが魔剣の力を使ってもおそらく間に合わない。


    「アーシェさん、松明でそいつを殴るんだッ！」


    　ネロは怒鳴った。


    　アーシェは無我夢中で松たい明まつを振るう。


    　燃えさかる松明の先が、兵士の右目に当たり、押しつけられた。


    　ギャアアアアアアアアアアアッ!!


    　苦く悶もんの絶叫が塔内に響いた。


    　ネロはゆっくりの世界に突入し、階段を一気に駆け上る。ストームブレイドをまっすぐに突き出して、アーシェの横をすり抜ける。「喰らえ……ッ！」


    　切っ先が、右目を押さえて身をよじる兵士の太ももに突き刺さった。ネロは初めて人間の肉を貫つらぬいた。自分の手に決して消えない汚れがついたような気がした。


    「アーシェさん、よけて！」


    　ネロの言葉を聞き、アーシェは慌てて階段の端に飛び退のいた。


    　兵士の身体からだがぐらりと傾く。


    　ネロにとってはゆっくりと──兵士は階段から転がり落ちていった。踊り場の壁に叩たたきつけられ、先に倒された兵士の身体に折り重なる。


    　ネロは踊り場に下りていき、倒れた兵士たちにストームブレイドを突きつけて、アーシェを先に行かせる。彼らが目を覚ましたら、いつでも攻撃できるように注意を払った。しかし、彼らはぴくりとも動かなかった。


    「やだ……もうやだよ、こんなの……」


    　階段を駆け足で下りながら、アーシェが泣き言をこぼす。


    　怒りが醒さめると、ネロの心に冷静な思考が蘇よみがえってきた。


    　こんな調子で無事に逃げられるのだろうか。アーシェを守りながら戦う難しさをネロは知った。一対一ならともかく、複数の兵士に囲まれると、アーシェの身が危うくなる。なんとか兵士たちと出会わずに、この城から脱出できないものだろうか。


    「アーシェさん、この城には抜け道のようなものはないんでしょうか？」


    「……抜け道？」


    「そうです。城を襲われたときに、王様を外へ逃がすための、秘密の通路みたいなものがあるんじゃないですか？」


    　ネロたちの村には小さな学校があり、たった一人、年老いた教師がいた。彼は大変な愛書家で、家には膨大な量の本があった。子供たちはその本を自由に借りて読むことができた。


    　ネロが以前借りてきて、アンゼリカに読んであげた本に、城の抜け道のことが書いてあったのだ。幼い子供が喜んで読むようなお伽とぎ話ばなしだったので、信しん憑ぴよう性は低いと思っていたが──。


    「秘密の通路……」


    　アーシェはしばらく黙り込んで考える。


    「ママが昔、教えてくれたわ。お城の外に通じているのかはわからないけど……」


    「あるんですかっ？」


    　アーシェはこくんと頷うなずいた。


    　螺ら旋せん階段を降り、塔を出て、謁えつ見けんの間を通り抜ける。両開きの扉を潜くぐって、長い廊下を歩くと、やがて中庭に出た。幸い、兵士たちとは遭遇しなかった。


    「ここに抜け道があるんですか？」


    　あるのは木と芝しば生ふと、それに──井戸。


    「その井戸の中に秘密の通路があるって、ママが言ってた。地下を通って、お城のいろんなところに行けるんだって。あたしが教えてもらった入り口はここだけだけど」


    「入ってみたことはあるんですか？」


    「ううん」アーシェは井戸を覗のぞき込んで身み震ぶるいする。恐ろしくて確かめられなかったのだろう。


    　ネロも覗き込んでみるが、かなり深そうな井戸で、底のほうは真っ暗だ。抜け道があっても、ここからでは見えない。秘密の通路の入り口にはふさわしい場所だろう。


    　だが、本当にそんなものあるのだろうか？　ネロはいぶかしむ。ミドナが冗談を言ってアーシェをからかっただけという可能性もある。


    （……いや、悩んでいてもしょうがない）


    　まずは調べてみよう。正直に言えば、ネロだって井戸の中に入るのは怖かった。しかし、ここでぐずぐずしていても時間の無駄だ。やるなら、早くやろう。


    　ネロは松たい明まつを咥くわえて、水面まで下ろした釣つる瓶べの縄をつかむ。


    　頼むから切れてくれるなよと祈りつつ、恐る恐る下りていく。


    　やがて、水気を帯びた空気が身にまとわりついてきた。


    　かすかになにか匂におう。石積みされた穴の側面に張りつく苔こけの匂いだろうか。


    　建物でたとえるなら三階分ほどの高さを下りると、ついに水面までたどり着いた。


    　松明の明かりでぐるりと見回してみる。


    　通路の入り口などどこにもなかった。


    　当てが外はずれたのだろうか。落胆のあまり、身体からだの力が抜けていく。


    （本当になにもないのか？　ここまで下りてきたというのに……）


    　諦あきらめられず、もう一度、調べてみた。


    　もしかしたら秘密の仕掛けを動かすレバーでもあるのではないだろうかと、内壁に松明を近づけて、どんな小さなものも見逃さないように目を凝らしながら、また一周する。


    （…………あっ）


    　水面の上にはなにもなかった。


    　だが水面の下に、ネロの目は留まった。


    　水の中でゆらゆらと揺れる石積みの内壁に、縦長の穴が開いているように見えたのだ。


    　ただの凹へこみかもしれないが、もし穴なら、人が充分通り抜けられる大きさだ。


    　ネロは一瞬躊躇ためらったが、松たい明まつを諦あきらめて、思い切って水の中に身を投じた。


    　水は想像以上に冷たかった。早く上がらないと、どんどん体温を奪われていくだろう。大きく息を吸い込んで、水中に潜り込む。


    　水面の上からネロが見たものは、やはり単なる凹へこみではなかった。穴だ。横穴が開いていた。しかし水の上に置いてきた松明の明かりは、穴の先までは届かなかった。


    　手を伸ばして、穴の中の様子を探ってみる。


    　指先に触れるものはない。


    　ネロはいったん水面に戻って顔を出した。心配そうに中を覗のぞき込んでいるアーシェと目が合ったような気がした。


    （今、中庭に兵士がやってきたらおしまいだ。急がないと）


    　肺いっぱいに空気を溜ためると、覚悟を決めて再び潜る。


    　横穴の壁に手を当てて、中へと入っていった。


    　無理はしないつもりだった。帰りの分の空気を肺に残しておかなければならない。ネロが水の中に潜っていられるのは、おそらく一分程度だろう。


    　天井を触って確かめながら慎重に進む。


    　すると、二メートルも行かないうちに、天井の感触がふっとなくなった。


    　つっかえていたものがなくなり、身体からだがすーっと浮いていく。ネロは慌てて横穴の縁をつかんだ。真っ暗な水の中、横穴を見失ったら確実に戻れなくなる。


    （苦しい……そろそろ引き返さないとまずいか……？）


    　そう思った直後──ネロの顔は、飛沫しぶきを上げて水面から飛び出していた。


    　空気が顔に触れる。息ができる。


    　自分の身体も見えぬほどの暗くら闇やみで、どれだけの広さがあるのかはわからないが、空間が存在しているのは間違いなさそうだ。ここが秘密の通路だろうか。


    （きっとそうに違いない。ほんとにあったんだ！）


    　ネロは喜び勇んで水に潜り、急いで横穴を戻る。天井がなくなるやいなや、ざぶんと水から顔を出した。


    　遥はるか上方の井戸の口にアーシェの顔があった。離れていてよくわからないが、ほっとしているように見えた。


    「アーシェさん、秘密の通路がありました！　下りてきてください！」


    　しかし、ネロが呼びかけてもアーシェはなかなか下りてこようとしなかった。


    　井戸の中をじっと覗き込み、ぶるるっと震ふるえ上がる。


    「なにしてるんですかッ？　ぐずぐずしていると兵士がやってきますよ！　さぁ早く、早く、急いでッ！」


    「ううぅ……わ、わかったわよ……」


    　井戸と兵士、二つの恐怖を天秤にかけることで、ようやくアーシェは動きだす。だが、それでもすぐには下りてこなかった。なにかをごそごそとやってから、やっとのことで釣つる瓶べの縄に手をかけた。


    　井戸の口に足をかけて身を乗り出し、縄にぶら下がる。


    　脚の間で縄を挟みながら、ゆっくりゆっくりと下りてきた。


    　アーシェが半分ほど下りてきて、井戸の闇やみに呑のみ込まれる寸前、彼女の背中のリュックサックから戦[image: ]ウオーハンマーの頭がはみ出しているのにネロは気づいた。


    　なにをごそごそやっているのかと思ったら、そういうことだったのかと納得する。


    　と、そのとき。


    　井戸の外から人の声が聞こえてきた。


    　アーシェはびくっと震ふるえて動きを止める。


    　数人の男の声が聞こえてくる。ほかの兵士たちがやってきたのだ。


    　ネロは心臓が止まりそうになりながら、水面にぷかぷかと浮いている松たい明まつをつかんだ。奴やつらにこれが見つかったら、ここが秘密の通路の入り口であることがばれてしまう。


    　ネロはアーシェにだけ聞こえるような小声で呼びかけた。


    　急いで、でも静かに、気づかれないように……！


    　闇の中でアーシェの目が青く輝きだした。激しく動揺している。彼女の手を通じて、釣瓶の縄が小刻みに震える。兵士たちがそれを見たら、きっと気づいてしまうだろう。ネロは生きた心地がしない。


    「見つからねぇ……広すぎるんだよ……！」


    「しらみつぶしに……夜が明けるぜ……」


    「なぁ……マディとカーズは……？」


    　兵士たちの声は中庭から離れようとしなかった。アーシェはさっきよりもさらにゆっくりと縄を下りていく。輝く左目から涙が[image: ]あふれ出しているのが見えた。恐怖と緊張のせいだろう。


    （気持ちはわかるけど、お願いだから嗚お咽えつは上げないで……！）


    　痛いくらいに脈打つ胸を手で押さえ、ネロは祈った。


    　ずず、ずず……と、縄を擦こする音が、闇やみの中でかすかに聞こえる。


    　青い光がついに水面に届いた。あとちょっとでアーシェのつま先が釣瓶の桶おけにつく。もう少し、もう少し──というところで、兵士の足音が近づいてきた。


    「あぁ……喉のど渇いたな……」


    　ネロは今度こそ心臓が止まりそうになった。バタバタと手招きしてアーシェを促した。水の中に、早く、早く！


    　アーシェの脚が水面に滑り込む。


    　チャポンと音がしたが、もう仕方ない。


    『息を吸って！』


    　ネロは囁ささやき、アーシェの腕をつかんで、横穴へと潜り込んだ。


    　もがくように水中を進み、横穴を抜けると、もう一つの水面からざばっと顔を出した。


    　ゼエゼエと喘あえぎながらネロは辺りを見回す。アーシェの左目の光で、周囲の様子がわずかに見て取れた。すぐ目の前に階段があって、水から上がることができた。


    　石の床にへたり込んで、二人ともぐったりする。


    　すると、アーシェの左目がみるみる輝きを失っていった。


    　あっという間に漆しつ黒こくの闇やみに包まれた。


    （これじゃ右も左もわからない。明かりが欲しいけれど……）


    　ネロはつかんでいた松たい明まつを放ほうり投げた。これはもう役に立たない。


    「ああ、もぅ、ぐちょ濡ぬれ……」


    　ため息をこぼすような疲れ果てた声が、水の滴したたる音と共に闇の中から聞こえてきた。


    　とりあえず、明かりのことは置いておき、


    「アーシェさん、ちょっと待っててください」


    　ネロはそう言って、また水の中に入った。手探りで横穴を見つけ、井戸のほうへと戻る。


    　そーっと音を立てないように水面から顔を出した。


    「こんな得体の知れない城の……よく飲めるな……」


    「だったら……飲まなきゃいい……」


    　そんな声が上から聞こえてくる。


    　ネロたちが井戸へと逃げ込んだことに気づいているとは思えない様子だ。


    （……よかった、なんとかばれずにすんだんだ）


    　ほっと胸を撫なで下ろして、また横穴を潜くぐり抜けた。手探りで先ほどの階段を探し、水から上がると、兵士たちには気づかれなかったこと伝えて、アーシェを安心させようとした。


    　だがそれは、突然闇の中から響いた声にさえぎられる。


    



    〝魔力ノ匂におイガスル……〟


    



    「誰だれッ？」アーシェが怯おびえて叫ぶ。


    　するとアーシェの声に応こたえるように、ぽうっと光がともった。


    　月明かりのような青い光が、上方から柔らかく降り注がれ、空間に満ちた漆黒を追い払う。


    　二人はそろって顔を上げた。ネロたちがいたのは、石積みの壁に挟まれた細長い通路で、アーチ状の天井に一匹の蝶ちようが留まっていた。


    　その蝶が青く澄んだ光を放っている。


    　だが次の瞬間、光は弱まり、蝶は枯れ葉のようにはらはらと宙を舞った。


    　ぽとりと床に落ちる。


    「オ腹なかガ空イタ。モウ飛ベナイ……」


    　蝶ちようがしゃべった。


    　ネロもアーシェも、目を丸くして驚く。


    　蝶は横向きのまま、ひくひくと脚を蠢うごめかせた。立ち上がろうとしているのかもしれないが、その力は残っていなさそうだ。「……オ願イ、魔力チョウダイ。ジャナイト死ンジャウヨ？」


    　さっきも聞いたような台詞せりふだ。


    　この蝶も王オウ影カゲ虫ムシと同じく、ミドナの作った魔法生物なのだろうか。


    「え、で……でも」


    　アーシェは申し訳なさそうに、魔力を注ぐすべを知らないと告げる。すると蝶は、「ジャア血ヲ吸ワセテ？」と、やはり王影虫と同様の要求をしてきた。


    「大丈夫。痛クナイヨ」


    「……ほ、ほんとに？」


    　一瞬、沈黙が訪れる。


    「……ゴメンナサイ。チョットダケ、チクットスル」


    　アーシェは顔をしかめた。しかし見殺しにはできない。


    「どうすればいいの？」

  


  [image: ]



  
    　蝶ちようは、自分をアーシェの腕に乗せてと言った。アーシェは素直に頷うなずいた。王オウ影カゲ虫ムシのように、いつ[image: ]きばを剝むくかもしれないので、ネロは油断なく成り行きを見守る。仄ほのかに光る羽をつまんで、アーシェは自分の腕の上にそっと蝶を乗せてやる。


    　蝶の口元から、発ぜん条まいのように丸まっていた口こう吻ふんがするすると伸びた。


    　針の如ごとく尖とがった口吻の先を、アーシェの肌に突き刺す。アーシェは眉み間けんに皺しわを寄せて、びくっと震ふるえる。それからほんの数秒で変化が起こった。


    　蝶の羽が凄すさまじいほどに輝きだす。


    　青白い光の波が奔流となって広がり、およそ十メートルほど先まで皓こう々こうと照らした。


    　あまりのまぶしさにアーシェが小さな悲鳴を上げる。ネロも目を開けていられなかった。閉じたまぶたを青い光線が貫つらぬいてくる。


    　しばらくして、蝶の放つ光は、角灯ランタンと同じくらいの明るさにまで落ち着いた。


    「アア、美お味いシカッタ。ゴチソウサマ」


    　蝶はいつの間にかアーシェの腕から離れていて、軽やかに宙を舞っていた。


    「僕ハ月ゲツ光コウ揚アゲ羽ハ。ヨロシク。君タチ、ドコヘ行クツモリ？」


    「どこへって……」ネロが答える。「僕たちは城から離れた安全な場所まで逃げたいんだ。この城には悪い奴やつら……つまり、賊ぞくが侵入したんだよ。この通路は、城のいろんなところに通じているらしいけど、外へ逃げるための抜け道みたいなのはあるの？」


    「アルヨ。案内スル？」


    「ほんとに？　う、うん、頼むよ！」


    「今マデハ駄目ダッタヨ。オ嬢様ヲ外ヘ連レテッチャイケナイッテ言ワレテタ」


    「言われてた？　それは、ミドナさんに？」


    「ウン。デモサッキ、ゴ主人様カラ声ガ届イタヨ。モウ連レテッテイイッテ」


    「ママが……!?」


    　ミドナはアーシェが外の世界に行くことに反対だった。だから外への抜け道を使えないように月光揚羽に命じていたのだろう。しかし、命尽きる前に、外の世界へ踏み出す我わが子のために、ミドナは手配をしていた。できうるすべてのことをしたのだ。


    「ソウイウコト。ダカラ僕、コノ地下通路ヲ案内スル。ツイテキテ」


    　月光揚羽は光の鱗りん粉ぷんを振りまきながら、通路の先に向かって飛んでいく。ネロとアーシェは急いでそのあとに続いた。
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    　地下通路は基本的に一本道のようで、一度角を曲がると、あとはほぼまっすぐの道がどこまでも続いた。


    　やがて大きな部屋に出る。入ってきたのと同じような出入り口がいくつもあった。おそらくここが地下通路の中心となる分岐点なのだろう。月ゲツ光コウ揚アゲ羽ハに導かれて、そのうちの一つに入っていく。


    　また延々と進んだ。


    　階段の上り下りがいくつもあって、疲れた身体からだには酷な道のりだった。


    　しばらく行くと、正面に大きな木の扉が立ち塞ふさがった。


    「コノ扉ヲ抜ケル。長イ長イ通路ヲ進ム。谷ノ中ノ秘密ノ場所ニ出ラレルヨ」


    　その場所からなら、不ふ帰きの谷の外まで迷わずに出られるらしい。


    　ネロは扉の取っ手を握る。だが、鍵かぎがかかっているようで、取っ手は動かなかった。


    「扉ヲ開ケルニハ、秘密ノ合図ガ必要ダヨ」


    「……秘密の合図？」


    　特定の回数、扉をノックしなければならないのだという。ネロは、月光揚羽の言うとおりに扉を叩たたいた。まず二回、次に五回、そして三回。


    　胸を高鳴らせながら、もう一度、取っ手を握った。思いっ切りひねる。


    　しかし、取っ手は相変わらず動かなかった。


    「え……？」右に左に、力を入れて回してみるが、ガチャガチャという音に拒絶されるだけだった。「開かないじゃないか……！」


    「アレ？　ジャア、三回、七回、十一回、叩イテミテ？」


    　言われたとおりに、指折り数えて、扉をノックする。だが結果は同じだった。


    「ダヨネ。ソレハ宴うたげノ間ヘ続ク扉ノ合図ダッタハズダシ……」


    「ちょ、ちょっと、どうなっているの？」


    　月光揚羽はしばらく黙り込んで、それからこう言った。


    「忘レチャッタ。ココノ扉ノ合図」


    「忘れたって、君……ッ！」


    　ネロは思わず声を荒らげる。冗談じゃない。ここまで希望を持たせておいて、今さらそんなのあんまりじゃないか。アーシェもがっくりと肩を落とした。


    　ネロはストームブレイドを抜き、魔剣の力を発動させる。身体中に力が満ちる。その力をもって、思いっ切り扉に体当たりしてみた。肩に激痛が走る。扉は大きな音を立てて振動したが、しかし傷一つ入らなかった。アーシェから戦[image: ]ウオーハンマーを借りて、渾こん身しんの力で叩きつけてみる。さすがに扉の表面が凹へこんだが、それだけだった。


    　不意に、あの耳鳴りが始まる。短い音が何度も繰り返す。こんなときになんなんだと、ネロは耳を押さえて、苛いら立だたしげに頭を振った。耳鳴りはそれでやんだ。


    　その後、何度も扉を殴りつけてみたが破壊には至らなかった。これは相当に頑丈そうだ。


    　ストームブレイドを収め、はあはあと肩で息をするネロに、月光揚羽はゴメンネと謝った。


    「秘密ノ裏口ヘ続ク扉ノ合図ナラ覚エテルケド、ドウスル？」


    　城の裏側の城壁に、秘密の通路の出口がこっそり隠されているという。


    「アーシェさん、この城の出入り口って、あの大きな正門以外にあるんですか？」


    　アーシェは、ううんと、首を横に振った。


    「城を囲う城郭から外に出るには、あの正門を通るしかないはずよ。秘密の通路のことは、私もよく知らないけれど……」


    　となると、兵士たちは間違いなく正門で待ち構えているだろう。


    　彼らの知らない出口があるなら利用しない手はない。


    「ただ、城の外に出られたとして、その次は無事に谷へと逃げ込めるかどうかですよね。兵士たちが正門の守りだけを固めていて、谷の出入り口に見張りを置いていなければいいんですけれど……」


    　すると月ゲツ光コウ揚アゲ羽ハが自信たっぷりに言った。


    「大丈夫。秘密ノ裏口ノ近クニハ、秘密ノ出入リ口ガアルヨ」


    「は？　裏口に、出入り口……？」


    「裏口ノソバニ出入リ口ガアルンダヨ」


    　それではさっきと言ってることが一緒だ。まるで説明になってない。


    「イイカラ、ツイテキテ！」


    　月光揚羽は、ここまでの道のりを勝手に引き返していった。


    　なにを言っているのかわからないし、そもそも信用していいのか不安になってきたが、月光揚羽に置いていかれるとネロたちは闇やみの中に取り残されてしまう。やむを得ず、ついていく。
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    　城内を探索していたモーガンは、廊下の先のほうから聞こえてきた緊張した声に足を速める。そして中庭に出た。


    　広々とした中庭の中央に井戸があり、その近くに四人の兵士がいる。そのうち二人は、芝しば生ふの上に力なく横たわっていた。そばまで寄っていくと、モーガンに気づいた兵士が姿勢を正して報告した。謁えつ見けんの間の奥にある塔内で、負傷し、気を失った二人の兵士を発見したという。モーガンは倒れている二人の兵士を見た。


    「マディとカーズか。命に別状はなさそうだが、ずいぶんと派手にやられたな」


    　一人は上下の前歯が何本もへし折れているし、もう一人は右目の辺りが焼け爛ただれている。


    「副隊長、こいつらいったい誰だれにやられたんでしょう。まさか罪人の小僧の仕し業わざですかね？」


    　それともこの城には、なにか恐ろしい魔物が潜ひそんでいるのではないでしょうかと、その兵士は首をすくめて身み震ぶるいした。先ほどの谷で遭遇した、王オウ影カゲ虫ムシのような化ばけ物ものが──。


    　その可能性はある。しかしモーガンは、倒れている兵士たちの傷を見て、人為的なものを感じた。片方の兵士は太ももから出血していたが、ズボンに開いた小さな穴は、細剣レイピアなどの鋭い武器で突き刺された跡のようだ。


    「実際のところは、やられた本人たちに話を聞かねばわからぬな。仕方ない。水をかけて目を覚ましてやれ」


    「わかりました」


    　命令を受けた兵士が釣つる瓶べの縄を引いて井戸水を[image: ]くみ上げる。


    　その水を、倒れている兵士たちの顔に注ごうとするのを、モーガンは「待て」と止めた。


    　釣瓶の桶おけの水に、かすかに煤すすのようなものが浮いているのが目に留まったのだ。


    「貸せ」兵士から桶を受け取る。水に顔を近づけてみる。角つの人びとであるモーガンの嗅きゆう覚かくは、人間にはわからないかすかな松まつ脂やにの匂においを感知した。


    　なぜ、水に松脂が？　どういう経緯で？


    　モーガンは自身の手に握られている松たい明まつに目をやる。たとえばこの松明の先端には、松脂をたっぷりと染み込ませた布が何重にも巻かれている。そのため、長時間燃え続けるのだ。


    　井戸の中に松明をかざしてみる。


    　井戸は深く、底のほうはぼんやりとした影に包まれている。


    　モーガンは松明を咥くわえ、驚く兵士たちに構わず、縄を伝って井戸を下りていった。


    　水面の間ま際ぎわで松明の明かりを一周させる。モーガンはすぐに水の中の横穴に気づいた。


    　躊躇ためらいなく、水の中に飛び込む。彼女の身体能力は、籠手ガントレツトと脛当てグリーブを装着したままの水泳を可能とする。


    　横穴を抜けると、水面から顔を出せた。真っ暗でなにも見えないが、そこに空間が広がっているのは間違いなさそうだ。


    　城とは基本的に攻撃されることを前提に造られている。万が一のための脱出経路を確保するのは築城の際の常道だ。おそらくこれは、そのための場所であろう。


    　モーガンは再び横穴を潜くぐり抜ける。釣瓶の縄を上って地上に戻ると、兵士の一人に命じた。


    「お前、服を脱げ」


    「はぁ？　な、なぜですか？」


    「いいから早くしろ」


    　モーガンはもう一人の兵士に、予備の松明と、火つけの道具である火打ち石、火打ち金、火口を用意させ、さらにこう命じた。


    「お前たちは、ほかの者たちを集めて城から出ろ。城内の捜索はいったん中止だ。城の外を見張れ。いいな」


    　松明とその他の一式を、脱がせた兵士の服で厳重に包む。わずかの間なら、水に潜ってもこれで濡ぬらさずにすむだろう。釣瓶の縄を下り、横穴を抜けて、手探りで足場を探す。階段のようなものを見つけ、水から上がった。


    　闇やみの中で籠手ガントレツトを外はずす。何百回、何千回と繰り返した動作なので、指は戸惑うことなく装着具を外していく。


    　ぐるぐる巻きの兵士の服を広げ、手を拭ぬぐってから中を確かめる。濡ぬれてはいなさそうだ。


    　モーガンは火打ち石を鳴らして松たい明まつに火をつけた。


    　周囲の様子をうかがう。細長い通路だ。そして通路の隅に、濡れて火の消えた松明が転がっていた。これが本当に外への脱出経路なのかはまだわからない。入り口を巧妙に隠された秘密の地下空間ではあるが、城主が財宝を隠すために造らせた場所という可能性もある。だが大事なのは、この通路を逃走者である少年が通っていったかどうかということだ。


    　モーガンは床に明かりを近づけた。


    　かすかに埃ほこりが積もっている。


    　松明の炎がゆらりと揺れた。長きにわたる鍛錬で研ぎ澄まされたモーガンの皮膚感覚は、ごく小さな空気の流れを敏感に察知した。


    　きっと通路のどこかに通気口がいくつも開いているのだろう。そこから外の空気と一緒にわずかな砂すな埃ぼこりが流れ込んでくる。それがこうして床に溜たまっていったのだ。この城がいつ造られたのかは不明だが、相当に長い年月を経ていると思われる。


    　その床の埃に、いくつもの足跡が残っていた。


    　ついたばかりと思われる跡だ。誰だれかがつい最近、この通路を通った。


    （それが少年だとして、なぜこの通路のことを知っていたのか）


    　足跡は一人分ではなかった。誰かが、もう一人いた。


    （この城のことに詳しい……この城に住んでいた者か？　少年に協力しているのだろうか）


    　兵士たちを倒したのは、あるいはその協力者かもしれないなとモーガンは思った。


    　籠手ガントレツトを再び装着すると、モーガンは厳重に周囲を警戒しながら足跡をたどっていく。そして、自分はいったいなにがしたいのだろうと、今回の任務を受けたときから続けてきた自問自答をまた繰り返した。


    （私は子供たちを捕らえたいのか？　それとも……）


    　任務に成功すれば、それは出世に繫つながる。手柄のほとんどは隊長に取られてしまうのだろうが、モーガンのような下級貴族の者は、そうやって少しずつでも手柄を稼いでいかないと、いつまで経たっても出世は望めない。


    　家柄は低いが、角つの人びととしてはほぼ最上級の存在である二本角のモーガンは、三本角から五本角の上級貴族たちに常に煙たがられている。出世して、せめて一つの隊を任されるくらいになれば、今までよりももっと手柄を上げられるようになる。二本角の力を存分に発揮すれば、いずれ爵しやく位いを得ることも夢ではないはずだ。それはモーガンの一族の長年にわたる悲願でもある。


    （だが、そのために罪もない子供たちを死に追いやらねばならぬとは……）


    　割り切れぬ思いを胸に、それでもモーガンは先へと進んでいく。
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    　ネロたちは先ほどの分岐の部屋まで戻った。


    　今度は別の通路を進む。相変わらずの一本道で、さっき通った通路よりもだいぶ短かった。二階分ほどの階段を上ると、また木の扉にぶつかる。


    「五回、七回、三回、叩たたイテ。今度ハ大丈夫ダヨ」


    　ネロは不安を覚えながら、言われた数だけ扉をノックした。


    　ガチャッと音がした。


    　取っ手を引っ張ると、扉はゆっくりと開いた。とても分厚い扉で、重量もかなりのものだった。なんとか人が通れるくらいまで開けて、滑り込むように奥へと進む。


    　扉は念のために閉めておいた。鍵かぎのかかる音がして、取っ手は動かなくなった。


    　その先は狭い空間だった。五歩も行かぬうちに壁にぶつかる。


    　両手に乗っかるくらいの石がびっしりと積まれたその壁に、細長い小さな穴が開いていた。


    　そこから光が漏もれてくる。


    　これは──外の明かり、月明かりだ。


    　ここが月ゲツ光コウ揚アゲ羽ハの言っていた秘密の裏口というわけか。


    （……でも、こんな小さい穴じゃ、外には出られないじゃないか！）


    　まさか自分専用の裏口に案内したのではないだろうなと、ネロは月光揚羽を睨にらみつける。月光揚羽は、なにも問題ないとばかりに、ひらひらと宙を旋回している。


    「ソノ壁、手デ簡単ニ壊セルヨ？」


    「……え？」


    　ネロは細長い穴に指をかけて、ぐっと力を入れてみた。


    　パキッと乾いた音を立て、壁の石の一つがぐらりと揺れた。


    　生え替わる寸前の乳歯が抜けるような感触。


    　そして石は、壁の向こうにぼとっと落ちた。しまった！


    　息を殺してじっとする。


    　だが、なにも起こらなかった。誰だれかに気づかれた様子はない。


    　横にいるアーシェが、ほっとしたようにため息をついた。


    　ネロは慎重に壁の石を外はずしていく。首が通るくらいの大きさまで穴が広がると、そっと顔を出して周囲をうかがった。


    　月が中天にかかっているのか、外はさっきの中庭よりもさらに明るい。


    　ここはどうやら城の外を囲う城郭の内部に作られた空間のようだ。


    　扉の前にあった階段で、ネロたちは地上まで上がってきていたのだ。眼前には城の外側の景色が広がっていた。


    　右、左と首を動かす。


    　兵士の姿は見渡す限りにはなかった。


    「アノ壁ダヨ」


    　月ゲツ光コウ揚アゲ羽ハが言う。


    　視線の先にあるのは不ふ帰きの谷の断だん崖がい絶壁。


    　あの断崖の壁のどこかに〝秘密の出入り口〟があり、後ろの扉と同じように特定の回数でノックすれば、谷の中の安全な場所まで行けるようになるのだそうだ。


    「ノックの回数、また〝忘レチャッタ〟なんてことはないだろうね……？」


    「大丈夫、チャント覚エテル。十三回、三回、十三回デ絶対ダヨ」


    「君には秘密の出入り口の正確な場所がわかるんだね？」


    「モチロン」


    　ネロは考える。


    　目立たないように、足音を立てないように歩いても、ここから断崖までは三十秒ほどでたどり着くだろう。秘密の合図であるノックをする時間を入れても、およそ一分──たった一分でこの危機から逃のがれられる。それはとても魅力的な話だった。


    「わかった、信じるよ。でも、君と一緒に外に出ると、かなり目立つなぁ。その光る羽、少しの間だけでもなんとかならない？」


    「ナルヨ」


    　月光揚羽の羽がすーっと光を失う。


    　輝きをなくした羽は黒く染まり、普通の揚あげ羽は蝶ちようと見分けがつかなくなる。


    「うん、これなら問題ないな。それじゃあアーシェさん、壁を崩すのを手伝ってください」


    　アーシェは期待に胸をふくらませるように頷うなずいた。


    　ネロは城郭の石を一つ一つ崩し、それをアーシェに渡す。アーシェは通路の後ろにそれを積んでいった。


    　作業をしながらもネロは注意を怠らない。


    　しかし、作業の小さな音に気づいて兵士がやってくるようなことはなかった。


    　ついに人が通り抜けられるくらいの大きさの穴となる。


    　ネロが先にその穴を潜くぐった。アーシェも恐る恐るあとに続く。


    「行きましょう、アーシェさん。足音に注意してくださいね」


    「う、うんっ」


    　月光揚羽が先導し、ネロたちは断崖に向かって歩いていこうとした。


    　静せい謐ひつな夜を乱さないように、ゆっくり、急いで。


    　だが。


    　ネロたちの努力は無駄となった。


    　突如後ろで凄すさまじい音が爆発した。


    　ネロは振り返る。


    　今し方潜くぐり抜けた穴から、木こっ端ぱ微み塵じんになった扉が木片となって飛び出してきた。


    「きゃあッ！」


    　アーシェが思わず悲鳴を上げた。


    　ネロは我わが目を疑う。


    　あの重厚な扉を壊したのは人だった。


    　手にはなにも持っていない。籠手ガントレツトが装着されているだけ。


    　素手で壊したというのか？　そんな、馬ば鹿かな。


    　破壊者は足元から松たい明まつを拾い上げる。


    　穴を潜って月明かりの下に姿を現す。


    　女だった。


    　軍服を着ていた。


    　見ただけで位の高さが伺うかがえる、豪ごう奢しやと威厳を兼ね備えた軍服だ。


    　だがそんなことよりも、彼女の顔には大きな傷きず痕あとがあり──


    　なにより、頭から二本の角が生えていた。
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    「鍛か冶じ職人アルベルトの息子むすこか？」


    　女が尋たずねてくる。


    　二十代中なか頃ごろの女で、大人の女性の体つきに、軍人らしい[image: ]たくましさが共存している。


    　顔の真ん中には、斬きられた痕あとのような大きな古傷が、強つわ者ものの証あかしらしく堂々と刻まれていた。


    　だがネロの目は、彼女の頭の角に注がれた。


    （初めて見た──角つの人びとか！）


    　正式には〝有ゆう角かく種しゆ〟と呼ばれる者だ。


    　かつて魔導帝国を討ち滅ぼした強化人間の末まつ裔えいである。


    　大陸のすべての国は、それぞれの有角種の王族によって統治されていた。一部の例外を除き、有角種はすべて貴族階級であり、強大な権力を持って、角のない〝ただの人〟の上に君臨していた。いわば、魔法使いに代わる現代の支配者だ。


    　ネロは慌ててストームブレイドを抜剣する。


    　囁ささやくように指示した。


    「アーシェさん、後ろに下がっていて……ッ」


    「う、うん」


    　ネロは臆病な兎うさぎのように、まずは慎重に相手を観察する。


    　女の姿は、ネロには少し奇妙に見えた。甲冑プレートアーマーの腕と脚の部分──籠手ガントレツトと脛当てグリーブだけを軍服の上に装備している。なぜ、そこだけを守っているのだろう。胸とか頭とか、そういう人体の急所を守るほうが大事じゃないのだろうか。女が身体からだをほぐすように肩を回すと、籠手ガントレツトの接合部分がカチャカチャと音を立てる。


    　右に左に首を動かして、コキコキと鳴らすと、女のほうもネロを見つめてきた。


    　互いの視線が重なり合う。


    　醒さめた目つきだった。


    　なにを考えているのかまったく読めなかった。なにも考えていないのかもしれない。心のない人形と目を合わせているような気分になる。


    「私の名はモーガン。モーガン・フォルスタインだ」


    　女が名乗った。


    「鍛か冶じ職人アルベルトの息子むすこネロだな？　間違って別人に大怪け我がをさせるわけにはいかないから答えてくれないか」


    　答える義理はないが、彼女が自分に対して礼を払っているように思え、つい頷うなずいてしまう。


    「そうか、答えてくれてありがとう」


    　モーガンは松たい明まつを放ほうり投げ、腰を落として体勢を低く構える。


    　力を溜ためているのだと、ネロにもわかった。


    　緊張が高まる。


    「では、ゆくぞ」


    　地面を勢いよく蹴けって、モーガンは走りだす。


    　ネロの意思も高ぶり、魔剣の力が発動した。世界がゆっくりになる。


    （……え!?）


    　ネロは驚いた。そして、ゾッとした。


    　ゆっくりの世界に呑のみ込まれてもなお、モーガンは、今までネロが戦った兵士たちとは比較にならない速さを残していた。


    　まるで身体中に絡からみつく、ゆっくりの世界の呪じゆ縛ばくという鎖を引きずりながら、強引に突き進んでいるかのようだ。


    　角つの人びとである彼らは、ただの人とは身体能力の桁けたが違う。頭の角の数が少ないほど、その力はただの人を遥はるかに凌りよう駕がし、かつて一騎当千の強さを誇った生物兵器の末まつ裔えいであることを知らしめている。


    　ネロの聞いた話では、五本角が、角人の中では最下級の力しかないという証あかしらしいが、それでも、ただの人が血の滲にじむような鍛錬の末にようやく得られる強さを、年とし端はもいかぬ子供の頃ころからすでに持っているという。


    　二本角の角つの人びとである彼女の身体能力は、それをさらに上回っているはずだ。


    　しかし速さだけならネロには及ばない。ネロのほうがまだ速い。


    　互いの距離が縮まってもモーガンの足は止まらなかった。両腕の籠手ガントレツトで頭部の守りを固めて迫り来る。これは──体当たりをするつもりなのか。


    （力勝負じゃ、多分勝ち目はない……！）


    　ネロは迫り来るモーガンを右にかわす。相手の左側に回り込んで、すれ違いざまにストームブレイドを突き入れた。致命傷にはならないであろう、脚を狙ねらって。


    　だが、モーガンの左腕の籠手ガントレツトが電光石火の速さで動き、ストームブレイドの剣先を払いのけたのだ。同時に彼女は、左足を軸に急旋回しながら急停止する。ストームブレイドを払った左腕を伸ばして、ネロの右手首をつかむ。


    　突きを外はずされたことに驚き、ネロの思考が一瞬止まった。


    　その一瞬でネロは捕まっていた。さらにモーガンの右腕がネロの右上腕に絡からみつく。ネロの右腕は、手が上を向き、肘ひじを直角に開いた状態で固定される。


    （くっ……！）


    　ネロは抵抗を試みる。が、モーガンは直角に固定したネロの腕を、レバーを倒すように後ろにひねった。肩の関節が可動域の限界に迫り、その痛みにネロの息が止まる。背筋に冷たいものが走る。まずい、まずい、これ以上、力を入れられたら……！


    　肩への負荷に逆らえず、ネロの身体からだがのけ反ぞっていく。抵抗するどころではない。


    　と、耳元に、モーガンが口を寄せてきた。


    　ゆっくりの世界では、相手の声もゆっくりとなっていた。


    〝少年、私を殺す気でこい〟


    〝隙すきあらば殺せ〟


    　え……？


    　ネロは我わが耳を疑う。殺せ、だって？


    〝ためらえば後悔するぞ〟


    　モーガンの右足が大きく前に振り上げられる。


    　そして振り子のように──のけ反ってぶるぶると震ふるえるネロの右脚を勢いよく刈った。ネロの足は地面を離れ、身体が真っ逆さまになるまで跳はね上げられる。


    　宙に浮きながらネロは混乱していた。父親からもらった拳げん骨こつはとても痛かったし、村の悪ガキに殴られたときはボロボロにされて気を失いそうになった。でも、こんな痛めつけられ方は初めてだった。村の者たちとモーガンでは強さの質が違う。戦うことを生なり業わいとしている者の強さを思い知らされた。ネロは地面に頭から落ちる。


    　目から火花が散った。


    　後頭部に激痛が走り、意識が飛びそうになる。


    　それでもストームブレイドは手放さなかった。だから、そのことに気づくまで、実際には二、三秒もかかっていない。


    　ネロは自分の右腕を見て、ハッとする。


    　いつの間にかモーガンの拘束から解放されていた。


    　気づくやいなや転がるように距離を取って跳はね起きた。モーガンはなにもせず、ただ立っていた。が、ネロが起き上がると、それを待っていたかのように、また腰を落として構える。


    （格闘術レスリングってやつか。よくは知らないけれど……）


    　優れた戦士は、戦場で武器を失ってもまだ戦える。素手で敵を倒す技術、それが格闘術レスリングだ。


    　その話を聞いたとき、ネロは眉まゆ唾つばだと思った。武器を持った相手に素手でかなうわけがないと。しかし今、その考えを改める。これは熟練次第では充分に人を殺せる技だ。


    （さっきだって──あの人がその気だったら、僕はもう終わっていた）


    　手加減された。ネロの肩の関節を外はずしてから投げてもよかったのだ。そうされていたら、もうネロはまともに戦うことができなかっただろう。


    　なぜ手加減されたのかはわからない。だが、彼女の氷のように冷たい瞳ひとみが物語っていた。


    　次はない、と。


    　もう一度、あの手につかまれたら、今度こそおしまいだろう。


    　少し離れたところから、アーシェが心配そうにネロを見つめていた。今ここでほかの兵士たちがやってきたら、アーシェは一人でも逃げられるだろうか……。一刻も早くこの場をなんとかしなければならない。


    〝いくぞ〟


    　モーガンが一言発し、走りだす。またも一直線に、ネロに向かって。さながら、怒り高ぶる暴れ牛の如ごとく。モーガンと共に、目に見えぬ圧力のようなものが迫ってくる。


    「うっ……うわあああッ！」


    　ネロは悲鳴を上げながら身をかわした。どこまでも追いかけてくるモーガンを右に、左に。しかし、かわすだけでは状況は変わらない。かわしながら思った。この人は強い。殺さずに倒すことなんてできない。そんな手心を加える余裕はない。


    　彼女の強さは格闘術レスリングだけではなかった。


    　分厚い扉を木こっ端ぱ微み塵じんにする怪力──モーガンの、二本角の身体能力は、一発の打撃すら一撃必殺の技と成しているだろう。あの籠手ガントレツトと脛当てグリーブは、彼女の戦闘スタイルにもっとも適した防具であり武器なのだ。


    　モーガンはネロから決して視線を外はずさない。


    　なにも言わずとも、その目が先の言葉を繰り返して述べる。


    〝殺す気でこい〟


    〝ためらえば後悔するぞ〟


    　ネロは理解した。この角つの人びとを相手に、たとえ魔剣を手にしていたとしても、自分のような素しろ人うとが加減などできるはずもないと。


    　全力で挑むしかない。


    　その結果、殺してしまうかもしれない。


    　しかしネロは負けるわけにはいかないのだ。負ければ捕まり、捕まればアンゼリカを蘇よみがえらせることも叶かなわなくなる。それだけは絶対に駄目だ！


    　ネロは立ち止まり、あらん限りの勇気を振り絞って、一気に攻撃に転じた。


    　迫り来るモーガンに向かって全力で突っ込み、ストームブレイドを突き入れたのだ。ゆっくりの世界のモーガンには、まさしく刹せつ那なの出来事だっただろう。切っ先が虚こ空くうを貫つらぬく。狙ねらうは──。


    　ネロの手に、ずぶりと肉を突き刺す感触が伝わる。


    　ストームブレイドの切っ先がモーガンの腹部を深々とえぐり、背後まで貫いた。


    （ああ、ついに僕はやってしまった……）


    　やむを得ぬのだ、しょうがなかったのだと、自分に言い聞かせる。


    　それでも苦い思いを禁じ得ないのは、モーガンに対し、怒りも憎しみも感じることがなかったからだろう。罪人の息子むすこと見下す様子もなく、戦う前に忠告までしてくれた。彼女の人柄に、ネロは敬意に近い感情を抱いだいていた。逃げる者と追う者という立場ではなく出会っていれば、きっといろんな意味で好きになっていたはずだ。それが悔やまれる。


    　ストームブレイドを引き抜くと、赤く濡ぬれた刀身が現れ、罪悪感がまた疼うずいた。


    　だが。


    　そんなことを考えるネロは、自分がミスを犯していることに気づいていない。


    　命のやり取りの場では、最後の最後まで決して気を抜いてはいけないのだ。戦いに心を残しておかなければならない。


    　ネロは、人がどれだけの負傷で死に至るかを熟知しているベテランの戦士ではなかったし、角人の肉体がいかに頑丈で、いかに優れた自然治ち癒ゆ力を有しているかも知らなかった。


    　だから、つい──これで戦いは終わったと勘違いしてしまったのだ。


    　モーガンの身体からだは糸の切れた操り人形のようにぐらりと傾き、前のめりに倒れつつあった。


    　その瞳ひとみが、ギラリと光る。


    　両腕を大きく広げ、地を[image: ]はうような低い姿勢で疾駆し、一気に距離を詰めてきた。ネロは完全に意表を衝つかれる。そんな、まさかと思っただけでもう時間切れ。逃げなければと気づいたときには手遅れだった。


    　モーガンの頭が、頭突きが、ネロの胸元にぶち当たる。


    　心臓が止まりそうなほどの痛みに、ネロの顔が苦く悶もんに歪ゆがむ。


    　その間にモーガンの両手は、機械仕掛けのように正確に、かつ素早く動いた。ネロの両脚を抱かかえ、手前に引っ張るように持ち上げる。左右の脚を小こ脇わきに抱えるように持たれ、ネロは宙ぶらりんになった。上体がひっくり返り、天地が逆さになる。


    　頭が地面に激突する前に、横方向への加速が始まった。


    　ネロの脚を抱えたまま、モーガンは自分を軸にぐるんと回ったのだ。一回転、二回転、三回転──


    　そして城郭に向かって放ほうり投げる。


    　蓄えられた遠心力が、大砲の弾のようにネロを撃ち出した。


    　放物線を描いて宙を飛ぶ。高く、遠く。だが、ゆっくりと。


    　ネロは自分が急にゆっくりの世界に呑のみ込まれたような気がして驚く。


    　肌をこする空気の流れで、自分がどれほどの速さで飛んでいるのかは察せられた。


    　このとき、ネロはようやく〝ゆっくりの世界〟の正体を理解した。


    （世界が遅くなったんじゃない。僕のすべてが速くなったんだ……！）


    　あらゆる身体能力が数倍に増した。それに加えてネロの精神が、感覚が、思考速度が加速した。だから相対的に世界がゆっくりになったのだ。


    （このままだと頭から城郭にぶつかる……！）


    　慌てて両腕で頭を抱えるように守る。必死にもがいて身体からだの向きを変えようとする。


    　その直後、石の城郭にネロは衝突した。


    　頭部と壁との直撃はなんとか避けられたが、右肩から背中にかけてを激しく打ちつけた。骨が粉々になりそうなほどの衝撃だ。脳が揺さぶられ、頭の中がすーっと白くなる。


    



    　焦点の合わない視界の中。


    　地面が見えた。


    　やけに離れている。


    　家の二階の窓から見下ろしているみたいだ。


    　すごい速さで地面が迫ってくる──。


    



    　新たな衝撃がネロを襲った。落下して、地面に叩たたきつけられたのだ。全身を駆け巡る痛みによって、遠のきかけた意識が引き戻される。今の自分の状況を思い出す。


    　急いで立ち上がろうとするが、手足がぶるぶると震ふるえるだけで思いどおりに動いてくれなかった。身体中に満ちていた力の充実感が消えていた。ハッとする。右手が空からだ。城郭にぶつかったとき、ストームブレイドを落としてしまった!?


    　ネロは混乱し、冷静さを失いかける。


    　そのとき、遠くのほうから鋭い声が上がった。


    「モーガン副隊長、その小僧が重罪人の息子むすこか!?」


    　ネロがハッと振り向くと、モーガンと同じような軍服を着た男が、数人の兵士を従えてこちらに向かってきていた。モーガンは直立し、「そのとおりです、クルツ隊長」と答える。


    　クルツ隊長と呼ばれた壮年の男は、ネロとは一定の距離を取って立ち止まった。


    　彼もまた角つの人びとだった。金髪の下から四本の短い突起が覗のぞいていた。


    　長く、太く、豪壮で、気性の荒い水牛を思わせるモーガンの角と比べると、彼のものはまるで子羊のようだ。


    　[image: ]はいつくばったネロを見て、クルツはふんと鼻で嗤わらう。


    「モーガン副隊長、貴様が小僧を痛めつけたのか？」


    　モーガンは再び答える。「はい、クルツ隊長」


    「そうか。こいつのせいでこの私が、わざわざこんな場所にまで足を運ぶ羽目になったのだ。もっと痛めつけてやってもいいが──」クルツはネロに呼びかける。「小僧、貴様が私に慈悲を請こうなら、楽に死なせてやってもいいぞ。どうだ？」


    　ネロは地に伏しながら無言でクルツを睨にらみつけた。この男が父と妹を殺した奴やつの親玉なのだ。


    「やれやれ、無礼者に施ほどこす慈悲はないな」


    　クルツはまた鼻で嗤った。それから辺りを見回して、離れたところで愕がく然ぜんと立ち尽くすアーシェに目をやる。「モーガン副隊長、その娘はなんだ？　まさか重罪人の娘ではないだろうな。かの娘の年は六歳と聞いているぞ」

  


  [image: ]



  
    「その人はアンゼリカじゃない！」


    　ネロは渾こん身しんの力を振り絞り、必死に上半身を起こして膝ひざをつく姿勢になる。


    　月ゲツ光コウ揚アゲ羽ハと一緒に秘密の出入り口へ逃げるよう、アーシェに目で合図した。とりあえずアーシェさえ無事なら、ネロの希望は繫つながる。ネロ一人だけなら、この場から逃げだすことも可能かもしれない。


    　そして、込み上げる怒りを言葉にして吐き出した。


    「妹は──お前らに、殺された」


    　クルツは、ほう、と呟つぶやく。「谷に逃げ込む子供らを矢で射たという報告は受けている。そうか、死んだか。ならば死体を回収しなくてはな」


    　こともなげな言い方だった。


    　衝動がネロを襲った。


    　憤激の念がマグマと化して、腹の底で煮えたぎった。


    「その死体はどこにある──と訊きいても答えないのであろうな。ならば答えたくなるまで痛めつけるまでだ。モーガン副隊長、小僧の指をへし折れ。一本ずつだぞ」


    　さて、指何本で心が折れるかな──クルツは、我われながらうまいことを言ったとばかりに、得意げな笑えみを浮かべる。ほかの兵士たちも、罪人の息子むすこにかける情けはないのか、期待のこもった眼まな差ざしをモーガンに向けた。


    　モーガンはうつむいたまま動かなかった。


    「どうした、モーガン副隊長！　私の命令が聞こえなかったのかッ？」


    　苛いら立だつクルツの声がモーガンを責めたてる。


    　モーガンは「いいえ、クルツ隊長」と言い、ネロの前までゆっくりと歩いた。


    　そして、ネロにだけ聞こえるような声で囁ささやく。


    「言っただろう、少年、ためらえば後悔すると」


    　抑揚のない醒さめた声だ。だが、そのとき彼女の顔が、ほんの一瞬、辛つらそうに歪ゆがんだ。まるで後悔しているのはモーガン自身であるかのように。


    　軍服の赤く染まった部分、穴の開いた腹部に手を当てる。


    「この程度の傷では、二本角である私は止められない。腹ではなく、心臓を一突きにしていれば少年の勝ちだったのにな」


    　あのときネロは最後の最後でためらった。


    　そして心臓から狙ねらいを外はずした。


    　腹を突き刺しても死なないかもしれない。でも、かなりの深手であることは間違いない。


    　だったら、それでいいじゃないか。要は相手を戦闘不能にすればいいのだ。


    　死ななかったら死ななかったで──。


    　そう考えてしまった。


    　そして、心の奥底では、〝できれば死なないでくれよ〟と祈ってしまった。


    （僕は甘かった。この人を甘く見ていた……）


    　ストームブレイドの切っ先は前から後ろまで貫通した。いくら死ななくても、死ぬほど痛かったはずだ。それでもモーガンは前に踏み出した。戦うことをやめなかった。


    　不ふ撓とう不屈の精神力といわざるを得ない。角つの人びとの身体能力ではなく、ネロはモーガンの心に負けたのだ。


    「少年、悪いことは言わない。できるだけ早く妹の遺体の場所を白状しろ。苦痛から救われたいと思うことは決して恥ではない。いくら耐えても──可哀かわい想そうだが、それは無駄な努力だ」


    　モーガンはしゃがんで手を伸ばす。


    　ネロは恐怖に駆られ、尻しりを地面で擦こするように退ひく。だが腕をつかまれた。籠手ガントレツトの硬く冷たい感触にゾッとする。


    　モーガンはネロの小指を握った。


    　号令が飛ぶ。「やれ、モーガン副隊長！」


    　しかし、モーガンはその命令を実行できなかった。


    　ネロの小指を握る手に力を入れる寸前、それを制止する声が絶叫のように響いたのだ。


    「待って！　もうやめて！」


    　アーシェが駆け寄ってくる。


    　その左目が青白い光を放ち、頰ほおの上を蔓つるの文様がうねっていた。


    



    　　　　　　　　　　６


    



    　モーガンはビクッと身体からだを震ふるわせ、つかんでいたネロの手を地面に落としてしまった。


    　急いで立ち上がり、アーシェに向かって緊張した構えを取る。


    　クルツの瞳ひとみが、目め尻じりが裂けんばかりに開かれた。


    「その目、その文様……貴様、魔法使いか。魔女か……!!」


    　恐怖に満ちた声で叫ぶ。


    　ネロの心は渦を巻く困惑に呑のみ込まれていた。


    　なぜ、逃げなかった？


    　逃げていれば自分は捕まらずにすんだかもしれないのに。


    「モーガン副隊長、魔女に魔法を使わせるな！」


    　クルツは怯おびえて逃げるように退ひく。遠巻きに成り行きを眺めていた兵士たちが血相を変えてざわめいた。魔女だ……おお、あれが魔女か……あの目、あの光、なんて忌いまわしい……！


    　アーシェはモーガンの目の前に立つ。


    　モーガンは一歩も下がらず、威圧的な低い声で告げた。


    「この距離なら、貴様が魔法を使おうとした瞬間に、私は貴様の命を奪う一撃を叩たたき込むことができる。噓うそだと思うなら試してみるがいい」


    　その言葉が事実であるのは、先ほどのネロとの戦いから明らかだ。


    　だが、モーガンも隊長も勘違いをしている。アーシェは魔法を使えない。


    　しかしアーシェはあえてこう言った。


    「……魔法は使わないわ」


    　今は魔法が使えないと知られれば、クルツたちにとってなにも恐れることはない。問答無用で捕まってしまうだろう。だから噓をついたのだ。


    「ただ、あたしは知りたいの。どうしてこんな酷ひどいことするの？　この子は……そんなに悪いことをしたの？」


    　青く光る瞳ひとみがモーガンをひたと見つめる。


    　モーガンは、すぐには答えなかった。


    　すっと目をそらす。それはまるで、やましいことを隠している子供のようだった。


    「……少年はなにもやっていない。罪人は少年の父親だ」


    「この子はなにもしてないの？　じゃあなんでこの子まで殺そうとするの？」


    「国王陛下のご命令だからだ。鍛か冶じ職人アルベルトと、その血に縁ゆかりのある者すべてを処刑せよと仰おおせになられた」


    　ネロの父親は、成人を迎える前にすでに天涯孤独の身だったという。


    　つまり血縁者といえば、子であるネロとアンゼリカだけだ。


    「王様が……？」


    　話の規模の大きさに、アーシェは面食らったようだ。


    「この子のお父さんは、いったいなにをしたの？　なにかとんでもない罪を犯して、王様を怒らせてしまったの？」


    「父さんはなにもしていません！」家にやってきた兵士は、父親であるアルベルトの〝罪状〟を述べた。だがネロは、それが濡ぬれ衣かでたらめであることをすでに理解している。


    　モーガンは、そんなネロの言葉を聞き流すように、話を続けた。「先月、第一王子であらせられたノーランさまが、十六歳の誕生日をお迎えになった。この地を治める領主は、祝いの品として〝緋ひ緋ひ色いろ鉄てつの剣〟を献上した」


    　緋緋色鉄とは、炎を吸い込んで光り輝くという、不思議な性質を持った金属のことだ。緋緋色鉄で剣を鍛えるには、目が潰つぶれそうになるほどの光を放つまで、徹底的に加熱しなければならない。となると、鍛冶職人には目隠しをして剣を打つ技術が必要となる。そんなことができるのは世界にも数人しかいないという。


    　そのうちの一人がネロの父親だった。


    （父さんは緋ひ緋ひ色いろ鉄てつの剣を作っていた）


    　あまりに強烈な光を放つため、目隠しなしで直じかに見ると、失明する恐れもある。だから作業場には決して近寄るなと言われていた。


    　完成したのは、ちょうど先月のことだ。


    「緋緋色鉄の剣は、魔導帝国を討ち滅ぼした英雄の一人が使っていたと歴史書に記されている。元服を迎えられたノーランさまにふさわしい献上品だった。ノーランさまは緋緋色鉄の剣を大変お気に召し、十日前に臨まれた初うい陣じんに、その剣を持っていかれたのだ」


    　その話を兵士から聞いたとき、そんな馬ば鹿かなという気持ちだった。ネロは父親から聞いていたし、剣に詳しい者なら誰だれでも知っていた。緋緋色鉄の剣は実用するには大きな問題がある。


    　折れやすいのだ。


    　使い方にもよるだろうが、力任せに打ち合えば、刃が欠けるよりも先にぽっきりいってしまうらしい。かつて英雄が使っていたという歴史書の記述は誤りではないかという説もある。王おう侯こう貴族や大商人などが部屋に飾り、ときに炎を吸い込ませ、光り輝くさまを見て楽しむ──そのような工芸品としての価値は充分にあった。希少な品であるため、かなりの高額で取引された。だが、戦場で命を預ける武器には到底なり得ない。


    「ノーランさまの初陣は予想外の苦戦となった。本陣に敵兵が奇襲をかけたのだ。ノーランさまはなだれ込む敵兵たちを迎え撃とうとなさったが、三人目の敵兵と切り結ぶうちに緋緋色鉄の剣が折れてしまい、あとはなすすべもなく、無念の戦死を遂げられてしまった」


    　その報告を聞いた国王の怒りは常軌を逸するほどだったという。


    　運悪く、その憤激に巻き込まれた二名の侍女が命を失ったところで国王は命じた。


    　王子の死に責任あるものは一族すべて処刑せよ──と。


    「それで、どうして父さんやアンが殺されなければならなかったんですか！　父さんになんの責任があるっていうんですかッ？」


    　ネロの聞いた父親の〝罪状〟はそこまでだ。


    　そんな無茶苦茶な話があるかとネロは憤慨した。


    「悪いのは、王子を止めようとしなかった周りの奴やつらじゃないですか。文官も武官も騎士も学者も、城にいる者の誰一人として、緋緋色鉄の剣が折れやすいことを知らなかったっていうんですか？　そんな馬鹿な。そんなわけあるもんか。現にあなたは知っていたんでしょう？」


    　ネロは責めたてるようにモーガンに問うた。


    「私は……知っていた。もちろん、私以外にも、多くの者が知っていたはずだ。だが……」


    　モーガンは目を伏せ、口を結んで黙ってしまう。


    「じゃあ、なんで──」


    「それはな小僧、貴様の父親が卑いやしい欲望を満たすために我われらを欺あざむいたからだ」


    　代わりに答えたのはクルツだった。アーシェに攻撃の意思がないと判断すると、クルツはまた少しだけ距離を縮めてきたのだ。


    「父さんが……噓うそをついた？」


    　クルツは忌いま々いましげにふんと鼻を鳴らす。


    「我われ々われはこの地の領主に話を聞いた。彼が緋ひ緋ひ色いろ鉄てつの剣の制作を依頼した際、貴様の父親である鍛か冶じ職人アルベルトはこう言ったそうだ」


    　私なら折れにくい頑丈な緋緋色鉄の剣が作れます。


    　だから、報酬を二倍にしていただきたい──と。


    「噓だッ!!」


    　ネロは激高のあまり叫んでいた。そんなことはあり得ない。父さんはどんな大金を積まれても、気に入らない客には断固として武器を売らなかった。お金欲しさに人を[image: ]だますようなことは絶対にしない！


    　しかしクルツは取り合わなかった。


    「罪人は皆、己おのれの罪を認めたがらぬものだし、その家族は、〝あの人はそんなことはしない〟と言うものだ。私は今までの任務で、そういう偽りの言葉をうんざりするほど聞いてきた。だがな、こと旧人種が噓をついているかどうかは、私にはすぐにわかる」


    　旧人種とは、大陸の王となった角つの人びとたちが決めた、角もなく、魔法も使えないただの人間の新しい呼び名だ。表向きは〝旧ふるくからの人種〟を意味していることになっているが、自分たちこそが新しい人類だと、角人たちは暗に示したのだった。


    「なぜかといえば、噓をつくのは決まって、我々有ゆう角かく種しゆに対する敬意の欠けている者たちだからだ。敬うやまう気持ちがないから、平気で噓をつき、心の中で舌を出すのだ。貴様もそうなんだろう？　だから貴様のような小僧がなんと言おうが、私の得た真実を曲げる気は一切ない」


    　得意げに滔とう々とうと語ると、クルツは兵士の一人に命じる。「おい、それを見せてやれ」


    　その兵士は大きな袋を持っていた。中に手を突っ込んで、なにかを取り出す。


    　ネロは愕がく然ぜんとし、頭の中が真っ白になった。


    　兵士が取り出したのは、父アルベルトの首だった。


    　父親の首はただ虚こ空くうを見つめている。ネロに気づいて、その目が動くことはもうない。


    「小僧、貴様とその妹の首もこの袋の中に入れれば、私の任務は完了だ。つまり貴様の妹の死体を見つけて首を切断しなければならん。捜すのは面倒だから、さっさと白状してもらうぞ」


    　クルツは、中断されていたネロへの拷問を再開するよう、モーガンを促した。


    　ネロは逃げることも、拷問への恐怖も忘れ、呆ぼう然ぜんと父親の首を眺めていた。


    「……はい、クルツ隊長」


    　モーガンはネロのほうに向き直る。


    「待って！」モーガンの前にアーシェが立ち塞ふさがった。「お願い、もうやめて！　あたし、なんでもするから、だからこの子を許してあげて！」


    　クルツの頰ほおがひくっと動く。「なんでもする、だと？」


    「えぇ、なんでもする。あたしはあなたたちを絶対に攻撃しないし、どんな命令でも聞くわ。その代わり、この子と、この子の妹のことは見逃してあげて」


    　愕然としていたネロは、アーシェの意外な言葉に心を取り戻す。


    　アーシェは自分の身を差し出す代わりに、ネロを助けてくれと願ったのだ。


    「……アーシェさん……？」


    　ネロにはわからなかった。


    　どうして自分のためにそこまでしてくれるのか。


    　捕まれば、収容所に送られてしまうことは、アーシェだってミドナから聞いているはずだ。なのに、なぜ？


    　アーシェは言った。


    「あなたとあの兵隊さん、どっちの言ってることが正しいのか、あたしにはわからない」


    　振り返って、ネロの困惑する顔を見る。


    「でも、あなたがなんだかとっても可哀かわい想そうに思えた。父親も、妹も、あなたまで死んで、そうしたらなにも残らないじゃない。悲しむ人も、悲しまれる人も、みんななかったことにされちゃうみたいで、そんなの悲しすぎる。……だから、助けてあげようって思ったの」


    　アーシェの左目はもう光を放ってはいなかった。


    　ただ、強い決意を帯びていた。


    　家族を失った悲しみは、今のアーシェには痛いほど共感できるのだろう。


    　アーシェはネロに同情している。


    　同情とは感情移入することで、文字どおり、自分と相手を同じだと思うことである。


    　それはつまり、善でも悪でもなく、ただ自分に対する優しさを相手にも与えるということなのだ。


    　地面に膝ひざを突いたままのネロには、前に立つアーシェの脚が嫌いやでも目に入った。


    　カタカタと小さく震ふるえていた。アーシェも恐ろしいのだ。それでも必死に両手を伸ばして、モーガンからネロをかばっている。


    　モーガンの表情に戸惑いが浮かぶ。力尽くでどかすことなど簡単なはずなのに、それができない。アーシェの勇気に気け圧おされているかのようだ。


    　だが、クルツは違った。


    「……ふざけるな、魔女めがァッ！」


    　怒りに顔を赤く染め、あらん限りの声で叫んだ。


    「魔女の分際で、有ゆう角かく種しゆであるこの私と取引しようとは、なんという侮辱！　〝どんな命令でも聞く〟だと？　当然だ。貴様に拒む権利などあると思ったか。言われなくても貴様は王都へ連行する。軍の管理下に置かれ、収容所行きだ。次の戦が始まるまでな」


    　ネロたちの世界であるこの大陸では、魔導帝国が滅亡してから三百年、大きな戦争は一度も起こっていない。ただ、小こ競ぜり合いのような領土争いは、大陸全土のあちこちでそう珍しくもなく発生していた。ゆえにどの国も、問題解決の最終手段となる武力を常に維持しなければならず、また可能な限り増強していく必要があった。


    　ある国の武力が上がれば、その近隣国も負けじと武力を上げる。どの国も領土を奪われたくなかったし、どの国も新しい領土が欲しかった。いたちごっこだった。


    　五十年ほど前、軍隊に魔法使いを加える国が現れた。


    　忌いまわしき魔法使いに戦力を頼るとは何事かと他国からの非難が集中した。しかし、実際問題その国は強くなった。一気に領土を広げた。いつしか、非難をしていた国々も、隠れ住む魔法使いを武力の一つと数えるようになった。


    「魔法使いどもの帝国を討ち滅ぼした英雄──その末まつ裔えいである我われ々われが魔法使いどもと共に戦わなければならないとは、なんとも皮肉なことだ。私は今でも複雑な思いを禁じ得ない。しかし、我わが国の平和と繁栄のためにはやむを得ぬことだと理解もしている。だが勘違いするなよ。知らないようだから教えてやるが、貴様ら魔法使いは戦争の道具だ。殺し合いの場でしか役に立たない、忌まわしい存在だ。この私と対等に取引できるなどとは、思い上がりにもほどがある！」


    　最後の言葉と共に、クルツは地面に向かって唾だ棄きした。


    「そんな……」


    　ネロをかばうように広げられたアーシェの腕が、力を失って下に落ちる。


    　ネロは思った。こいつは駄目だ。傲ごう慢まんと偏見で心が酷ひどく拗ひねくれている。きっと幼い頃ころから歪ゆがんだ価値観を刷り込まれてきたのだろう。成長と共にその心は、歪みの上に歪みを重ね、修復しようのないほど歪いびつなものになってしまったのだ。こんな奴やつにアーシェを預けたら──もしアーシェが魔法を使えないと知ったら、その場で殺しかねない。


    　アーシェは、アンゼリカを蘇よみがえらせるためのたった一つの希望だ。


    　ネロはアーシェを守ると、死を覚悟したミドナと約束した。


    　そしてアーシェは──たった今、ネロを救おうとしてくれた。


    （僕は……アーシェさんを守らなければならない……！）


    　そのとき、肩になにかが留まった。


    『剣ハ後ロダヨ？』


    　耳元でそっと囁ささやいたのは月ゲツ光コウ揚アゲ羽ハだった。


    　モーガンが現れてから、その存在をすっかり忘れていた。今までどこにいたのか。


    『オ嬢様ヲ連レテイカレル。僕、困ル。ナントカシテ？』


    　ネロは身体からだをひねって振り返る。剣は、ストームブレイドは、月光揚羽の言うとおり、すぐ後ろに落ちていた。ネロは飛びついて拾い上げる。


    『剣ノ声ヲ聞イテ。頑張ッテネ』


    　月ゲツ光コウ揚アゲ羽ハはそう言い残し、ひらひらと飛び去っていった。


    　剣の声？　ネロにはいったいなんのことだかわからない。


    　その直後、耳鳴りが始まった。


    　──────。


    　クルツの叫び声が上がる。なにをしている、モーガン副隊長！　小僧が剣を拾ったぞ！　しかし耳鳴りのせいで、遥はるか遠くのほうでなにやら騒いでいるようにしか聞こえなかった。


    　──────。


    　耳鳴りは今までよりも激しく、まるで頭の中で反響しているみたいに何度も繰り返す。


    　──────。


    　──────。


    　ネロは思わず頭を抱かかえ、そして気づいた。


    （剣の声って……まさかこれのことなのか？）


    　甲かん高だかい、蚊の鳴くようなこの音が、魔剣の発する声だというのだろうか。


    　言われてみればこの音には、人が発声するときの音の高低と強弱があるような気がした。


    （そんな、まさか……でも、もしかして……）


    　ネロは初めて、その耳鳴りに耳を傾けた。


    



    　──力を求めるなら血の代償を。


    



    　その瞬間、耳鳴りはやみ、その声がはっきりと聞こえた。


    　ネロは意識を武器に集中し、目を凝らすことで、そのオーラが見えるようになる。それと似ていた。耳鳴りは、蚊の鳴くような甲かん高だかい音は、心から聞こうと思って耳を傾けたとき、初めて〝声〟となって響いたのだ。


    　男か女か、子供か大人かも判別のつかない不思議な声がまた響く。


    　──力を求めるなら血の代償を。


    （力を求めるなら……？）


    　ネロはあの隊長を追い払わなければならない。たとえ殺してでも。


    （でも、そのためには……）


    　ネロが顔を上げると、静かに構えるモーガンと目が合った。


    　モーガンは出会ったときと同じ目をしていた。つまり、こう言いたいのだろう。


    〝私を殺す気でこい〟


    　ネロはもう一度、モーガンと戦うことになる。


    　さっきのモーガンは、ネロの突然の加速に虚を衝つかれていた。だから突きが当たったのだ。


    　おそらく二度目はない。彼女はそんな油断をするはずがない。


    　ネロがモーガンを倒すには、さらなる力が必要だ。


    （力、力、力……求めるに決まっているじゃないか）


    　たとえどんな代償を払っても！


    　戦う意思が高まり、ゆっくりの世界が始まる。


    　魔剣ストームブレイドはネロの覚悟を感知し、さらにある反応を起こした。


    　剣の柄つか頭がしらから、突然、細い管のようなものが飛び出したのだ。管の先端には針がついていて、生き物のようにうねり、ネロの腕に衣服の上から突き刺さった。


    　その管は触しよく手しゆ針しんとでもいうべきものだ。


    　針の刺さった痛みで、ネロは初めて触手針に気づく。触手針の管の中を赤いものが通っていくのを見て、ぎょっと目を見張った。あれは血だ。こいつは血を吸っている。血の代償とは言葉どおりの意味だった。


    　それでも構わないと思った。力を得られるのなら魔剣に血も捧げよう。


    　しかし、魔剣はまだ許してくれなかった。


    　──足りぬ。


    　ネロは一瞬、意味がわからなかった。さらに声が響く。


    　──魔力なき血は、これでは足りぬ。


    　──もっともっと血の代償を。


    　そこでようやくネロは、アーシェの言っていたことの意味を察した。


    〝その剣は、そもそも魔法使いのための武器なんだって〟


    〝あなたが使うには向いてないんじゃないかな〟


    　ただの人間が使おうとすると、魔法使いよりも多くの代償を求められるということだったのか。しかしネロは、よかったと思う。ストームブレイドは魔法使いにしか使えない武器ではなかった。多量だろうと、血の代償さえ払えば今のネロにも使える。使えるなら問題ない。


    「好きなだけ持っていけ！」


    　叫ぶと同時に、さらに数本の触手針が柄頭から飛び出した。


    　獲物に食いつく蛇のように腕に突き刺さり、いっせいに血を吸い上げる。身体からだの中から大事なものを奪われていく感覚に、ネロは歯を食い縛って耐えた。


    〝……なんだ、その剣は……!?〟


    　さすがのモーガンも戸惑いの表情を隠せなかった。緊張に身を固くする。


    　魔剣に新たな反応が起こった。


    　刀身から黒い靄もやのようなものが漂い始めたのだ。


    　そして柄を握る手に奇妙な感触が広がる。剣がなにかにひっかかった。まるで見えないなにかが刀身にまとわりついているみたいで、動かそうとすると不思議な抵抗感がある。


    　ネロは反射的に、見えないなにかを振り払うように、ストームブレイドを一振りした。靄もやが尾を引き、刀身が黒い軌跡を描く。


    　そのとき、突風が吹き荒れた。


    　黒い色を持つ突風が。


    　ストームブレイドの軌跡が風となり、凄すさまじい勢いでモーガンを襲った。


    　モーガンはとっさに両腕を構えて頭部を守る。黒い軌跡が籠手ガントレツトに当たると、激しい打ちよう擲ちやく音が鳴った。籠手ガントレツトが砕け、あまたの金属パーツとなって散る。


    　軌跡は、岸壁にぶつかる荒波のように砕け散って飛沫しぶきとなる。黒い飛沫は勢いを失わず、モーガンの後ろへすり抜けていきながら軍服をズタズタに切り裂いていった。


    　そのとき、モーガンの足はすでに地面から離れていた。


    　突風が彼女の身体からだを宙に放ほうり投げる。


    　放物線を描いて落下し、背中を地面に打ちつけ動かなくなった。


    　ネロは驚く。


    （これが……代償によって得られた〝力〟なのか？）


    　もっと試してみなければと思った。


    　遠巻きにしていたクルツたちが、吹き飛ばされたモーガンを見て唖あ然ぜんとしていた。

  


  [image: ]



  
    　ネロは大きく横よこ様ざまに構えて、彼らを睨にらみつけた。


    　鋭く、水平にストームブレイドを振る。素早く振れば、不思議な抵抗感はさらに強くなった。強化された腕力で強引に振り抜いた。


    　黒い軌跡が弧を描く。軌跡が突風となり、クルツたちに向かって駆ける。衝突し、砕け散り、彼らを容赦なくなぎ倒していく。


    　ネロは身体からだをひねって縦に円を描くように切っ先を一回転させた。


    「……行け！」


    　黒い軌跡は、岩の大地を削りながら、風の刃やいばと化して吹き抜ける。空を切り裂き、巻き込まれた兵士たちは木の葉のように吹き飛ばされた。兵士たちの悲鳴が幾重にも重なる。


    　ネロは彼らを追いながら、さらに黒い軌跡を飛ばした。一振りするごとに兵士たちが宙に舞う。倒れた者も容赦なく吹き飛ばし、何度でも地面に叩たたきつける。風の刃は、攻撃対象が遠くなるほど威力が落ちていくようで、今のところ死者は出ていないようだ。ただ、ストームブレイドの超常の力を目にし、兵士たちは大混乱を起こしていた。


    「すごい、すごいぞ」


    　ネロの理性は、彼らへの憎しみに浸食されていた。


    　さらに黒い突風は、攻撃の感触をネロの手に伝えない。


    　それらの理由で罪悪感が麻ま痺ひしていた。その結果、ネロは初めて手にした強大な力に酔いつつあった。我われを忘れて黒い軌跡を飛ばし続ける。


    　辺りは阿あ鼻び叫きよう喚かんの様相を呈ていした。


    　悲鳴を上げて、奇声を上げて、兵士たちは我われ先にと逃げだす。


    〝ま、待て、貴様ら！　敵前逃亡は死罪だぞ！〟


    　隊長であるクルツの命令に耳を傾ける者は、今や一人もいない。


    　クルツは三度、宙を舞い、したたかに身体を打ちつけていた。


    　地面に[image: ]はいつくばって必死に耐えている彼に、ネロは近づいていく。彼のすぐ後ろに立つ。


    　ネロの気配に気づき、クルツは四つん[image: ]いの姿勢でビクッと震ふるえた。振り返ることもできない。その背中にネロはゆっくりと呼びかける。


    〝こっち向いてよ、隊長さん。このまま斬きりつけてもいいの？　兵士にとって背中の傷は不名誉の証あかしなんでしょう？〟


    　ネロの口調は穏やかだったが、心の中では紅ぐ蓮れんの怒りが燃えさかっていた。


    　父親を殺された。妹を殺された。父親は斬首された。こいつの首も切り落としてやろうかとネロは考える。


    〝ひっ……ひいぃアアアアアアァァァッ！〟


    　耐えきれず、彼もとうとう走りだした。不ふ帰きの谷の出入り口に向かって。


    　そのとき、ネロはもう黒い軌跡を飛ばしていた。


    　クルツの背中で弾け、血と軌跡が、飛沫しぶきとなってぱっと散っていく。


    　弓なりにのけ反ったクルツの身体からだは、宙を舞い、顔面から地面に落ちた。ネロは一歩ずつ近づいて、踏み潰つぶされた虫のようにヒクヒクしているクルツに、ストームブレイドを突きつけた。


    　あと一突きでこの男の命は終わる。


    〝待て、少年！〟


    　振り返ると、後ろのほうでモーガンが立ち上がっていた。ネロはいったん、ゆっくりの世界を解除した。モーガンの声がはっきりと聞き取れるようになる。


    「その男は、隊長は、今すぐ治療が必要だ。早くしないと手遅れになってしまうぞ」


    　ネロは首をかしげた。


    「この男を殺そうか悩んでいる僕に、変なことを言うんですね。あなた、さっきは〝殺す気でこい〟って言っていたじゃないですか。じゃないと後悔するんでしょう？」


    「それは確かにそうだが、大事なのは、相手が殺す覚悟と殺される覚悟を両方持っているかということだ。隊長は殺される覚悟を持っていない。さらに言えば、殺す覚悟も持っていない。つまり戦いの舞台に上がってもいないのだ。そのような相手を殺せば、少年はやっぱり後悔するんじゃないだろうか」


    「あなたは違うんですか？」


    「私は、殺す覚悟も殺される覚悟も持っているつもりだ。勝手な理屈だとは思うが、私は常に自分の敵には、殺す気で向かってきてほしいと思っている。全力で対抗して、それでも私が殺されたら、私はなんの恨みも憎しみもなく、その結果を受け入れるだろう」


    　つまり勝ったほうが正義ということだ。


    　戦士と戦士の戦いなら、ネロはその理屈に納得できる。しかし、


    「本当に勝手ですね。あなたが僕の妹を殺すことになっていたら、やっぱり〝私を殺す気でこい〟と言うのですか。戦いの舞台に上がれと。六歳の子供に、角つの人びとのあなたが」


    「う……」モーガンは苦しげに呻うめいて口をつぐむ。


    　だが、しばらくしてこう言った。「……確かに私は勝手だ。卑ひ怯きようだ。しかし、それを承知で言わせてもらう。もし少年が無抵抗の隊長を殺したら、彼女はどう思うだろうか？」


    　アーシェは居ても立ってもいられないという表情で、ネロをじっと見つめていた。


    　今度はネロが言葉を失う。


    　人間だろうと、魔法によって作られた化け物だろうと、アーシェにとって〝死〟は可哀かわい想そうなことなのだ。ネロは問い詰めるように声を荒らげる。


    「だから、こいつも死んだら可哀想ってことなんですか？　こんな、こんな、奴やつが……!?」


    「わからない、あたしにもよくわからないよ……」


    　アーシェは困ったように眉まゆ根ねを寄せ、首を横に振る。「でも、その人を殺しちゃったら、あなたが可哀想になるような気がする。なんだか、そんな気がしてならないの。だから……」


    　ネロはくたくたと膝ひざから崩れ落ちた。


    （ああ、そうか……。わかるさ、わかるよ、アーシェさんの言いたいこと。もし僕がこの男を殺してしまったら、きっと僕はもう戻ってこられなくなる）


    　父さんがいて、可愛かわいいアンゼリカがいる、ときに退屈ではあるが、とても温かい日常──完全には無理だが、いつの日かその半分だけでも取り戻せるかもしれない。だとしても、そこにネロの居場所はなくなってしまうような気がした。


    「クソッ……」


    　ネロの瞳ひとみから涙がこぼれる。悔しくて、悔しくて──。


    　ミドナは、首を切られた人間は蘇よみがえらせることができないと言っていた。


    　つまり、もしアルベルトの首を奪い返し、その胴体を探し出しても無駄だということだ。アーシェの魔法を持ってしても、アルベルトを蘇らせることはもはや不可能なのだ。


    　肩を震ふるわせて泣いた。


    　泣きながらモーガンを睨にらみつけた。


    「この男を殺さない代わりに約束してください。今すぐ兵士全員を連れて、この谷から出ていくと。二度と戻ってこないと」


    　モーガンは、しかし申し訳なさそうにかぶりを振る。


    「今すぐ兵士たちを連れて谷から出ることは可能だ。しかし残念だが、この谷に二度と兵士たちが足を踏み入れないという約束はできない。私たちとは別の隊が、新たに任務を仰せつかって、この場所にやってくるだろうからだ。私にそれを止めることはできない。すまない」


    「……あなたは僕と似ていますね」


    「なに？」


    「できないかもしれないことを〝できる〟と言わない。お互い、馬ば鹿か正直だ」


    　ネロはこんな状況にもかかわらず、思わず苦笑してしまった。


    　すると、限界の時が突然やってくる。


    　めまいと共に身体からだがぐらりと傾く。ストームブレイドに血を吸われすぎたのだ。


    　急に夜空が視界に飛び込んできた。なにが起こったのかすぐには理解できなかった。


    （あ……僕、倒れたんだ……）


    　冴さえ冴ざえと月の輝く夜空が音もなく暗くなっていく。


    　目の前が真っ黒に染まる。


    　ネロは気を失った。


    



    　モーガンは立ち上がると、ネロとクルツが横たわる場所まで歩いていく。


    　この場から逃げ切らず、遠くから様子をうかがっていた兵士が駆け寄ってきた。


    「こいつ、勝手に自滅したみたいですね。今なら俺でも殺せますよ！」


    　兵士は短剣シヨートソードを構える。しかし、モーガンの手がその刀身をつかんで止めた。籠手ガントレツトはすでに破壊されているので素手でだ。


    　次の瞬間、短剣シヨートソードの刀身は音を立てて砕け折れる。


    「ふ、副隊長……!?」


    　隊長が意識を失った今、モーガンは臨時の指揮者として命令を下した。


    「今からただちにクルツ隊長を連れて谷の外に出る。任務は中止──撤収だ。まだこの場に残っている兵士全員に通達しろ」


    「はァ？　た、確かに隊長は重傷ですが、しかし、この小僧の首だけでも持って帰りましょうよ。じゃないと、任務は中止ではなく失敗ということになりますよ。それに、あの魔女も連行して収容所に送らないと──」


    　困惑する兵士に、モーガンは鋭い視線を向けた。


    「復唱はどうした……？」


    　味方なら頼もしいが、敵に回すとこれほど恐ろしい相手はいない。兵士は角つの人びとの視線に射貫かれて、慌てて姿勢を正した。


    「は……はッ！　ただちに撤収。この場に残っている者全員に通達します」


    「よし、行け」


    「はッ」兵士は青ざめた顔で逃げるように駆けていく。


    　モーガンはぐったりしているクルツを抱き上げ、そしてアーシェの不思議そうな視線に気づいた。「……なんだ？」


    　アーシェは距離を保ちながら、恐る恐る尋たずねる。「あなた……いい人なの？」


    「私がいい人なものか。少年の言うとおり、自分勝手で卑ひ怯きような女だ」


    　仰向けに倒れているネロの顔を、心に焼きつけるようにじっと見つめた。


    「それでも約束は守る。守れない約束はしない」


    　モーガンはアーシェに背中を向けると、ゆっくりと歩きだした。


    「その少年の介抱を頼む。魔女に託すのは一抹の不安が残るが、貴様ならばなぜか大丈夫な気がする」


    　その言葉を残してモーガンは去っていった。

  



  
    　旅立ちの夜


    



    　　　　　　　　　　１


    



    　ネロが目を覚ますと、そこは見覚えのある場所だった。


    　城内の、あの中庭だ。ネロは芝しば生ふの上に横たわっていた。


    　綺き羅ら星の夜空とアーシェの顔が目に入った。アーシェはネロの顔を覗のぞき込んでいて、ほっとしたように微笑ほほえんだ。「よかった、やっと起きたね」


    　身体からだを起こすと頭がくらくらした。また倒れそうになる。


    　魔剣に血を吸われすぎたための貧血症状がまだ残っていた。ネロはハッとして腰に手をやる。ストームブレイドの柄つかに手が触れる。ネロが気を失っている間に、アーシェが[image: ]さやに収めておいてくれたのだそうだ。


    　アーシェはネロにグラスを差し出す。水かと思って飲んだらかすかな酸味があった。これはさっきも飲んだあの不思議な水だ。ネロをここに寝かせたあと、居室に戻って[image: ]くんできたのだそうだ。


    　頭がすっきりして、全身に力が蘇よみがえる。ネロはやっと立ち上がることができた。


    　ぐるっと見回して辺りの様子をうかがう。


    　ここにいるのはアーシェだけ。


    　あとは静かな夜があるだけだった。


    「兵士たち、それに角つの人びとたちはどうしたんですか？」


    「あの人は、あなたとの約束を守って出ていったわ」


    「約束を……そうですか」


    　義理堅い角人だったようだ。しかし、いずれ別の部隊が、この場所にやってくることだろう。彼らの任務は、ネロとアンゼリカの首を手に入れるまで終わらないからだ。


    　彼らが保存庫に眠るアンゼリカを見つけたら、大喜びでその首を切り落とすことだろう。


    　なにか対応策を打っておかなければならない。


    「じゃあ、宝物庫の鍵かぎを保存庫にかけちゃおうか」


    　アーシェはぽんと手を叩たたいて言った。確かに二つの扉は構造が似ている。


    　ネロたちは宝物庫へ行き、そこにかかっていた錠と鎖を手にすると、保存庫へ向かった。


    　保存庫の中の暗くら闇やみを月ゲツ光コウ揚アゲ羽ハの光が照らすと、アンゼリカとミドナの遺体が静かに横たわっていた。最後にもう一度、大切な家族の顔を見て、必ず蘇らせてあげるからねと誓いを立てる。


    　それから、宝物庫にかかっていた錠と鎖を保存庫の扉に設置してみた。鎖は両扉の取っ手をしっかりと繫つなぎ、部屋を封じる。


    「でも、これだけで大丈夫でしょうか。扉は木でできているし、その気になれば……」


    「うーん、そうね……」


    「多分、平気ダヨ？」月ゲツ光コウ揚アゲ羽ハが言った。「ダッテ今、結界ガ張ラレタモノ」


    　どうやらこの錠と鎖は、それによって封じられた空間を結界で守る魔法の力を有しているらしい。結界によって、扉は破壊することも燃やすことも叶かなわなくなったのだそうだ。


    　ネロはストームブレイドを抜いて、鋭い剣先を扉に突き立ててみる。


    　しかし硬い音を立てて、剣先は弾はじかれてしまった。まるで鉄のような手て応ごたえだった。


    「アーシェさん、戦[image: ]ウオーハンマーで扉を思いっ切り叩たたいてみてくれませんか？」


    「え？　えぇ」


    　アーシェは言われたとおりに戦[image: ]ウオーハンマーで力一杯扉を叩いた。


    　耳が痛くなるような音が響いたが、木の扉は凹へこみもしなかった。


    「なるほど、これなら問題ないですね」


    　ネロたちは安心して保存庫をあとにする。


    　城の中を通り、エントランスホールから外に出た。階段を下りて岩の大地に立つと、アーシェは振り返って、たった今潜くぐり抜けた巨大な正門を仰あおぎ見る。


    　アーシェは少しだけ不安そうな顔をしていた。


    　この城はアーシェを閉じ込める檻おりであり、住み慣れた我わが家でもあったのだ。


    　城郭に沿って歩きながら、アーシェは何度も立ち止まって城を見上げた。外の世界に憧れてはいたが、しばしの別れを前にして、この城での様々な思い出が心中に去来しているのだろう。独り言のように小さな声でこう呟つぶやいた。「……行ってきます」


    



    　月光揚羽に導かれ、谷の断だん崖がいの前にたどり着く。「ココ、ココガ秘密ノ出入リ口ダヨ」


    　言われたとおりの回数、ネロは壁面をノックしてみた。


    　すると、なんの変哲もなかった岩壁に突然魔方陣が浮き出た。直径がネロの身長よりも長い、大きな魔方陣だ。


    「サァ、魔方陣ノ中ニ入ッテ。グズグズシテルト魔方陣ガ閉ジル。大変ナコトニナッチャウヨ？」


    「え……魔方陣が閉じるとどうなるの？」アーシェが尋たずねる。


    「中ノ通路ガタダノ岩ニ戻ッチャウ。通路ヲ通ッテイルトキニソウナッタラ、身体からだガ岩ト融合シテ消滅シチャウヨ」


    　そう言って月光揚羽は魔方陣に飛び込み、岩壁の中にすっと消えた。


    　ネロは岩壁に手を伸ばしてみる。


    　手にはなんの感触もなく、岩壁の中に沈んでいった。これが秘密の出入り口か。


    「行きましょう、アーシェさん」


    　振り返ってアーシェに呼びかける。


    　アーシェは不安そうな顔で立ちすくんでいた。


    　先ほどの月ゲツ光コウ揚アゲ羽ハの警告が怖かったのだろうか。なかなか足を前に踏み出せないでいる。


    　だが、ネロにはそれだけではないような気がした。


    （初めて外の世界に出るんだ。期待だけじゃないはずだ……）


    　しかし、こうして二の足を踏んでいる間にも、制限時間は迫っているだろう。


    　ネロは精一杯の優しい微笑ほほえみを浮かべ、アーシェに向かって手を差し出した。


    「大丈夫、一緒に行きましょう」


    　アーシェはネロの顔を見つめる。


    　アーシェの手は、一瞬の戸惑いのあと──ネロの手を握った。


    　二人は魔方陣の中へ飛び込む。


    　中は真っ暗だった。先のほうに光の円があった。隧道トンネルの出口のようだ。


    「急イデ！　急イデ！」


    　光の円の前で、月光揚羽が慌てふためくようにぐるぐると飛び回っている。


    　二人は走った。光の円から外へ飛び出す。


    　そこは谷の中だった。ただ、迷路のように曲がりくねっても分岐してもなく、広々とした一本道がまっすぐに続いている。


    　振り返ると、後ろの岩壁にも魔方陣が浮き出ていた。しかし間もなく消えた。


    （結構、ギリギリだったな……）


    　ネロの背筋に冷たい感触が走る。


    「コノ先ニ、マタ魔方陣ノ通路ガアルヨ。今度ハ早クシテネ？」


    　そして月光揚羽はまっすぐに続く道を飛んでいく。


    「行きましょう」


    「……うん」


    　歩き始めてネロは気づく。


    　まだアーシェの手を握っていた。アーシェにアンゼリカの姿を重ねて見ていたネロだが、彼女が十五歳の少女であることを思い出す。慌てて手を放した。


    「あ……す、すみません……」


    「え？」


    「いや、その、手なんか繫つないじゃって……」


    「あぁ……別に謝らなくても……嫌いやだったら繫がないし……」


    　アーシェは頰ほおをかすかに赤く染めていたが、怒っている様子はなかった。


    　むしろ離れる手と手を見て、少し寂しそうな顔をしたような──そんな気がしたのはネロの思い上がりだろうか。


    「……い、行きましょう」


    　赤くなった顔を見られたくなくて、ネロは先に歩きだす。


    　アーシェも黙ってあとに続いた。


    



    　まっすぐの道をひたすら進んだ。


    　やがて壁に突き当たった。秘密の合図は先ほどと同じだった。壁をノックすると魔方陣が現れる。それを潜くぐって外に出る。


    　一気に視界が広がった。


    　どこまでも続く大草原が目の前に現れる。


    　月明かりを浴びて草の絨じゆう毯たんがそっと輝いていた。


    　さーっ、ざわざわ。


    　そよ風が駆け抜けると、草がいっせいに揺れて、まるで海うな原ばらのように光の波となる。


    　アーシェは、うわぁ……と呟つぶやき、絶句した。


    　初めて見た外の世界に、目も心も奪われていた。


    　左目が輝きだす。文様が現れる。


    　しばらくして、ようやく言葉が漏もれた。


    「凄く綺き麗れい……凄く広い……こんなに凄いとは思わなかった……!!」


    　アーシェはぶるるっと身み震ぶるいし、大きく息を吸い込んだ。


    　そして力一杯叫ぶ。


    「わァ────────ッ!!」


    　アーシェの声は大草原を駆ける風に乗ってどこまでも広がっていった。


    　あははははと、アーシェは心の底から楽しそうに笑って、足元の草の上に倒れ込む。


    　草のベッドは彼女の身体からだを柔らかく受け止めた。


    「凄い……凄い……夢でも見ているみたい」


    　胸に手を当てて、うっとりと目を閉じる。


    　そんな彼女を微笑ほほえましく思いつつ、ネロは昔、学校で見た、この国の地図のことを頭に思い浮かべていた。


    　不ふ帰きの谷に隣接する大きな大草原があった。名前は思い出せないが、きっとここがそうだろう。確か大草原の中に街道が走っていたはずだ。それを見つけられれば、進むべきだいたいの方角がわかるだろう。


    「ネェ、コレカラドウスルノ？　進ム？　ココデ夜明ケヲ待ツ？」


    　月ゲツ光コウ揚アゲ羽ハが尋たずねてきた。


    「うーん、進んでおこうかな。少しでも早く目的地に着きたいし、万が一、ここで兵士に見つかったら隠れる場所がないからね。ところで月光揚羽──」


    「〝アゲハ〟デイイヨ？」


    「じゃあアゲハ、君はどこまでついてくる気なの？」


    「エッ？」


    　月ゲツ光コウ揚アゲ羽ハは驚きの声を上げた。


    　そして急に力尽きたかのように落下した。ぽとりと草の上に落ちる。


    　ふるふると震ふるえながら言う。


    「……オ嬢様カラ魔力ヲモラエナカッタラ僕ドウスルノ？　死ンジャウヨ？」


    「ああ、そうか。じゃあ君も一緒に行くってことだね」


    「……イイノ？」


    「君がいると、蝋ろう燭そくや油を節約できるからこっちも助かるよ。アーシェさん、いいですよね？」


    　アーシェは「もちろん」と言って頷うなずいた。


    　その途端、月光揚羽は元気に飛び上がり、アーシェの頭の上にすっと留まる。「今後トモヨロシクネ」


    　なんだかちゃっかりした奴やつだなとネロは思った。


    　と、アーシェがネロに言う。「あたしも〝アーシェ〟でいいよ？」


    「え？」


    「その代わり〝ネロ〟って呼ぶから。ママも〝ネロ〟って呼んでたし、いいよね？」


    「え、えっと……あ、は、はい」


    「うん、じゃあ行こう、ネロ」


    　アーシェはこれからの旅の第一歩を踏み出した。


    　が、ほんの数歩も行かぬうちに、足元に絡からまっていた草にひっかかって転倒した。「わ!?」


    「大丈夫ですか、ア……アーシェ」


    　ネロは駆け寄って、彼女の手を取り、助け起こす。


    　アーシェはえへへと照れ臭そうに起き上がった。「ありがとう、ネロ」


    「あ……い、いえ」


    　ネロはアーシェの手を放そうとした。


    　しかし、アーシェがその手を放さなかった。


    　ネロの顔をじっと見つめてくる。


    　アーシェの左目はまだ輝きを残していた。心が高ぶっている証拠だ。


    「……あのね、あたし今日初めて、ママ以外の人に会ったの。人間は怖い人たちばっかりだった」


    「は……？」


    　ネロにはアーシェの意図がわからない。


    　なにを言いだすのか。なぜ、この手を放さないのか。


    　アーシェは言った。


    「でも……ネロはもう怖くないよ」


    　ぎゅっと手に力を入れて、にこっと笑った。


    「あ……」


    　アーシェの手には信頼がこもっていた。


    　どこへ行くときも、アンゼリカがネロの手を握ったように。


    　ネロの心に熱いものが[image: ]あふれ出す。ネロが魔法使いなら、その左目は間違いなく強い輝きを放っていただろう。


    「僕も……もう魔法使いは怖くないです。少なくとも、アーシェとミドナさんは」


    　ネロもその手を握り返した。


    　手を繫つないだまま、二人は歩きだした。


    〝重罪人の息子むすこ〟と〝魔女の娘〟が、誰だれもいない夜の草原を進んでいく。


    　月の明かりは昼間の太陽には遠く及ばない。


    　それでも旅立つ二人を優しく照らしていた。
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    　あとがき


    



    



    　お久しぶりです、小こ木ぎです。


    　前作のあとがきで〝一年ぶりの新刊です〟とか書きましたけど、今度は一年と二か月ぶりです。売れっ子でもないのにとんでもない寡作っぷりですね。我われながらびっくりです。


    



    　なんの脈絡もありませんが、ここで一つ僕の妄想を晒さらします。


    　うちから歩いて五分くらいのところに稲荷いなり神社があります。


    　駅前から自宅へ帰る途中など、少し遠回りになりますが、ウォーキングのつもりでこの稲荷神社の前を通ります。


    　この神社には一匹の稲荷狐ぎつねがいます。名前を〝珠たま姫き〟といいます。狐ですが、普段は人間の姿をしていて、その外見は十九歳くらいのぽっちゃり女性です。


    　和服に前掛け前掛けエプロンを合わせた格好が珠姫さんのお気に入りです。髪型は襟えり足あしのところで二つに結んでいます。ツインテール分類法における〝カントリー・スタイル〟です。


    　箒ほうきを持って境けい内だいの掃除をしています。でも、こぢんまりとした神社なので、掃除はすぐに終わってしまいます。寂れた神社で、元がん旦たんでもない限り、参拝者は滅多に来ません。


    　珠姫さんは独りぼっちで退屈な日々を過ごしています。


    　だから僕が神社の前を通ると、大きな尻しつ尾ぽを振って、いそいそと石段を下りてきてくれます。珠姫さんはあんこ型のぽっちゃりさんなので足音も個性的です。どんどんどどん。


    『お仕事、お疲れさまでした。原稿、頑張ってくださいね』


    『小木さんは、どのような本を書かれているのですか？　ら……らいとのべる？』


    『顔色がよくないですよ。無理は──しないわけにはいかないのでしょうけれど、どうかお体にはお気をつけて』


    　そんな挨あい拶さつを交わすのが、僕にとってほぼ日課となっています。


    　というわけで、今作はそんな珠姫さんに励まされ、見守られながら書き上げました。珠姫さん、ありがとう。これからもよろしくね。


    　そして前作に引き続き、今作のイラストも担当してくださったそとさん、ありがとうございます。まさかもう一度、一緒にお仕事ができるとは。本当に嬉うれしい限りです。


    　──今回も表紙買いしてくれる人がたくさんいそうだな、ふっふふ。


    　今のは心の声です。いや、でも正直な話、本が売れてくれないと、素敵なイラストを描いてくださったそとさんに申し訳が立たないのですよ。


    　そんなわけで、今作を買ってくださった皆さん、本当にありがとうございます。


    　僕は今までの作品のあとがきに、〝この本が売れないと次回作がヤバイ〟というようなことを頻繁に書いてきましたが、こうしてまた本を出してもらえる運びとなったので、書いてよかったなと思っています。


    　吹けば飛ぶようなしがない物書きです。これからもどうぞよろしくお願いします。


    



    　僕の妄想からシームレスに謝辞へと続いたので、夢と現うつつの区別がつかない混こん沌とんとした文章になってしまいました。身内が読んだら心配するでしょうね。


    　母へ──もし、このあとがきを読んだなら、変に気を遣って「この稲荷いなり神社って、うちから国道に沿って歩いていったところにあるやつでしょう？」などと、なんでもないことのように話したりせず、ただ黙っていてください。見なかったことにしてください。それが優しさというものです。


    　それでは皆さん、二巻で──多分出ると思うので──またお会いしましょう。


    



    



    　　二〇一三年六月


    
      小こ木ぎ君きみ人と　　

    

  



  
    小木君人


    Kogi Kimito


    



    ６月から７月にかけて、やりたいゲームが雪崩の如く発売します。で、ぐずぐずしていると10月にはポケモンの新作が……。多分、全部積みゲーになるでしょう。
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